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平成２９年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１　議事日程 

　　　　　第１日（平成２９年１２月５日　火曜日） 
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　　　　　　議案第　２号　専決処分した事件の承認について 

　　　　　　議案第　３号　平成２９年度宿毛市一般会計補正予算について 

　　　　　　議案第　４号　平成２９年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第　５号　平成２９年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第　６号　平成２９年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第　７号　平成２９年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第　８号　平成２９年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第　９号　平成２９年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第１０号　平成２９年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

　　　　　　議案第１１号　平成２９年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

　　　　　　議案第１２号　宿毛市林邸の設置及び管理に関する条例の制定について 

　　　　　　議案第１３号　宿毛市課設置条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第１４号　宿毛市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第１５号　宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい 

　　　　　　　　　　　　　て 

　　　　　　議案第１６号　宿毛市工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく準則を定める 

　　　　　　　　　　　　　条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第１７号　権利の放棄について 

　　　　　　議案第１８号　指定管理者の指定について 

　　　　　　議案第１９号　指定管理者の指定について 

　　　　　　議案第２０号　高知市及び宿毛市におけるれんけいこうち広域都市圏形成に係る 

　　　　　　　　　　　　　連携協約の締結について 

　　　　　　議案第２１号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　会議録署名議員の指名 

　　　日程第２　会期の決定 

　　　日程第３　平成２８年度宿毛市一般会計及び各特別会計の決算認定並びに水道事業会計

の利益処分及び決算認定について 

　　　日程第４　自衛隊誘致調査特別委員会中間報告 

　　　日程第５　議案第１号から議案第２１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１４名） 

　　　１番　川　田　栄　子　君　　　　　２番　川　村　三千代　君 

　　　３番　原　田　秀　明　君　　　　　４番　山　岡　　　力　君 

　　　５番　山　本　　　英　君　　　　　６番　髙　倉　真　弓　君 

　　　７番　山　上　庄　一　君　　　　　８番　山　戸　　　寛　君 

　　　９番　岡　﨑　利　久　君　　　　１０番　野々下　昌　文　君 

　　１１番　松　浦　英　夫　君　　　　１２番　寺　田　公　一　君 

　　１３番　宮　本　有　二　君　　　　１４番　濵　田　陸　紀　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　　な　　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　朝比奈　淳　司　君 

　　　議 事 係 長　　奈　良　和　美　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　総 務 課 長　　河　原　敏　郎　君 

　　　危機管理課長　　楠　目　健　一　君 

　　　市 民 課 長　　立　田　ゆ　か　君 

　　　税 務 課 長　　児　島　厚　臣　君 

 　　　次長兼庶務係長 

　　　兼 調 査 係 長
小　野　り　か　君

 　　　会計管理者兼 

　　　会 計 課 長
山　下　哲　郎　君
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　　　保健介護課長　　中　山　佳　久　君 

　　　環 境 課 長　　岩　本　敬　二　君 

　　　人権推進課長　　沢　田　美　保　君 

　　　産業振興課長　　上　村　秀　生　君 

　　　商工観光課長　　山　戸　達　朗　君 

　　　土 木 課 長　　川　島　義　之　君 

　　　都市建設課長　　中　町　真　二　君 

　　　福祉事務所長　　河　原　志加子　君 

　　　水 道 課 長　　金　増　信　幸　君 

　　　教 育 長　　出　口　君　男　君 

 

 　　　教 育 次 長 兼 

　　　学校教育課長
桑　原　　　一　君

 　　　生涯学習課長 
　　　兼 宿 毛 文 教 
　　　センター所長

和　田　克　哉　君

 　　　学 校 給 食 

　　　センター所長
杉　本　裕二郎　君

 　　　農 業 委 員 会 

　　　事 務 局 長
山　岡　敏　樹　君

 　　　選挙管理委員 

　　　会 事 務 局 長
岩　田　明　仁　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分　開会 

○議長（岡﨑利久君）　これより平成２９年第

４回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

　直ちに本日の会議を開きます。 

　日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

　会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において宮本有二君及び濵田陸紀

君を指名いたします。 

　日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

　この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

　議会運営委員長。 

○議会運営委員長（野々下昌文君）　議会運営

委員長。 

　ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

１２月１日、議会運営委員会を開きまして、今

期定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎重

に審査した結果、本日から１２月２０日までの

１６日間とすることに、全会一致をもって決定

いたしました。 

　以上、報告いたします。 

○議長（岡﨑利久君）　お諮りいたします。 

　今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から１２月２０日までの１６日間といたし

たいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、今期定例会の会期は、本日から１２

月２０日までの１６日間と決定いたしました。 

　この際「諸般の報告」をいたします。 

　本日までに、陳情１件を受理いたしました。

よって、お手元に配付してあります陳情文書表

のとおり、所管の常任委員会へ付託いたします。 

　会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を、本日午後３時と定めます

ので、質問者は期間内にその要旨を文書で通告

してください。 

　なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

　地方自治法第１８０条第２項の規定による市

長の専決処分事項の報告につきましては、お手

元に配付しているとおりであります。 

　以上で、諸般の報告を終わります。 

　日程第３「平成２８年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定について」を議題といたし

ます。 

　本案は、平成２９年第３回定例会において、

予算決算常任委員会に付託し、閉会中の継続審

査となっておりますので、この際、委員長の報

告を求めます。 

　予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（山戸　寛君）　予算決

算常任委員長。 

　予算決算常任委員会の審査結果について、御

報告をいたします。 

　平成２９年第３回宿毛市議会定例会において

閉会中の継続審査として、本委員会に付託され

ました平成２８年度宿毛市一般会計及び各特別

会計の決算認定並びに水道事業会計の利益処分

及び決算認定の審査を終了しましたので、宿毛

市議会会議規則第１１０条の規定に基づき、御

報告いたします。 

　まず、審査方針といたしましては、平成２８

年度各会計の決算審査については、監査委員か

ら提出された宿毛市一般会計、特別会計決算及

び基金運用状況審査意見書を参考としながら、

予算が議会議決に従って、適法かつ合理的、効

果的に執行されているか、また財政の健全化並
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びに財産が適正管理されているか。しかも、期

待された行政効果を上げ、いかに市民福祉の向

上に寄与したかという視点から審査をするとと

もに、これからの予算審議に活用するためとい

たしました。 

　審査の結果につきましては、各会計における

予算は適法かつ合理的、効果的に執行されてお

り、平成２８年度宿毛市一般会計及び各特別会

計の決算については、全会一致をもって認定す

べきものと決しました。 

　また、水道事業会計の利益処分及び決算につ

いても、全会一致をもって、原案のとおり可決

及び認定すべきものと決しました。 

　委員会審査の中で指摘をいたしました事項の

中で、主なものについて、御報告いたします。 

　１、収入未済金の早期解消について。 

　平成２８年度においても、一般会計、各特別

会計、水道事業会計で、過年度を含めて、３億

８，７７１万９，０００円の収入未済金が生じ

ている。 

　市税、国保税については、差し押さえの強化

など、徴収率向上に向けた取り組み等の効果も

あり、収納率の向上や、収入未済額の減少が見

られるものの、依然として厳しい財政状況であ

る。 

　収入未済金は、財政運営に及ぼす影響はもと

より、税の公平負担の原則並びに受益者間の不

均衡を招くなど、憂慮すべき問題であり、滞納

者の経済状況に配慮する必要はあるが、今後も

適切な納付指導や、各関係法令、省令等に基づ

く厳正かつ適正な対処を実施することにより、

収入未済金の早期解消に向けた、さらなる取り

組みに努められたい。 

　２、宿毛東団地の土地の販売促進について。 

　平成２７年度決算認定議案審査において、売

却できない要因として、坪単価が高いことが考

えられるため、移住定住促進等の政策的な取り

組みをするよう指摘していたが、いまだその成

果を上げるに至っていない。 

　宿毛市にある民間の分譲宅地の販売価格を見

ても、当初の価格より大幅に値下げされるなど、

人口減少等により、土地の市場価格は下落して

いるのが現状である。 

　地域の実態を反映した地価の設定を見直すべ

きであり、問題を先送りせず、土地の値下げに

踏み切るよう求める。 

　３、移住定住促進の取り組みについて。 

　移住後、定期的な交流会や電話連絡は行って

いるが、連絡がとれない方もおり、全体の把握

はできていないとのことであるが、移住した方

が定住してもらうためには、調査等により、移

住後の実態を把握することが肝要であり、移住

定住の担当課だけでなく、関連する課が連携し

て、サポート体制を整えるよう求める。 

　４、ふるさと寄附金について。 

　地域づくりに貢献したいとの思いから、ポー

タルサイトのコメント欄に意向を書き込むなど、

活用する事業を指定される方もいるということ

だが、寄附金の有効活用により、宿毛市の地域

活性化にどのように役立ったのかを周知するこ

とで、次の納税への意欲が高まる。 

　活用事業の選択については、小さく分散させ

ることなく、集中的な形で貢献度をアピールで

きる事業への活用の検討を求める。 

　５、「志国高知　幕末維新博」について。 

　「志国高知　幕末維新博」については、現在、

改修工事が行われている林邸を拠点として、そ

の周辺施設を周遊するコースづくりを整備する

とのことであるが、２年間の開催期間中にもた

らされる経済効果だけではなく、これを契機に、

一過性のイベントで終わらせないよう、歴史資

源や食・自然を合わせて周遊できるコースを整

備し、観光客を継続的に呼び込むシステムの構

築を求める。 
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　６、宿毛市斎場等の施設管理について。 

　平成２７年度決算認定議案審査において、宿

毛市斎場等の老朽化が進んでいる施設について、

市民サービスの低下を招かないよう、計画的な

改築等を検討するとともに、大月町や三原村と

いった周辺市町村との広域設置についても、検

討することを求めていたが、周辺の施設を視察

し、さまざまな視点で検討している段階であり、

いまだ協議を始めてはいない状況であるとのこ

とである。 

　高齢化が進み、使用頻度が増加することが予

想される中、火葬炉についても現状の２基でよ

いのか、大月町や三原村との広域で考えると、

何基必要なのかといった長期ビジョンをもって、

早期に検討することを求める。 

　７、直七産地化推進事業委託料について。 

　直七は生産量が上がれば、大手の企業が取引

してくれる可能性があるが、大手の企業からの

要求量は非常に大きく、このペースで５年間増

産していっても、足りない状況であるとのこと

である。 

　しかしながら、大手企業との連携で、生産か

ら販売まで行っている市町村もあるため、大手

企業との連携を、多角的な視野で検討するべき

である。 

　また、宿毛市森林資源再生支援事業では、伐

採跡地で更新が行われないまま、放置されてい

る箇所が増加している。 

　直七栽培に利用可能なケースについては、事

業を連携させるよう、検討を求める。 

　８、錦川ゲートポンプ詳細設計業務について。 

　錦川ゲートポンプ詳細設計業務について、県

の工事が、平成２９年度、３０年度で実施予定

であったが、一部用地の買収が困難なため、用

地幅を少なくする修正設計をしており、県の工

事とあわせて行うポンプの設置も、平成３２年

度くらいになるとのことだが、以前からの課題

である貝塚から、錦周辺の道路冠水を防ぐため

にも、県の工事が早期に完成するよう、要望活

動を今後も継続して行うように求める。 

　９、公営住宅の運営について。 

　平成２７年度決算認定議案審査において、民

間住宅の活用について、検討研究するよう求め

ていたが、現状の公営住宅の耐震化も進んでい

ない状況で、公営住宅以外に投資していくこと

は困難とのことである。 

　しかしながら、今後１０年は単身高齢者がふ

えることが予想されており、これまでの公営住

宅というよりは、福祉住宅という観点で、小規

模の単身高齢者用住宅等について、国の補助金

の活用等、設置に向けた検討を求める。 

　また、宿毛出身者が定年退職後に帰郷し、ふ

るさとで暮らしていけるような施設をつくるな

ど、都市計画や住居の形等を根底から考え直す

時期に来ているのではないか。 

　公営住宅法では難しいところもあるとは思う

が、国の動向にも注視し、新しい公営住宅のあ

り方について、検討を求める。 

　１０、地籍調査事業について。 

　地籍調査事業について、高規格幹線道路の四

国８の字ルートの調査範囲が確定した場合には、

その部分を優先的に調査することになり、場合

によっては増員して、同時に複数の地区を調査

するなど、検討が必要であるとのことであるが、

境界が定まっていない土地が多く、相続登記が

できないといった問題が発生している。 

　国等の事業個所だけではなく、増員の件も含

めて、できるだけ効率的に調査を進めていくよ

うに求める。 

　１１、学校給食センターの建てかえについて。 

　宿毛市学校給食センターは、昭和５８年の設

立以来、子供たちに安全で安心な給食を提供す

るよう努めているが、調理機器や施設そのもの

が老朽化しているため、改築について、検討委
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員会を立ち上げ検討しているところであり、年

度内には一定の取りまとめを行う予定とのこと

であるが、改築により、施設を近代化すれば、

調理場の室温や湿度も調整でき、労働環境や衛

生環境も大幅に改善される。速やかに建設予算

確保等の対策を講じるよう、求める。 

　以上、本委員会の審査における指摘事項につ

いては、今後の市政運営に反映し、さらなる市

民の福祉と暮らしの向上が図られますよう切望

して、委員長報告といたします。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、委員長の報告

を終わります。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　これより、平成２８年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定について、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　これより、平成２８年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定についてを、採決いたしま

す。 

　本案に対する委員長の報告は、認定及び可決

であります。 

　本案は、委員長報告のとおり、認定及び可決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（岡﨑利久君）　全員起立であります。 

　よって、「平成２８年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定について」は、委員長報告

のとおり認定及び可決することに決しました。 

　日程第４「自衛隊誘致調査特別委員会中間報

告」を議題といたします。 

　本件につきましては、会議規則第４５条第２

項の規定により、同委員会より、中間報告を行

いたいとの申し出がありますので、この際、こ

れを許します。 

　自衛隊誘致調査特別委員長。 

○自衛隊誘致調査特別委員長（寺田公一君）　

自衛隊誘致調査特別委員長。 

　平成２８年第３回宿毛市議会定例会において、

本委員会に付託され、閉会中の継続調査となっ

ている自衛隊誘致に関する調査について、会議

規則第４５条第２項の規定により、中間報告を

行います。 

　まず、調査経過につきまして、本委員会は、

自衛隊誘致が重要港湾である宿毛湾港の利活用

や、大規模災害発生時における市民の安全安心

につながり、さらには人口減少対策や、地域経

済の活性化にもつながるものとして、誘致の可

能性を主な調査項目として設定し、自衛隊駐屯

地域での環境等に対する影響や、国の動向を調

査するための行政視察を行う中で、調査研究に

取り組んでまいりました。 

　以下、本件についての、これまでの調査概要

を報告いたします。 

　まず、防衛省における自衛隊誘致の可能性の

調査について、申し上げます。 

　本年５月には、中谷　元元防衛大臣及び中西

哲参議院議員に同行をいただき、防衛省事務次

官黒江哲郎氏以下１０名の方と、個別に意見交

換を行う中で、誘致の可能性を調査いたしまし

た。 

　自衛隊の現状としては、財政不安や人口減少

等の影響で、自衛隊員や予算の確保に苦慮して

おり、今後、中期防衛力整備計画や、防衛大綱
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の見直しを行う際には、地政学的観点や、災害

対応といったさまざまな視点から、総合的に検

討するとともに、陸・海・空の各自衛隊を統合

した形で、配置等を検討していく。 

　また、宿毛新港は外洋が近く、地理的、地形

的にも、我が国の防衛を見据えた場合の適地で

あり、水深や中継地、後方支援等を考えると、

よい条件がそろっているという見解でありまし

た。 

　これまでの市長、商工会議所会頭、議長の連

名で行ってきた要望活動の内容については、一

定の理解を得ていると判断ができました。 

　次に、広島県呉市での調査について、報告を

いたします。 

　漁場水質環境等について、申し上げます。 

　本年２月に、広島県立総合技術研究所水産海

洋技術センターを訪問し、漁業者を初めとする

市民の関心が高い水質環境等について、調査を

行いました。 

　広島県の漁業としては、カキ養殖、のり養殖

といった養殖漁業や、底びき網漁業や刺し網漁

業等が行われており、当海洋技術センターでは、

月１回、水温や海中の酸素量、塩分、クロロ

フィル、透明度などの観測調査を、３７地点で

実施をしておりました。 

　その調査結果では、自衛隊基地による海洋水

質の悪化は考えられず、自衛隊艦船のスク

リュー音等で生態系の影響も出ていないという

状況であり、各段のデメリットは見られません

でした。 

　当海洋技術センターからの聴取によると、自

衛隊基地があることによる海洋水質の悪化はな

く、はるかに工場や生活排水の影響が大きい。 

　また、自衛隊基地に近い音戸町はチリメン

ジャコの産地であり、それは音戸チリメンとし

て、非常に高いブランド力を持って取引されて

おり、基地があることによる風評被害はありま

せんでした。 

　さらに、岩国基地所属のジェット機の飛行経

路下にある阿多田島はハマチを養殖しているが、

騒音等でえさを食べなくなったという事例はな

く、漁業に対する影響は、特に認められません

でした。 

　第２点として、経済効果について申し上げま

す。 

　海上自衛隊がもたらす呉市内への経済効果を

調査するため、呉商工会議所を訪問いたしまし

た。 

　直近の調査、これは平成２３年度実施ではあ

りましたが、呉基地隊員は、約６，０００名、

給与総額約４００億円、修理費、食糧費におけ

る市内業者との契約額は約７０億円、市民税額

は約１０億円、国から入る基地交付金は約１億

５，０００万円となっておりました。 

　海上自衛隊と市民との連携した活動としては、

約３０万人が来場する呉港まつりがあり、その

最大の見どころは、海上自衛隊呉音楽隊を先頭

に、約２０団体、３，０００人が参加するパ

レードや、自衛艦による体験航海等は、大勢の

人を楽しませるものとなっております。 

　また、呉海上花火大会においては、イルミ

ネーションで飾られた自衛艦船をバックに、花

火が打ち上げられ、呉ならではの風物詩となっ

ております。 

　呉海自カレー事業は、海上自衛隊呉基地所属

の艦船等で食べられているカレーを、呉市内の

飲食店で食べることができる取り組みとなって

おり、各店舗は、自衛隊の調理員から直接、つ

くり方を教わることで、忠実に味を再現し、さ

らに艦長が、これはうちのカレーだと認定した

カレーを楽しめるものとなっております。 

　この事業は、呉を代表する御当地グルメとし

て人気を博し、市内３０店舗が参加をした一大

事業となっております。 
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　大和ミュージアム（呉市の海事歴史科学館）

や、てつのくじら館（海上自衛隊の呉資料館）

を通じた海上自衛隊関係資料の展示により、年

間約１００万人の来館者でにぎわっており、一

大観光資源となっております。 

　海上自衛隊は、こうしたさまざまなイベント

等において、市民との連携を深め、呉市になく

てはならない存在となっており、自衛隊がいな

くなれば、市の財政に影響が出るということは、

明白な状況でありました。 

　４項目めとして、自衛隊誘致に関するアン

ケート調査について、申し上げます。 

　本年６月には、高知はた農業協同組合宿毛支

所や、宿毛市地区長連合会など、２２団体に対

し、アンケート調査を行いました。 

　調査結果としては、１６団体から回答をいた

だき、誘致に対する賛成は１３団体、反対は１

団体、どちらとも言えないは２団体というもの

となり、回答があった中では、賛成する団体が

８割を超える状況となっておりました。 

　メリットに対する意見としては、人口減少対

策や経済効果、雇用の拡大といった地域の活性

化につながるといったものや、災害時の復旧復

興活動の迅速な対応といった、防災面での効果

を期待するものが多数を占めておりました。 

　デメリットに対する意見としては、自衛隊艦

船等の騒音や環境破壊、基地が攻撃対象となる

のではないかといった、不安を挙げるものがあ

りました。 

　その他の意見としては、情報量が少なく、市

民が理解を深めるための説明会を臨む意見があ

りました。 

　最後に、今後の活動方針について、申し上げ

ます。 

　これまで行ってきた自衛隊基地周辺への現地

視察においては、環境に対する悪影響等は余り

考えられず、イベント等を通じた交流は地域の

文化となり、経済効果や交流人口の拡大等に寄

与し、地域にはなくてはならないものとなって

いる状況でありました。 

　しかしながら、アンケート調査結果に出てい

るとおり、基地誘致に対し、メリットを感じて

いる団体は多数存在しますが、複数の団体が基

地立地に対し、不安を感じている。 

　その不安は、情報量が少ないことに起因して

いると考えられることから、環境に対する影響

等の調査をさらに行うとともに、中期防衛力整

備計画や、防衛大綱の見直しを含め、国の動向

について、調査研究を行っていきたいと思って

おります。 

　また、地域住民の理解を深めるための意見交

換会等の開催についても、あわせて検討をして

いきたいと考えております。 

　以上で、自衛隊誘致調査特別委員会の中間報

告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、委員長の報告

は終わりました。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　日程第５「議案第１号から議案第２１号ま

で」の２１議案を一括議題といたします。 

　この際、提案理由の説明を求めます。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　皆様、おはようござい

ます。本日は、平成２９年第４回宿毛市議会定

例会に御参集いただきまして、まことにありが

とうございます。 

　先ほどは、平成２８年度一般会計及び各特別

会計並びに水道事業会計の決算を御認定いただ

き、まことにありがとうございました。審査報



－ 10 －

告書の御指摘はもとより、審査の過程におきま

して、御指摘をいただきました点につきまして

は、今後さらに検討を重ね、これからの市政運

営に反映させてまいりたいと考えております。 

　それでは、御提案申し上げました議案につき

まして、提案理由の説明をいたします。 

　議案第１号及び議案第２号は、いずれも平成

２９年度宿毛市一般会計補正予算について、専

決処分の承認を求めるものでございます。 

　内容につきましては、議案第１号は、９月２

８日に、急遽衆議院が解散し、翌月２２日に総

選挙が実施されることとなり、緊急に予算補正

する必要が生じましたので、地方自治法第１７

９条第１項の規定により、専決処分したもので

ございます。 

　議案第２号につきましては、本市は、２０２

０年開催予定の東京オリンピックに伴い、オラ

ンダを交流相手国とする、ホストタウンとして、

本年７月に高知県に追加する形で登録を受けま

した。 

　このたび、急遽１１月２１日から１２月２日

の間で、オランダ自転車女子ナショナルチーム

の、宿毛市を初めとする高知県西部でのトレー

ニングキャンプが決定し、ホストタウンとして、

選手の支援や交流事業を実施するため、緊急に

予算補正する必要が生じましたので、同じく地

方自治法第１７９条第１項の規定により、専決

処分したものでございます。 

　議案第３号は、平成２９年度宿毛市一般会計

補正予算でございます。総額で１億５，６９９

万５，０００円を追加しようとするものです。 

　歳入で増額する主なものは、国庫負担金２，

４３７万２，０００円、基金繰入金１億８５６

万２，０００円となっております。 

　一方、歳出で増額する主なものは、人事院勧

告等に伴う人件費の補正を除き、民生費では生

活保護費国庫負担金返還金として５，６９８万

８，０００円、生活保護扶助費として３，２３

９万１，０００円を計上しております。 

　災害復旧費では、林業施設災害復旧費として

１，０００万円を計上しております。 

　次に、債務負担行為補正につきましては、宿

毛市地域公共交通運行業務委託料ほか４事業の

契約等の作業を、平成２９年度中に実施する必

要がありますので、計上しようとするものです。 

　議案第４号から議案第１０号までは、平成２

９年度の各特別会計の補正予算でございます。

総額で、３，９４２万９，０００円を増額しよ

うとするものです。 

　主な内容は、人事院勧告等に伴う人件費の補

正となっております。このうち、議案第９号の

介護保険事業特別会計補正予算につきましては、

介護給付費等の負担金等返還金として、３，４

１６万８，０００円を計上しております。 

　議案第１１号は、平成２９年度宿毛市水道事

業会計補正予算でございます。 

　収益的支出で１５万１，０００円、資本的支

出で３万８，０００円の増額となっております。 

　内容につきましては、人件費の補正による増

額となっております。 

　議案第１２号は、「宿毛市林邸の設置及び管

理に関する条例の制定について」でございます。 

　内容につきましては、本市を代表する歴史的

建造物である林邸の価値を尊重しながら、市民

の交流拠点として永続的に利活用していくため

に、本条例を制定しようとするものです。 

　議案第１３号は、「宿毛市課設置条例の一部

を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、今年度、新たに策定し

ました行政改革大綱改革プランに基づき、福祉

事務所及び保健介護課の高齢者部門を集約し、

新たに高齢者行政に特化した課を設置し、それ

とともに保健介護課の課名を変更するために、

本条例の一部を改正しようとするものです。 
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　議案第１４号は、「宿毛市個人情報保護条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、個人情報の保護に関す

る法律及び行政機関の保有する個人情報の保護

に関する法律において、個人情報の定義等が改

正されたことに伴い、本条例の一部を改正しよ

うとするものです。 

　議案第１５号は、「宿毛市一般職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 

　内容につきましては、平成２９年人事院勧告

の実施に伴い給料表等の改定を行う必要がある

ため、本条例の一部を改正しようとするもので

す。 

　議案第１６号は、「宿毛市工場立地法第４条

の２第２項の規定に基づく準則を定める条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、本条例の上位法であり

ます工場立地法が改正されたことに伴い、本条

例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第１７号は、「権利の放棄について」で

ございます。 

　内容につきましては、昨年８月３１日に発生

した交通事故におきまして、市がこうむった損

害に対して確定した４９万円の損害賠償請求権

について、債務者に返済可能な資産もなく、今

後においても債権を回収することができる見込

みがないため、その権利を放棄することについ

て地方自治法第９６条第１項第１０号の規定に

より議会の議決を求めるものでございます。 

　議案第１８号及び議案第１９号は、「指定管

理者の指定について」でございます。 

　内容につきましては、宿毛市中央デイケアセ

ンターを、社会福祉法人　宿毛福祉会に、すく

もサニーサイドパークを、一般社団法人　宿毛

市観光協会に、いずれも平成３０年４月１日か

ら平成３３年３月３１日までの間、指定管理者

として指定することについて、地方自治法第２

４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決

を求めるものでございます。 

　議案第２０号は、「高知市及び宿毛市におけ

るれんけいこうち広域都市圏形成に係る連携協

約の締結について」でございます。 

　内容につきましては、活力ある地域経済を維

持し、住民が安心して快適な暮らしを営むため

に、地方自治法第２５２条の２第１項の規定に

基づいて高知市と宿毛市との間に、れんけいこ

うち広域都市圏形成に係る連携協約を締結する

ことについて、同条第３項の規定に基づき議会

の議決を求めるものでございます。 

　議案第２１号は、「辺地に係る公共的施設の

総合整備計画の策定について」でございます。 

内容につきましては、沖の島辺地の市道母島古

屋野線を整備するにあたり、辺地対策事業債の

申請のため、本計画を策定する必要があります

ので、辺地に係る公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律第３条第１

項の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

　以上が、御提案申し上げました議案の内容で

ございます。 

　よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

　よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

　お諮りいたします。 

　議事の都合により、１２月６日から１２月８

日まで休会いたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、１２月６日から１２月８日まで休会
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することに決しました。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　１２月６日から１２月１０日までの５日間休

会し１２月１１日午前１０時より再開いたしま

す。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時４２分　散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０２分　開議 

○議長（岡﨑利久君）　これより本日の会議を

開きます。 

　日程第１「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　おはようございます。

毎日寒い日が続いていますけれども、活発な議

会となりますように頑張っていきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

　早速質問に入らせていただきますが、まず、

宿毛市公営住宅等再編計画についてと、森林環

境税についての２点、大きく、お伺いしたいと

思います。 

　まずは、宿毛市公営住宅等再編計画について

ですが、平成２５年１０月に、宿毛市公営住宅

等再編計画が公表され、ことしで４年が経過し

ました。 

　この計画は、計画書の１ページ目の計画の目

的という部分での記述によれば、宿毛市の有す

る公営住宅と改良住宅を合わせた市営住宅のス

トックについて、その耐震性や居住性、構造設

備の老朽化への対応等の課題を明確にし、有効

活用に向けた事業手法の選択と、事業実施スケ

ジュールの策定を目的として、平成２６年度か

ら平成３５年度までの１０年間での事業プログ

ラムについて、検討したものとなっています。 

　そして、現在の市営住宅、これには公営住宅

６６棟２３２戸と、改良住宅８３棟１６６戸が

該当することになるのですが、その状況につい

て、詳しく分析する中で、新耐震基準に適合し

ない住宅が９割を超えていることが指摘されて

おり、安全性の向上、居住性の向上、ユニバー

サルデザインの実現、多様なニーズへの対応、

地域のまちづくりとの連携といった諸課題が、

市営住宅ストック活用の基本方針として挙げら

れています。 

　以下は、計画書６４ページからの引用になり

ますが、本計画において、活用手法を選定した

市営住宅ストックは、計画策定後の平成２５年

度から３４年度までの１０年間で、事業を完了

するものとするとの記述に引き継いで、後述の

事業プログラムに基づき、本計画では、平成３

４年までに公営住宅が２３２戸から２１７戸、

改良住宅は１６６戸から１４８戸、合計で３９

８戸から３６５戸に戸数を減少し、市営住宅の

再編を完了すると。 

　先ほどの１ページ目の記述とは、事業時期に

ついてずれが生じたものとなっています。この

事業年度の記述のずれは、この計画は、もとも

と平成２４年度内に策定されていたにもかかわ

らず、公表が２５年度にずれ込んだ。そのため

に、１ページ目はそのずれを訂正したけれども、

６４ページの記述については、チェック漏れと

なってしまって、２４年度に作成されたままの

記述になってしまった。いうならば、文書内容

のチェック漏れによるものなのか、それとも印

刷ミスによって生じたものなのか、いずれにし

ても大きな事業の計画書として、あってはなら

ないミスの一つといえましょう。 

　この計画の事業年度は、１ページ目の平成２

６年度から平成３５年度までの１０年間が正し

いのか、それとも６４ページの平成２５年度か

ら３４年度までが正しいのか、まずその計画事

業年度の確認という意味で、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　皆様、改めましておは

ようございます。よろしくお願いいたします。 

　それでは、市営住宅再編計画の計画期間につ

いて、お答えをさせていただきます。 

　計画期間は、１ページ目の平成２６年度から

平成３５年度までが正しい期間となっていると

ころでございます。 
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　再編計画は、先ほど、議員のほうからも御説

明ありましたが、平成２４年度に平成２５年度

から平成３４年度までの計画期間で一旦作成を

いたしましたが、宿毛市市営住宅再編計画検討

委員会での審議が、平成２５年度にずれ込みま

して、公表が平成２５年度になったことから、

計画期間を１年ずらし、平成２６年度から平成

３５年度に修正し、公表したところでございま

す。 

　山戸議員御指摘のとおり、６４ページは修正

前の記述になっておりますので、今後の見直し

業務に合わせて、修正をさせていただきたいと

思います。 

　どうか御理解のほど、よろしくお願いをいた

します。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　次に、事業の進捗状況

と、今後の見通しについて。 

　既にこの計画が策定、公表され、事業に着手

することになっている２６年度から数えて４年、

計画完了までの過程の５分の２が終わろうとす

る現在、この合計３６５戸という市営住宅の再

編の進捗ぐあいは、どの程度のものとなってい

るのか。また、この１０年間という計画期間の

うちに完了するめどは、どの程度立っているの

か、この２点についてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　事業の進捗と、そして

今後の見通しについて、お答えをさせていただ

きます。 

　事業計画では、建てかえや、用途廃止予定の

住宅を政策空家に指定をいたしまして、新たに

入居募集を行わないとともに、１０年間で更新

する公営住宅及び改良住宅の建てかえや、西町

地域振興住宅の改修を行う計画になっておりま

す。 

　政策空家の進捗は、住民の退去によるものの

みで、現在のところ、廃止に至った団地はあり

ません。 

　また、建てかえ及び改修の進捗は、今年度、

改良住宅手代岡団地建てかえの１棟目に取りか

かったばかりで、１０年間の計画期間で完了す

るめどは立っていないところでございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　計画がおくれている、

期間内での完了のめども立たない。その原因は

どこにあるのか、その件についてお尋ねする前

に、この計画自体が最初から無理な、実現性の

ない、形だけの計画でしかなかったのか。 

　たしかこの計画策定に関しては、国土交通省

からの補助金に絡む点があって、コンサルに依

頼して作成した経緯があり、業務委託料という

ことで予算の計上が行われ、執行されたと記憶

しているのですが、その作成経緯と委託金額に

ついてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　宿毛市の公営住宅及び改良住宅は、昭和５６

年以前の旧耐震基準により建築された住宅が多

く、耐震性の確保や、老朽化への対応が深刻な

課題となっております。 

　こういった状況に対応するため、既存住宅の

建てかえや改修、維持、保全や廃止など、事業

手法の選択や実施スケジュールの策定を目的に、

コンサルタントへの委託をしたもので、各団地

の現状分析、住民とのワークショップの開催、

課題の整備等を行い、各団地の具体的な方向性

をまとめたものとなっており、この業務におけ

る契約額は５３５万５，０００円となっている

ところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　５３５万５，０００円



－ 19 －

ですか、それだけの経費をかけて、最初からむ

ちゃな、形だけのものをつくったとなると、こ

れは執行部の背任行為にもなりかねない。 

　したがって、この計画は執行部として、実現

可能な目標として設定したものなのであり、こ

の計画をベースにして、今後の事業展開を図っ

ていくということで、作成、公表されたものと、

私は判断するのですが、では、それがなぜこの

ような進捗おくれとなっているのか。 

　場合によってはも何も、恐らく十中八、九、

大幅な見直しを余儀なくされかねない状況と

なっている。 

　その原因について、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　進捗おくれの原因の一つといたしまして、住

民や関係機関との協議に時間を要している点が

挙げられます。事業スケジュールでは、設計や

工事の期間は組み込まれておりますが、住民や

関係機関との協議機関は組み込まれておりませ

ん。 

　時間をかけなければならないことでもありま

すので、今後、スケジュールに組み込んだもの

にしなければならないと考えているところでご

ざいます。 

　次に、２点目は、計画時に想定した建築費に

比べまして、実施設計後に積算した建築費が高

く、事業スケジュールに記載の事業費とかけ離

れている、そういった点があげられます。 

　この点については、住宅再編のみならず、宿

毛市の財政面においても、非常に影響があり、

見直しが必要になってくると考えているところ

でございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　計画書の記述によれば、

宿毛市では、管理下にある市営住宅ストックの

うち、新耐震基準に適合しないものが、全体の

９割を超えており、これは先ほども申し上げま

したが、津波による被害の危険性が高いストッ

クが多いのが現状であるとして、可能な限り、

早期に事業を実施し、市営住宅全体の防災を進

めることが必要であるとなっています。 

　このことは、市長も御存じのとおり、誰もが

認識する事実であり、そこに居住する方々に

とっては、南海トラフ大地震など、大規模地震

発生時には、まさしく命にかかわる問題ともな

りかねない、大きな不安材料であると同時に、

住宅の所有者であり、管理者としての市の責任

にまで及びかねない、大きな課題、懸案事項で

もあるわけです。 

　そうした中にあって、この再編計画が公表さ

れ、いよいよその方向に動き出すものと思われ

たその後、私には全く理解不可能と思われる出

来事が続きました。 

　それは、担当課である都市建設課の人事異動

の問題です。この間、課長補佐、担当の係長は

何人かわられましたか。ひどい年には、総員入

れかえとも思われるような、大きな異動が行わ

れたことがあったと、私は記憶しています。 

　その結果が、建てかえの対象となった住民の

方々との協議のおくれや、繰越明許という形で

の事業費執行の停滞など、事業の推進を阻む大

きな要因となってしまってはいないか。 

　地域住民の中には、住宅再編について、市は

本気で考えているのか。これまでの人事異動を

見ただけで、市のやる気のなさがあらわれてい

るのではないか、と大きな不信感と失望感を漏

らす方が少なからずいるというのが実情です。 

　しかし、こんなことを言って後ずさりしてい

ても、何の役にもたちませんので、計画書によ

れば、建てかえの対象となる市営住宅３６２戸

のうち、２１９戸の公営住宅で２８億４，７０
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０万円、１４３戸の改良住宅で１８億５，９０

０万円、合計、４７億円余りの建てかえ費用が

必要とされている。 

　また、先ほどの市長の御答弁によれば、この

額はもっと膨らむであろうと考えられているこ

の事業。 

　今後の事業を継続的に推進していくために、

市として、どのような取り組みをなされるのか。

財源確保と、その事業計画の推進体制について、

市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　建てかえ事業は、国の社会資本整備総合交付

金、社総金と呼ばれているものでございますが、

こちらを活用しておりまして、今後も同交付金

で事業を続ける予定でございます。 

　再編計画時点で、事業費が４７億円という、

非常に大きい事業規模になっておりますので、

事業期間も長期になりまして、財源も継続的に

確保を求められることになります。 

　住宅の建てかえ事業につきましては、国費を

利用した従来からの事業に加え、民間事業者の

提案手法による整備や、民間施設との合築など、

いわゆるＰＦＩや、ＰＰＰ手法による選択肢も

広がってきておりまして、財政負担を軽減でき

る手法を探るための、継続的な情報収集が重要

になってきているというふうに考えているとこ

ろでございます。 

　次に、担当課である都市建設課の人事異動に

つきましては、各職場における年度ごとの業務

量等を勘案した上で、市役所全体を見ながら、

適正配置に努めているところでございます。 

　この点につきましては、ぜひ御理解を願いた

いというふうに思っております。 

　先ほど来、お話に出ております再編計画でご

ざいますが、作成したのが平成２５年、委託に

出したのが平成２３年ということでございまし

て、こちらの内部の見直しも含めて、しっかり

と議論していく必要があろう。そういった時期

にきているというふうに、認識をしているとこ

ろでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　今、市長から、しっか

り議論していきたいという、前向きな話であり

ましたけれども、何だか、市長の一連の御答弁

を拝聴している限りでは、何とも冷ややかこの

上ないというか。 

　市営住宅の再編の事業なんか、大したこと

じゃないみたいな、そんなお話に聞こえてなら

ないのですがね。 

　職員の腰を落ちつかせてくれないことには、

始まりませんよ。 

　先ほどの御答弁にありましたが、住民との協

議に時間がかかって、おくれた部分があった。

しかし、この点に関しては、最初の建てかえ対

象として取り上げられた方々とは、協議を終え

て、工事の着工段階まで到達しています。 

　あとは、その工事と並行させる形で、次の対

象となる別の地域の住民との協議を、同時進行

させていけば済むことです。 

　担当課が積極的に関与すれば済むことです。

この点は、今後、そう大きな遅延要因となるこ

とのないように、計画的に進めていけばよいこ

とだろうと思います。 

　工事価格の設定と現状との違いによる見直し

に加えて、ＰＦＩとか、ＰＰＰなどという、私

などには、いまだにピンとこないのですが、民

間が主体となった公共施設の建設、貸し付け、

管理といった形の新たなあり方など、これまで

計画になかった概念まで飛び出してきたりして、

これはますます前には進まないことになりそう

だと、私には気がかりです。 

　事業者である自治体が、しかも耐震性の問題
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に加えて、全国的に建てかえ時期を迎えて、大

きな課題となっている改良住宅の問題に、全国

の自治体の中でも、先駆けともいうべき形で取

り組もうとしているこの宿毛市が、人事異動も

頻繁で、もたもたしているとなると、管轄の国

土交通省の動きにも、大きな影響が出ることに

なりはしないか。 

　そうして、ますます財源幅が小さくなって、

事業スケジュールはますます進まなくなる。そ

んなことになりはしないか。 

　その意味でも、積極的な事業の展開を期待す

るところですが、市長の御見解をお伺いいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　山戸議員御質問のとおりでございまして、再

編計画では、改良住宅の建てかえと並行しなが

ら、公営住宅の建てかえや、西町地域振興住宅

の改修も進めていく、そういった計画になって

いるところでございます。 

　しかしながら、今年度から取りかかる改良住

宅手代岡団地だけでも、順調に進んで８カ年、

工事費だけでも９億円程度を要することが明ら

かになっているところでございます。 

　進捗となると、やはり財源の確保になってく

るわけでございますが、当面、交付金を活用し

た実施になりますので、本年６月議会で決議さ

れました公営住宅等の改築等に係る財政支援の

拡充を求める意見書の要望事項と同じく、予算

確保や有利な起債の創設などを、引き続き、国

に要望していきたい、そのように考えていると

ころでございます。 

　先ほど、議員のほうから、財源幅が小さくな

るのではないかというお話ですが、現在の状況

でも、とてもじゃないですけれども、全ての住

宅を改築、改良していくのは、非常に厳しい状

況でございまして、私といたしましては、財源

幅をもっと広げていただくように、大きくして

いただくように、しっかりと国のほうにも要望

をしていかないといけないというふうに思って

いるところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　今、お話がございまし

た、改良住宅に関しては、９億円、手代岡第一

団地の９億円の中でも、国からの交付金が３分

の２あるわけで、市の持ち出し分は、その３分

の１の３億円。８年であれば、年額幾らになり

ますか。３，８００万円程度にしかならない。

これをどう考えるのかですよ。 

　公営住宅の問題は、管理責任者である市は、

入居者の生命、財産にかかわる責務を負わされ

ている重大な問題であることを忘れることなく、

積極的な事業展開が図られることを期待して、

この件に関する質問は終わり、次に移ります。 

　次は、森林環境税についてお尋ねします。 

　去る９月議会において、私は、林業の振興促

進のために、現在、農業と林業の担当が一緒に

なっている担当課の体制を改めて、それぞれに

独立した人員配置をしてはどうかと、提言しま

した。 

　その際、市長からは、今後、森林環境税の本

格導入も見込まれる中、林業振興にかかわる課

題解決のための必要な体制を検討していきたい

と考えております、とこのように御答弁をいた

だいたわけですが、今回は、この森林環境税に

ついて、市はどのように認識、把握なさってお

られるのか、その点を中心に、一連の質問を行

いたいと思います。 

　まず、意義、効果、配分方法なのですが、先

月、１１月１６日の高知新聞では、森林環境税

を２０２４年度に導入する方向で調整に入った

旨、報道がなされていて、その大まかな使途に
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ついても記載されていましたが、１２月５日に

は、税の導入を待つことなしに、２０１９年度

から前倒しで、地方自治体に数百億円規模の配

分を行うという記事が、掲載されました。 

　私自身は、事の急激な展開に、一種、どぎも

を抜かれた感じでいるというのが、実情でもあ

るわけですが、この総額で、年間６００億円ほ

どになることが予想されている森林環境税、私

はこの制度の導入は、当市のように、市の８

４％にも及ぶ山林を有する自治体にとっては、

林業振興を促進、活性化することによる地域力

の向上という面で、大きなインパクトを与える

ものと、期待を高めているところでもあります。 

　市としては、どのように認識されておられる

のか。総額で６００億円程度でも、市の山林の

規模からしたら、大したことにはならないとし

たものでしょうか。市長は、市にもたらされる、

この森林環境税創設と、それに伴う地方自治体

への財源配分の意義、効果について、どのよう

に考えておられるのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　現在、高知県については、既に県税といたし

まして、森林環境税を導入しているところでご

ざいまして、間伐や除伐に対する補助、シカ被

害対策に対する補助、森林保全ボランティア団

体への活動支援、子供たちへの森林環境教育に

対する支援、公共施設建設の際の県産材の使用

に対する支援等補助金の交付を主とした事業の

財源となっております。 

　本市は、このうち水源涵養等の機能を維持す

るための間伐や、除伐に対する補助、シカのく

くりわなの購入に対する補助を利用しておりま

して、市内の森林環境保全に役立てているとこ

ろでございます。 

　国の森林環境税を財源といたしまして配分さ

れるものにつきましては、県の森林環境税では、

手の届かない課題に対応することを想定してい

るとのことでございますので、森林面積が多い

本市としては、大きな期待を寄せているところ

でございます。 

　平成３１年度には、森林バンク制度も導入さ

れる予定となっておりまして、登録された森林

の間伐代行、管理に必要な作業道の整備、意欲

ある林業経営者とのマッチング等を、市として

行う方向性となっていることから、森林環境税

の地方自治体への配分をその財源とするととも

に、森林施業の最大の難点となっている境界画

定につきまして、事業化していくための財源と

なるのではないかと、そのように大きな期待を

しているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　報道によりますと、そ

の税収は森林面積に応じて、各自治体に配分さ

れるとなっておりますが、とはいっても、おた

くの市は、森林面積がこれこれですからと、自

動的に配分されて、使い道は、おたくさんの自

由ですとは、ならないのではないか。 

　高知新聞の記事によれば、森林環境税は、所

有者がわからない森林の増加や、林業の担い手

不足を受け、地域の実情に詳しい市町村が、私

有林の間伐を、所有者にかわって行うための財

源となるという記載に加えて、自治体は、間伐

のほか、管理に必要な作業路の整備、専門人材

の育成などに充て、自治体には使い道の公表を

義務づけるとも書かれていました。 

　そうなってきた場合、この財源はフリーハン

ドの自由な財源としてよりも、しっかりした計

画と、その遂行体制があるかないか、それに

よって、自治体への配分量も異なってくること

になりはしないか。 

　市町村がどれだけの能力を発揮するのか、ど

こまで本気で間伐計画を考え、その実行体制を
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整えていくかによって、その配分額や効果にも

大きな開きが出ることになりはしないか。 

　先ほどの御答弁では、その用途として幾つか

の例を示していただきましたが、計画を具体化

し、実効あるものとしなくてはならない。市と

して、その点、どのように認識されているのか、

お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　森林環境税の配分につきましては、単純に面

積に応じた配分がされるというのは、考えにく

いことではあるとは思いますが、その点につき

ましては、具体的には、何も情報がないところ

であるため、今後も国の動向を注視する中、事

業実施に必要な体制や、市の森林を着実に活用

していく計画の策定等、しかるべき対応を行っ

ていきたいというふうに考えているところでご

ざいまして、議員おっしゃるとおり、計画を

しっかりとして、配分していただくように努力

をしていきたい、そのように思っているところ

でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　自治体への配分が、１

９年度から始まるとなると、もう目と鼻のさき

の話で、早急に問題点を洗い出して、対応を検

討する必要がある。 

　自治体によっては、準備を怠りなく、すぐに

でも出してほしいと。手ぐすね引いて待ってい

る向きもあろうかと思うのですが、宿毛市の現

状はどうなのか、今後、しかるべき対応を行っ

ていきたいとのことですが、実際どんなものに

なるのか、気にかかるところでもあります。 

　ここに、平成２９年１１月に林野庁から出さ

れた「新たな森林管理システム案について」と

いう文書があるのですが、この中には、取り組

みの基本方向、新たな森林管理のあり方として、 

　①森林所有者に対する森林管理の責務を明確

化、森林所有者に対する責務の明確化。 

　②意欲と能力ある林業経営者へ森林管理を委

ねる。 

　③委ねる先がない場合、市町村等の公的主体

が森林管理を行う。 

　市町村等の公的主体が森林管理を行うと。こ

のように三つの項目が掲げられた後、これら新

たなスキームを、市町村主体の森林整備等の財

源とする森林環境税創設とあわせて実現、と

なっています。 

　森林環境税の創設には、こういう事業を行い

ますという方向性が示されているわけですね。 

　また、この文書には、懸念される事項として、

市町村の体制が脆弱であり、市町村だけで実施

するのは困難ではないか。市町村によっては、

森林の条件がよくても、意欲と能力のある林業

経営者がいない、あるいは見つからない場合が

あるので、人材育成が必要、とも記載されてい

ます。 

　市として、①、②、③として掲げられている

内容について、現状はどうであって、どれだけ

の対応が可能なのか、不足している部分がある

とするなら、その部分をどう補っていくのか、

今後の方策について考える意味も含めて、順を

追ってお尋ねしたいと思いますので、どうかよ

ろしくお願いしたいと思います。 

　①、まず最初に、森林所有者への周知という

ことなのですが、これは①森林所有者に対する

森林管理の責務を明確化とされている。市とし

て、森林所有者の把握がどの程度明確にできて

いるのか、その点をお尋ねしたいのですが。 

　国土調査が遅々として進んでいない当市の山

林を考えると、私自身、暗たんたる思いもする

のが実情です。この点に関しては、しかし、平

成２４年から３４年までの宿毛市森林整備計画

の第１１ページに、森林法第１０条の１０、第
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２項に基づき、間伐または保育が適正に実施さ

れていない森林であって、これらを早急に実施

する必要のあるもの、以下「要間伐林」という、

について、要間伐森林である旨、並びに実施す

べき保育の方法及び時期を森林所有者に対して

通知を行います。 

　また、計画期間内において、間伐を実施する

必要があると認められる森林の所在等について

は、別紙参考資料のとおりです、と記されてい

ます。 

　これを見たときに、ああ、よかったと。ここ

にあるこのとおりやっていれば、つまり市の大

もとの計画どおりにやっていれば、十分、それ

で対応できることになる、と私は安心したので

すが、さて現実はどうなのか。 

　この森林所有者への通知、計画に盛り込まれ

ているこの部分、どれだけの件数、どれだけの

面積で行われてきたのか、その点、お尋ねいた

します。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　森林所有者の把握につきましては、現在、平

成３０年度から導入が予定されております林地

台帳を整備しているところでございます。 

　こちらは、平成２８年５月の森林法改正にお

いて、市町村が統一的な基準に基づき、森林の

土地の所有者や、林地の境界に関する情報など

を整備、公表することを目的として創設された

林地台帳制度に基づき、整備をしているもので

ございます。 

　内容といたしましては、台帳を整備すること

で、直ちに所有者、境界が確定するというもの

ではありませんが、情報の修正、更新等を適切

に行っていくことで、制度の向上を図り、森林

組合や林業事業体が事業を行う際には、周辺の

所有者に関する情報を、市から提供できること

で、施業集約化が促進されることになると期待

をしております。 

　また、所有者、林齢、面積等の情報が入って

おりますので、森林整備計画の実施を、より着

実に前進させることができるものと考えており

ます。 

　森林整備計画に基づく所有者への通知につき

ましては、森林整備計画の公告及びそれを縦覧

に供することで、通知にかわるものという認識

があったこと。また、間伐は所有者の負担が伴

い、軽々な取り扱いが困難であることから、通

知ができていないのが現状であります。 

　今後におきましては、林地台帳を活用する中

で、所有者に対する積極的な働きかけについて

も、検討が必要であると考えているところでご

ざいます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　やはりこの部分につい

ては、森林環境税創設の、そしてその使途の目

的の一番の眼目となる部分ですので、積極的に

取り組んでいただきたいと思います。 

　次に、森林経営者の意欲と能力の向上の問題

なのですが、②の意欲と能力のある林業経営者

へ森林管理を委ねるとある部分。 

　市町村等が、森林所有者から森林管理の委託

を受け、意欲と能力のある林業経営者に森林管

理経営を集積、集約する新しい仕組みを創設、

とあります。 

　これは、市町村が中心となって、その仕組み

を整えていくということになるのですが、先ほ

ど申し上げました森林所有者の把握、森林所有

者への働きというのが、ここでも大きく響いて

くることになるわけです。 

　この件に関しても、ここで一々読み上げるこ

とは省略いたしますが、先ほどの市の森林整備

計画の大項目の２、森林整備の方法に関する事

項という、計画の中にあるのですが、第６、第
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７、第８項という形で、２１ページから書かれ

ている部分が、この部分に該当すると思う。実

態はどうなのか。 

　先ほどの森林所有者の把握の問題と同じよう

に、計画に書かれてはいるのだけれども、実態

は、この森林経営者の意欲と能力の向上という

面で、どうなのか。 

　市は、林業経営者の意欲と能力の向上につい

て、どれだけの取り組みを行って、その実績を

上げてきたのか、その点、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　林業経営者の意欲と能力の向上に関する取り

組みにつきましては、森林組合が本年度導入す

る高性能林業機械に対する補助や、荒瀬山の遊

歩道の下刈り、並びに小筑紫町石原ウツゲ谷に

おける市有林の搬出間伐及び路網整備を施業委

託することで、既存の経営体の意欲と能力の向

上を図っていると考えているところでございま

す。 

　また、一方で、平成２７年度からは、市外の

林業専門家を招聘し、チェーンソー講習や、間

伐講習を行う森林塾を開催することで、森林所

有者が山に入るきっかけづくりと、林業家の育

成に取り組んでおりまして、新たな林業家も誕

生しているところでございます。 

　今後といたしましては、自伐型林業を実践、

普及させていくことを目的として、地域おこし

協力隊の雇用も考えているところであり、本市

といたしましては、林業経営体として、森林組

合などが行う大規模林業と、森林所有者などが

行う小規模林業の両輪で、森林の活用を考えて

いるところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　この自伐型林業の促進

については、私もこれまで関心を持って、何度

か一般質問で取り上げさせていただきましたが、

その中で、一番のネックとなっていたミスマッ

チ部分、つまり自伐型の林業を行いたいと思っ

ても、適当な規模の林地が確保できないという

問題も、今後は緩和の方向に動いていくのでは

ないだろうかと期待しています。 

　また、それと同時に、森林組合を初めとする

林業経営者との協議や、連携といった面でも、

市が主体となって、その枠組みをつくっていく

など、市として、一層、積極的な強化を期待す

るところでもあります。 

　続いて、市が主体となった森林管理という部

分なのですが、③の委ねる先がない場合、市町

村等の公的主体が森林管理を行う、とあるこの

部分、市の森林整備計画にはない、全くの新し

い分野だということになりそうですが、市とし

て、どのようにお考えなのか、市長の御見解を

お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　森林環境税については、県への配分も予定さ

れているとの方針が出ております。これは、林

業の専門家がいない市に対しまして、県が間伐

指導や、作業路の整備、森林所有権の境界画定

を行うために、配分があるもので、委託のでき

ない森林については、県との連携の中で、施業

を行っていくことを考えております。 

　また、特別交付税での対応となりますが、国

の制度として、今年度より森林整備等に関して、

一定の知識を持つ林業技術者を市町村が雇用し

て、地域林政に役立てる、地域林政アドバイ

ザー制度も創設されております。加えて、先ほ

どお話ししました地域おこし協力隊を継続的に

雇用していくことで、本市における林業従事者

の拡充を図り、委ねる先、自治体の充実につい

ても、考えているところでございます。 

　以上でございます。 
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○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　この林野庁の文書には、

米印で、このシステムを円滑に機能させるため

の経費、事前調査、人材育成等を、森林環境税

の使途対象とするか、と。これ疑問符なのです

けれども、市町村の現状を認識した形での検討

事項が、この中に記載されています。 

　ひょっとすると、①、②、③に着手する事前

の段階、準備作業の部分から、森林環境税の使

途に組み入れられることになるかもしれない。 

　しかし、その準備作業を円滑に進めて、森林

管理の本来の事業を展開するためにも、問題点

の分析や、その解消の方策を研究、検討し、

きっちりと推進していけるだけの体制を構築し

ていくことが不可欠です。 

　既に成熟期を迎えている森林資源を活用し、

宿毛市の地場産業としての林業の振興を推進し、

雇用の創出と安定化による人口減少対策を推し

進めていく、いわば大きなチャンスが目の前に

やってきている。そのチャンスを生かすも殺す

も、森林所有者や林業経営者を巻き込んだ、市

の体制と能力、手腕にかかっている、と言って

も過言ではありません。 

　そのためには、担当課の現体制を強化し、大

きく変化しようとする林業の趨勢に、対応可能

なものへと改変することが不可欠だろうと思う

のですが、市長の御見解をお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　担当課である産業振興課の農林振興係につき

ましては、現状、係長が農業と林業を兼務する

中で、林業担当者１名を配置しているところで

ございます。 

　森林は、市の未来を担う産業になり得る可能

性があると認識をしており、その活用について、

さまざまな検討をしているところでございます。 

　このような中、森林塾や地域おこし協力隊な

ど、新たな取り組みを始めたものもございます

ので、今後、市全体としての人員配置を考える

中で、業務においては、適切な体制を検討をし

てまいりたい、そのように考えているところで

ございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　８番山戸　寛君。 

○８番（山戸　寛君）　今、市長から前向きな

答弁がございましたと思いますので、今後の実

効ある展開を期待して、私の一般質問を終わり

ます。 

　ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君）　この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時４８分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０２分　再開 

○議長（岡﨑利久君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　１１番、松浦でござ

います。 

　それでは、通告に従いまして、市長並びに教

育長に対して、一般質問を行います。 

　今回、私が質問する内容は、奥谷　博画伯記

念館建設についてと、鵜来島の戦争遺跡につい

ての２点であります。 

　今回は、この２点とも提案を申し上げるとい

う部分で行いたいと思いますので、順次、質問

をしてまいります。 

　さて、この秋、宿毛市にとって大変うれしい

ニュースがありました。 

　一つは、宿毛ＦＣ、いわゆる宿毛少年サッ

カークラブの６年生が、年末に鹿児島市で開催

される全国大会の出場を目指して、県下の４９

チームで争われた高知県少年サッカー大会にお

いて、県下の強豪チームを相手にしながら、見
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事優勝し、２０年ぶり２度目の全国大会出場を

決めたことであります。 

　スポーツを積極的に推進することは、宿毛市

の観光面や産業振興、並びに地域の活性化に寄

与することができるのであります。そのことと

あわせて、青少年の健全育成につながります。 

　スポーツの振興の重要性を考える一人として、

今回の快挙は大変明るいニュースでありました。 

そして、全国大会出場という栄誉は、他のス

ポーツ競技に励む児童や生徒、関係する多くの

皆さんに勇気と感動を与え、大きな励みとなる

ことでしょう。 

　あわせて、宿毛市におけるスポーツ振興の推

進に寄与するものと考えます。 

　もうひとつは、今回、私が質問をしようとし

ている事案でありますして、宿毛市出身で故郷

宿毛をこよなく愛する「奥谷先生の文化勲章受

章」というニュースであります。 

　御案内のとおり、奥谷博氏は宿毛市の名誉市

民でもあられます。 

　その奥谷博氏が、このたび、日本における文

化・芸術分野における最高の賞であります文化

勲章を受章したことについて宿毛市民の一人と

して心からお祝い申し上げます。 

　御案内のとおり、宿毛市は人材の里であるい

われています。 

　幕末から明治維新、そして昭和にかけて、政

治の分野や教育分野、そして実業界等に多くの

人材を輩出したのが、我が宿毛市であります。 

　現在、宿毛市でも、宿毛歴史館を地域会場と

して、「志国高知　幕末維新博」が取り組まれ

ています。その中で、全国で活躍した２１人の

方々を紹介しながら、文教のまち宿毛、人材の

里宿毛をアピールいたしております。 

　平成の今日でも、人材の里であることを示し

たのが、今回の奥谷　博画伯の文化勲章受章で

あると思います。まさに宿毛の誇りであると思

います。 

　そこで、今回の宿毛市の名誉市民でもある奥

谷　博氏の文化勲章受章について、どのように

感じているのか、まず市長の所見をお伺いいた

します。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　松浦議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　このたびの奥谷先生の文化勲章の受章につき

ましては、まことに喜ばしく、また大変誇らし

く感じているところでございます。 

　松浦議員が言われますように、宿毛が人材の

里と呼ばれるゆえんは、幕末から昭和にかけ、

宿毛の２１人に代表される多くの偉人を輩出し

たことによります。 

　そして、本年は、大政奉還１５０周年を記念

して、高知県内で幕末維新博が開催されており

まして、その地域会場として、宿毛歴史館にお

きましても、宿毛の２１人をテーマに、さまざ

まなイベントを実施しているところでございま

す。 

　このような節目の年に、本市出身の奥谷先生

が、名誉ある賞を受章され、宿毛市の歴史に新

たな１ページを刻まれたことを大変うれしく

思っているところでございます。 

　奥谷先生には、これまでも多くの作品を宿毛

市に寄贈をしていただくなど、本市の芸術文化

の発展に多大な御貢献をいただきました。今回

の受章は、宿毛市民にとっても、大きな誇りで

あり、夢と希望を与えてくれたと思います。 

　先生には、今後もすばらしい作品を描き続け

ていただきたく存じており、このたびのはえあ

る受章に、宿毛市民を代表いたしまして、心よ

りお祝いを申し上げたい、そのように思います。 

　なお、時期は未定ではございますが、今回の

文化勲章受章を記念いたしまして、地元宿毛市

において、展示会と、そして祝賀会の開催を予
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定しておりまして、現在、奥谷先生と調整を進

めているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　ありがとうございま

す。 

　そういう面で、市長みずから、市民を代表し

てお祝い申し上げるという部分であります。本

当にありがとうございます。 

　今回の奥谷先生の文化勲章を記念するととも

に、こうした宿毛市の置かれた特徴を生かし、

文化のかおるまちづくりを積極的に推進してい

くことが、重要ではないかと考えます。 

　本議会の初日に行われました予算決算常任委

員長報告の中で、「志国高知　幕末維新博」後

における取り組みについて、議会として指摘を

いたしております。 

　議会としては、この取り組みを一過性のイベ

ントで終わらせないよう、観光客を持続的に呼

び込むシステムの構築づくりが必要であるとの

考えであります。 

　そこで、宿毛文教センターを中心とした文教

の里宿毛づくりの取り組みの一つとして、今回

の奥谷先生の文化勲章受章を記念して、奥谷　

博記念館を、ぜひ建設することを提案するもの

であります。 

　先生の功績を後世に残していくことが、宿毛

市にとって重要ではないでしょうか。 

　先生は、宿毛で育ったことが、みずからの作

風につながった。そして、宿毛は太陽の光がさ

んさんと降りそそいでおり、この明るさが自分

の色となったといわれています。 

　こうした先生の作品を多くの方々に見てもら

う中で、先生がこよなく愛した宿毛をＰＲする

ことになると考えます。 

　建設場所については、小野　梓公園付近が、

私としてはいいのではないかと考えております。

そのことが、宿毛文教センターと、現在、改修

工事をしています林邸から小野　梓公園を結ぶ

圏域を、文化都市圏域と位置づけることで、小

野　梓公園も生かされるのではないかと考えま

すが、このことについて市長の所見をお伺いい

たします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　平成２９年３月から始まった幕末維新博も、

平成３０年度中には閉幕をいたします。 

　開幕当初から、持続型の誘客を目的に、施設

整備やイベント開催を展開しているのが、今回

の幕末維新博でございます。 

　宿毛歴史館の改修や、林邸の再生事業も、こ

の方針に準じているところですが、今後の誘客、

そして奥谷先生の功績を広く紹介するためにも、

やはり奥谷先生の作品を、市内で多くの方々に

ごらんいただく機会を設ける必要があるという

ふうに考えているところでございます。 

　宿毛市教育委員会で、奥谷先生の作品を２５

点収蔵していることは、御案内のとおりでござ

います。しかしながら、これらの作品を、これ

までごらんいただく機会は多くございませんで

したが、幕末維新博に合わせまして、文教セン

ター１階に新たに展示ケースが設置されており

まして、このケースには、収蔵する奥谷先生の

作品のうち、最大の２００号が２点まで展示で

きることとなっております。 

　現在は、奥谷先生の文化勲章受章を記念いた

しまして、「悲」と「哀」という作品を展示中

でございます。 

　現状では、まずしっかりと、宿毛市が収蔵す

る作品を有意義に活用することを考え、奥谷先

生の功績を記念する施設の整備につきましては、

高知県等とも連携をしながら、今後、検討をし

ていきたい、そのように考えているところでご

ざいます。 
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　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　大切なことかなとい

う思いがいたしますので、ぜひ、「志国高知　

幕末維新博」後の取り組みとも関連すると思い

ますので、県とも前向きな取り組みをお願いを

いたします。 

　この問題については、この点で終わりたいと

思いますのが、次は、鵜来島の戦争遺跡の調査

並びにその利活用について、市長並びに教育長

にお伺いいたします。 

　この問題については、さきの９月議会におい

ても、同僚の議員からも質問をされた経緯があ

ります。全国的に見ても、過疎と少子高齢化と

いう状況が大きな問題となっていますが、こう

した状況が典型的にあらわれているのが、まさ

に鵜来島地区であると思います。 

　鵜来島地区で一番人口の多かった時期には、

４００人を超えるぐらいの人が島で生活をして

いて、島はカツオの一本釣り漁業を中心に、活

気があり、にぎわっていたと、当時を知る島の

人たちは話されています。 

　しかし、現在、島民はわずか２０数名であり、

しかも非常に高齢化が進んでいます。こうした

現状を受けて、島で生活をするお年寄りの皆さ

んを元気にしたい。昔から島に伝えられている

伝統文化を継承したい、しなければならないと

の強い思いから、島から離れて暮らす人たちを

中心にして、鵜来島を守る会を立ち上げ、夏の

盆の行事であります施餓鬼や、春日神社の秋祭

り、山頂までの山道の整備活動等、積極的に取

り組みをいたしており、島で暮らすお年寄りの

皆さんには、大変、喜ばれています。 

　最近では、高知県が積極的に推進いたしてお

ります集落活動センターも立ち上がり、１６年

ぶりに規模が非常に小さいながらも、商店も開

業され、少しずつではありますが、前に進んで

おります。 

　私自身も、鵜来島を何とか活性化しなければ

ならないとの強い思いを持っています。 

　こうした問題を受け、私たち市民クラブは、

８月２９日、以前から島民の皆さんにはその存

在については知られていました、鵜来島の山頂

にあります３台の砲台跡について、全国の戦争

遺跡を調査しており、戦争遺跡についてのパイ

オニアでもあります、戦争遺跡保存全国ネット

ワークの共同代表である出原恵三氏を招いて、

第１次の調査を行っています。８月３０日の新

聞等にも、大きく報道されたとおりでございま

す。 

　あの痛ましい戦争が終わって７２年経過した

今日の平和の時代だからこそ、戦争と平和につ

いて考える上で、大変、重要なことではないか

との強い思いで、私を初め、島民の方々も、こ

の遺跡がどれぐらいの価値があるものかについ

ては、十分理解をしていませんでしたので、詳

しく専門家に調査をしていただき、貴重なもの

であれば、この戦争遺跡を史跡として保存し、

活用することで、島の活性化に向けての起爆剤

となればとの思いからであります。 

　結論から申し上げますと、戦後７２年経過し、

ようやくこの遺跡が関係者の注目を集めること

になってきました。そして、遺跡としては、大

変貴重なものであることがわかりました。 

　今回の調査に同行いただいた出原氏によると、

遺跡の保存状態は非常によく、県内でも最大級

の遺跡であり、戦争遺跡としては、大変貴重な

ものではないかと話されています。 

　そのため、今後なお測量調査等、なお詳しい

調査を行い、全国に発信をしていきたいとも話

されています。 

　砲台は竜頭山の山頂をＬ字型に掘削して平面

をつくり、コンクリートで固めて、北側を射程

にして、１５センチ級が３門備えられています。 
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　そして、南側には、半円形上の側壁弾薬庫が

各８個並んでいます。砲床の直径は、約３.２

メートル、深さが約２メートルであります。そ

して、各砲台をつなぐ地下通路の存在も、はっ

きりと残っています。 

　これらの砲は、連動式であり、鵜来島の港近

くにあります発電所から電気が送られていたと

のことであります。 

　この発電所のあった場所は、現在の鵜来島離

島センターのあるところであります。 

　また、砲台の南側の山頂には、敵艦との距離

をはかる測距儀を備えた直径約４メートルのコ

ンクリート台座があり、中心部には固定用のボ

ルト８本が現存しています。 

　一方、衛所は山頂北西端に設けられ、９７式

水中聴音機７機が設置されていたとのことであ

ります。これは、鵜来島の沖合に潜水艦などの

発信音を捉える補音機、マイクロホンでありま

すが、を沈め、補音機から海底電線を引いて、

衛所にあります聴音機につなぎ、水側員がレ

シーバーを耳に当てて、海中音を四六時中聞い

ていた部隊が配備されていたところであります。 

　地図を見てもおわかりのように、鵜来島は豊

後水道の入り口に位置することからも、軍事上

重要な位置を占めています。まさに、島全体が

要塞の役割を担っていたのであります。 

　瀬戸内海には、呉軍港や、軍艦の泊地が多く

あり、ほとんどの艦艇は豊後水道を通過し、太

平洋に出ていたため、豊後水道の安全確保と、

泊地防衛は当時の海軍のとって重要な任務であ

ります。 

　そのため、大分県佐伯市には佐伯防備隊司令

部が置かれ、鵜来島はその支配下にあったので

あります。 

　こうした、砲台や衛所は、愛媛県の佐田岬、

由良半島、西海町にあります高茂岬、大分県の

鶴御崎にも同様に施設が配備され、今でも旧海

軍の砲台跡や衛所跡地が残っています。 

　そして、私たちは、現地調査の後、戦争当時

の鵜来島の状況を知る島民から聞き取り調査も

実施いたしました。 

　それまで、その中でこれまでわからなかった

点や、新しい事案を島民から聞くことができま

した。 

　その一つに、私が６月議会における質問の中

で、鵜来島の遺跡については、防衛省にある資

料の中にも、その存在が見られないと発言しま

したが、このことについては、これまで専門家

は、防衛省に存在する高知県関係の資料を中心

にして調査した結果でありましたが、島民から

の聞き取りの中で、鵜来島の部隊は大分県の佐

伯防備隊の直轄の部隊であったことがわかりま

した。 

　そして、砲台の設置等、施設の整備について

は、大分県の後藤組が行っていたとの証言もい

ただきました。 

　よって、鵜来島に関する調査は、大分県の佐

伯防備隊に関する資料を調査しなければ、その

全貌は明らかにないことを知ることができまし

た。 

　まさに新しい証言であります。 

　以上、私たちが調査した内容の一部でありま

す。第１次の調査でありましたが、非常に成果

のある調査であったと考えますが、今後も引き

続き、実態調査をする必要があると考えており

まして、これからも現地に足を運び、引き続き、

調査を続けていきたいと思います。 

　そこで教育長にお伺いをいたします。 

　６月議会において、教育委員会としても、簡

易であるが、調査を行いたいと、前向きな答弁

がございました。そこで、６月議会以降、教育

委員会として、今日まで調査をされたのでしょ

うか。調査をされていれば、どのような内容の

調査をされていたのか、お伺いいたします。 
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○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　おはようございます。

教育長、１１番議員の一般質問にお答えを申し

上げます。 

　鵜来島の戦争遺跡の調査に関する御質問をい

ただきました。 

　このことにつきましては、議員御指摘のよう

に、本年６月議会の一般質問において、御質問

議員より提案をいただいておりました。 

　議会終了後、７月２５日に、私と生涯学習課

長、及び歴史館長の３名で現地調査を行いまし

た。 

　砲台跡及び営所跡への道は、多くの草木に覆

われておりまして、また悪路の中を半日ほどか

けて、３カ所の戦争遺跡について、位置測定と

簡易な見取り図、そして写真撮影等を行いまし

た。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　簡易な調査をされた

ということでございます。 

　それでは、今後の取り組みについて、以下、

教育長の所見を、２点ほどお伺いをいたします。 

　全国各地で戦争遺跡や戦争遺物の資料を活用

して、資料館や公園等、平和学習の拠点として

利用している自治体も多くあります。 

　高知県下においても、戦争遺跡が史跡として

指定され、活用されているのは、南国市にあり

ます旧高知海軍航空隊の現存する７基の掩体が

有名であります。 

　また、先日の高知新聞に高知大学の朝倉キャ

ンパスに現存します旧日本陸軍歩兵隊歩兵第４

４連隊の弾薬庫について、建物の保存と平和学

習などへの活用を求めて、高知市長に３，６３

３人の署名を添えて、請願書を提出したとの記

事が掲載されています。 

　宿毛市として、この山頂にある遺跡を保存し、

子供たちだけではなく、戦争経験のない人たち

にも、戦争の悲惨さと、平和のとうとさを伝え

る学習の場として活用していくことは、重要な

ことではないかと思います。 

　また、全国で戦争遺跡に強い関心を持ち、調

査活動を行っている方々にも明るい話題となる

ことでしょう。 

　鵜来島の戦争遺跡を、宿毛市の史跡として保

存することについて、教育長の所見をお伺いい

たします。 

○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、再質問にお

答えを申し上げます。 

　戦争遺跡を平和学習のための史跡として保存

することについての御質問でございますけれど

も、戦争遺跡の平和学習への利用につきまして

は、６月議会でもお答え申し上げましたように、

現在、宇須々木の戦争遺跡を活用しております。 

　また、修学旅行における広島市での平和学習

は、大変有意義なものと認識をしております。 

　議員より御紹介いただきました南国市の掩体

壕を初めとする県内の戦争遺跡の保存の事例で

ございますけれども、この件については、いず

れも撤去の危機に直面をしたという遺跡であろ

うというふうに思っております。 

　幸い、鵜来島の遺跡は、いずれも近々に撤去

をする予定のない遺跡であるというふうに認識

をいたしております。 

　今回の簡易調査は、あくまでも第一歩でござ

いますので、遺跡として保存していくためには、

今後も多面的な調査を行い、地道な蓄積を重ね

ていく必要があろうかというふうに考えており

ます。 

　議員より、御質問の中で指摘をいただいた内

容でありますとか、あるいは民間の方々の調査

等を参考にさせていただきながら、研究を進め

てまいりたいというふうに考えております。 
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　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　次に、戦争遺跡をＰ

Ｒするための看板の設置について、お伺いをい

たします。 

　宇須々木の海軍基地の遺跡につきましては、

海軍基地の遺跡を臨む新港の公園に、これを紹

介する立派な看板が設置されておりますが、鵜

来島にもこれと同じく、看板の設置を求めるも

のであります。 

　港付近に遺跡を紹介し、ＰＲする看板の設置

及び離島センターから灯台に通じる農道があり

ますが、その農道からの登り口についても、非

常にわかりにくいと思います。 

　そして、砲台跡と営所跡の分岐点も、一般の

方には少しわかりにくいと思いますので、看板

の設置が求められます。 

　このように、戦争遺跡をＰＲするために、何

カ所かの看板が必要と考えますが、このことに

ついて、教育長の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

　鵜来島の戦争遺跡を紹介する案内板の設置に

ついて、御質問をいただきました。 

　宿毛市における戦争遺跡と申しますと、議員

もお話ありましたように、宇須々木にございま

す基地跡がよく知られていると考えております。 

　宇須々木の海軍基地は、終戦時、第８特攻船

体司令部が置かれておりまして、鵜来島を含め

た豊後水道と、土佐沖を防衛する中枢の基地で

あったと認識をいたしております。 

　県下でも命令系統では、頂点に位置する海軍

基地で、従来から認知度が高く、調査や情報も

充実をしております。また、基地へのアクセス

もよく、基地の性格上、規模も大きく、沿岸部

に遺跡が多く残っているのも特徴でございます。 

　そのため、看板設置などで、内外に紹介する

整備も安心をして実施できた状況がございます。 

　一方、鵜来島につきましては、ようやく調査

の着手をされ、専門家による注目も始まったば

かりでございます。 

　遺跡の性格や全貌が未知数である上に、山中

に点在する遺跡に対しては、安全性も考慮して

まいらなければならないというふうに考えてお

ります。 

　新聞報道もありましたので、今後、専門家に

よる情報集積は、速度が上がってくることと思

いますけれども、現在、何よりも優先すべきは、

先ほど議員からも御指摘ございましたけれども、

戦後７２年を過ぎ、実体験者が高齢化をする中

で、聞き取り調査をすることによって、生の声

を集めることではないかというふうに考えてお

ります。 

　まずは、こういった地道な調査を積み重ねて

まいりたいというふうに考えております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　ありがとうございま

す。 

　次は、この戦争遺跡を中心とする山頂を公園

化し、観光資源として利活用していくことを考

えるべきであると思いますので、市長に、以下

お伺いをいたします。 

　山頂から眺める景色は、３６０度のパノラマ

であり、遠く九州も臨まれ、大変すばらしいも

のがあります。 

　鵜来島は、このごろはいそ釣りやダイビング

は有名でありますが、それに加えて、戦争遺跡

めぐりも新たに加わります。 

　先ほど申し上げましたが、まさに鵜来島の活

性化に向けた起爆剤になると確信をいたしてお

ります。島民の皆さんや、鵜来島を守る会の

方々も、強く望んでおりまして期待をしており
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ます。 

　少子高齢化が進む鵜来島にとって、明るい材

料となるのであります。こうしたところに、政

治の光、行政の光を当てることは、まさに離島

振興計画に結びつくものと考えます。 

　公園の管理等については、本年に開所されま

す鵜来島集落活動センターの活動の一つとする

ことも考えられます。 

　これまで、市長は、宿毛市の観光振興を考え

た場合、沖の島や鵜来島、宿毛市観光の拠点で

あると答弁されてきました。遺跡の保存と、公

園として整備することにより、宿毛市の数少な

い観光資源として、利活用していくことを考え

るべきではないかと思いますが、市長としての

所見をお伺いいたします。 

　６月議会において、史跡の保存と活用につい

て質問いたしましたけれども、通告をされてい

ないということで、市長よりそっけない答弁が

ありましたので、今回はしっかりと通告いたし

ておりますので、市長の所見を求めます。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　先ほども教育長がお答えいたしましたが、観

光拠点として整備するためには、まず宿毛市と

して、しっかりと調査を行う必要があると思い

ます。 

　その上で、どういった方々をターゲットとし

て、そしてどのくらいの誘客が見込めるか、そ

ういったことなど、検討する課題はありますが、

いずれにいたしましても、沖の島、鵜来島は本

市の観光拠点といたしまして、市外、県外へ情

報発信をしているところでございます。 

　観光スポットが新たに加わることは、大変喜

ばしいことでございますので、今後は、鵜来島

の皆さんの御協力をいただきながら、どういっ

た活用方法があるのか、模索をしてまいりたい、

そのように思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君）　今回は、私たちの第

１次の調査をもとにしながら質問をさせていた

だきました。 

　今回の調査は、先ほども申し上げましたよう

に、非常に成果がある調査であったと考えます

が、今後も引き続き、詳しい実態調査をする必

要があると考えております。私たちとしても、

引き続き、現地調査を初め、関係するところに

足を運び、調査活動を続けていきたいと思いま

す。 

　今までの答弁の中でも、しっかり教育委員会

としても宿毛市としても、調査活動をしていく

という部分でございますので、そこの点、よろ

しくお願いいたします。 

　これまで教育委員会として、この遺跡につい

て、測量をして図面化するなどの具体的な調査

は行っていないとのことであります。鵜来島地

区の戦争遺跡について、教育委員会としても、

独自の、専門的な調査をしてみる価値があると

考えます。 

　先ほども答弁がございましたように、鵜来島

は非常に高齢化が進んでおります。当時の状況

を知る方々も、少なくなっていますので、早急

に、詳しい聞き取り調査が必要であると考えま

す。 

　教育長の地元ということではなく、宿毛市の

教育行政にかかわる問題でもありますので、

しっかりと取り組んでいただきたいことを申し

上げまして、私の質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時３７分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時０２分　再開 
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○副議長（山上庄一君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　６番、髙倉真弓です。

一般質問をいたします。 

　今回は、２項目、６点についてお伺いをいた

します。 

　まず、市長にお伺いいたします。 

　１項目め、１点目、高規格道路の現状と今後

についてをお伺いいたします。 

　過日、国土交通省四国横断自動車道宿毛内海

におけるアンケートが実施されました。結果は、

まだ時間を要するものと考えますが、宿毛市と

しての計画、試案をお伺いいたします。 

　この件は、市長が市議会議長であったころか

ら、継続的に、熱い思いで対応対処されていた

と記憶しております。 

　細長いシール、たしかあれでしたよね。当時

の議長からいただいた記憶があります。 

　市長に、現状と今後についてをお伺いいたし

ます。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　髙倉議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　四国８の字ネットワークを形成する高速道路

の宿毛内海間につきましては、議員からもお話

ありましたように、昨年９月３０日に、計画段

階評価における第１回小委員会が開催された後、

ことしの９月に、地域住民や企業等へのアン

ケート調査が実施をされたところでございます。 

　アンケートに回答していただいた皆様に、こ

の場をおかりいたしまして、改めてお礼を申し

上げます。ありがとうございました。 

　アンケートを集計した国土交通省によります

と、非常に高い回答率であったとお聞きをいた

しておりますので、計画段階評価が着実に進め

られると期待をしているところでもございます。 

　今後につきましては、現在、進められている

計画段階評価に数年、都市計画決定や、新規採

択時評価にも数年を要し、その後、事業着手と

なります。 

　なお、事業着手した後、完成までは、来年度

供用予定の片坂バイパスで、１３年ですが、平

成３１年度供用予定の中村・宿毛道路の平田・

宿毛間は、平成元年度事業化ですので、３０年

を要しているところでございます。 

　現在、四国８の字ネットワークで、四国の西

部におきましては、未事業化区間が都市計画決

定されている大方・四万十間と、計画段階評価

中の宿毛・内海間のみとなっているところでご

ざいまして、四国８の字ネットワークは、全て

の区間がつながることによりまして、循環型

ネットワークが形成され、防災力の強化や地域

産業の育成強化などが図られます。 

　そのためにも、早期事業化に向けて、関係機

関と連携しながら、国へ強く要望を続けてまい

りたい、そのように考えているところでござい

ます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　６番、再質問いたしま

す。 

　高いアンケートの結果は、いかに市民、住民

が期待しているかの反映だと思います。 

　家の前の方に、アンケートを出してよと言っ

たら、もう出したよって、私より先にアンケー

トを出していただきました。 

　反面、今、いただいたお答えは、現実は大変

ショックですね。 

　希望を要望して、この中村・宿毛間の完成に

３０年はかかり過ぎだと思います。 

　お答えによりますと、片坂で事業着手、１３

年の話になりますよね。宿毛内海のルート設定、

枝になるのか主流になるのか、いずれにしても
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１０数年以上の時間を要するのであれば、心配

される震災に対して、非常に心もとない状況で

あると思います。 

　中村宿毛間の道路ができるまでという資料を

いただきまして、こんなにずっと、手段をとい

うか、順番があるということは、やっぱり１３

年、しんどいですね。 

　震災関連で、前倒しで事業が進んだ場合に備

えて、宿毛市として、事前に準備しておくこと

は大切であると思いますが、市長のお考えをお

伺いいたします。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　宿毛内海間のルートについてですが、先ほど

も申しましたが、現在、国土交通省によりまし

て、計画段階評価が進められておりまして、そ

の中で、今回実施されたアンケート結果をもと

に、概略ルート及び構造等が検討されることに

なっておりますので、現時点では、ルートにつ

きましては、全く決まっていない、そういった

状況でございます。 

　しかし、本市といたしましては、ルートの検

討に当たっては、防災拠点となる、先ほど議員

のほうからも防災のお話ありましたが、拠点と

なる、宿毛新港につながる海側ルート、またイ

ンターチェンジの検討に当たりましても、流通

拠点として計画している宿毛新港との接続性に、

十分配慮を願いたいとの要望活動を行っている

ところでございます。 

　また、宿毛市のまちづくり構想といたしまし

て、新しい道の駅や、中心市街地の整備、南海

トラフ地震等の避難場所となる高台広場や、養

殖魚出荷のためのアクセス道の整備等を計画し、

一部は既に取り組みを始めているところでござ

います。 

　ルートが決まった後は、現在のまちづくり構

想をより具体的に実施してまいりたいと考えて

いるところでございまして、着々と、当市とい

たしましては、準備を進めているところでござ

います。 

　ただ、議員のほうも、ショックというお話あ

りましたが、高速道路に関しましては、そのぐ

らいの時間は当然かかるわけでございまして、

しっかりとした計画のもとで使える、そういっ

た道を、しっかりとしたルートも選定していた

だく中で、決めていただきたい。事業化に向け

て進んでいただきたいというふうに思っており

ます。 

　ただ、宿毛市といたしましては、先ほど御説

明させていただいたように、しっかりと準備を

整えているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　市長、御答弁の中で、

一部取り組みとおっしゃっていましたが、もし

この場で、その取り組みの内容がお知らせでき

るようでしたら、お伺いいたしたいのですが。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　一部取り組みといいますのは、高台の整備で

あるとか、それからまだ、当然事業化にはなっ

ておりませんが、アクセス道であったりとか、

そういったものに関して計画、そして一部につ

いては実行、工事のほうも進めているというと

ころでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　そうですね、その工事

の中身がちょっと知りたかったのですが、その

辺は、お答えによっての対応ですので、通告は

いたしておりませんので、次回に持ち越しした

いと思います。 
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　もちろん、国相手ですので、市長が一番もど

かしいと思われる部分であろうかと思います。

一日も早いことを期待いたしまして、２点目。 

　前段の高規格道路を踏まえた５６号線の道の

駅についてを、お伺いいたします。 

　本年の３月議会、宮本議員の道の駅構想につ

いて、市長は５６号線の考え方について、触れ

られました。私個人といたしましては、高規格

道路からも、また一般道路からも、出入り可能

な道の駅を期待しておりますが、市長の所見を

お伺いいたします。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　新たな道の駅の整備につきましては、議員御

提案のとおり、高規格道路に隣接したサービス

エリアのような形式で、なおかつ一般道からも

出入りができる施設であれば、多くの方に利用

される施設になるのではないかというふうに

思っておりますが、本年第１回定例会でも答弁

いたしましたように、道の駅のあり方といたし

まして、２カ所に機能分担した施設を位置づけ

ることができないかと、考えているところでご

ざいます。 

　１カ所目は、既存施設であります、現在のす

くもサニーサイドパークを活用し、地元の新鮮

な魚介類、水産物を使った料理の提供や、販売

などができるフィッシャーマンズワーフ的な、

いわば道の駅のような施設として位置づけ、そ

してもう１カ所は、市街地に人の流れをつくる

ことができる場所に、新たな道の駅として整備

をし、そこでは地元の特産品の販売や観光の情

報発信などを中心に、またそのほかの機能もあ

わせ持った、まちの核となるような、そういっ

た複合施設として整備をしてまいりたいと思っ

ているところでございますが、まずは、既存施

設でありますサニーサイドパークの改修に向け

て、取り組んでまいりたい、そのように考えて

いるところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　再質問いたします。 

　高規格道路の設定、完成を待っていたのでは

置いてけぼりになりかねませんので。 

　サニーサイドパークは、平成３年、２５年を

経過しております。反面、中土佐の道の駅のよ

うに、高速から離れた場所でも成功している例

もあります。 

　１０月の土曜日、参りましたら、道の駅も大

正市場も、多くの人手がありました。 

　サニーサイドパークについては、私もキャン

ピングカーやバイク、自転車、歩き遍路などの、

安心安全の場所と、提案したこともあります。 

　フィッシュマンズワーフですか、サンフラン

シスコ、市長思い出の場所でありますよね。そ

のときの御感想で、本当に楽しくて、食べ物が

おいしくて、宿毛が懐かしかったとおっしゃっ

ておられました。 

　市長御提言のように、なかなか両方一緒には

難しい部分もあることも理解いたしますが、雇

用を創設し、少子高齢化に対応するために、こ

こは市長、前倒しの予算を組んででも取りか

かっていただきたいのですが、いかがでしょう

か。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　前倒しの予算と言われましたが、前倒しの予

算かどうかというのは別にしまして、フィッ

シャーマンズワーフ的な、海の道の駅というこ

とで、先ほども御答弁させていただきましたが、

サニーサイドパークの改修に向けて、現在も取

り組みを進め始めているところでございますの

で、こちらについては、順次、改修に向けて取



－ 37 －

り組みを進めていきたいと思います。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　うれしいですね、楽し

みになってきました。 

　続いて、３点目の交流人口についてをお伺い

いたします。 

　先ほどの道の駅のように、人が動けば物も動

き、交流ができます。 

　過日、開催されましたダットサンのイベント

の状況についてをお伺いいたします。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　志国高知　幕末維新博「竹内明太郎とダット

サン」展示イベントにつきましては、地域会場

であります宿毛歴史館の認知度を向上させ、誘

客を図るとともに、株式会社小松製作所の創業

や、早稲田大学理工学部の創設に尽力され、そ

してダットサン１号車の開発に大きくかかわっ

た竹内明太郎を顕彰する目的といたしまして、

１１月２３日から２６日までの４日間、宿毛文

教センターで実施をし、車両展示につきまして

は、日産自動車が所有するダットサン１号車や、

吉田　茂元首相が所有していた、そして乗って

いたロールスロイスを初めとする、貴重な車両

全６台のほか、市内の自動車愛好家が所有をす

る３台を合わせ、計９台を展示をいたしたとこ

ろでございます。 

　イベント期間中には、初日に独立行政法人国

立科学博物館の鈴木一義氏による「竹内明太郎

とダットサン」と題しての、特別記念講演を行

いまして、改めて竹内明太郎の偉大な功績や、

ひとづくりの足跡を知っていただくことができ

たと思っているところでございます。 

　また、最終日に行いましたパネルディスカッ

ションにおきましても、全日本ダットサン会の

佐々木会長を初めとするパネラーの皆さんから、

貴重なお話を聞くことができ、さまざまな観点

から、竹内明太郎とダットサンの関係を知って

いただくことができたのではないかというふう

に思っております。 

　このディスカッションに関しましては、私も

コーディネート役で参加をさせていただいて、

非常に楽しかったディスカッションになったの

ではないかというふうに思っているところでご

ざいます。 

　このイベントの実施に当たっては、県内、県

外のテレビ局やラジオ局、各新聞社のほか、全

国で発売されているクラシックカー専門誌であ

る「オールドタイマー」にも大きく取り上げて

いただくなど、本市の知名度の向上に、大きな

効果があったと考えております。 

　そのほかにも、高松市や広島市の量販店では、

電子看板をフル活用するなど、事前の広報活動

にも力を入れさせていただきました。 

　このように、積極的に広報活動を行った効果

もあり、４日間で市内外から延べ１，７５６名

という多くの方々に御来場いただき、懐かしい

とか、本当に来てよかった、また、すばらしい

ねなど、うれしい声を多くいただいたところで

ございます。 

　イベントといたしましては、一定の事業目的

を達成することができたのではないか。また、

交流人口の拡大にも寄与したのではないかとい

うふうに考えております。 

　なお、本展示イベントの開催に当たり、旧車

を展示いただきました地元の自動車愛好家の

方々や、そして日産自動車本社から、ダットサ

ン１号車をお借りするに当たって、御尽力いた

だきました高知日産プリンス販売株式会社、ま

た初日に出店していただきました、すくも漁協

の栄喜女性部、本町商店街振興組合、４Ｈクラ

ブ、宿毛市観光協会など、多くの関係者の方々

に、この場をおかりいたしまして、心から感謝
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を申し上げます。まことにありがとうございま

した。 

　以上にような展示イベントでございました。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　１，７５６名ってすご

いですね。関係者の気遣いは大変であったろう

と思います。 

　終了間際の５時ごろに参りましたら、まだ中

までしっかり見なかったので、ぐるぐる回って

いるうちに、吉田　茂元首相のロールスロイス

が、陸送のトレーラーに入るところでした。静

かなエンジン音ですね。慎重な運転で、ナン

バープレートの御紹介などもいただき、総革張

りの内装なんかを見て、動くのをしばらく見と

れておりました。本当によかったなと思いまし

た。 

　公民館の方にお聞きしますと、いつもはお見

えにならない方や、男性の姿が多かったと伺い

ました。 

　先ほど市長おっしゃったように、記念講演も、

本当によかったと、お聞きになった方から伺っ

ております。 

　先ほどの中土佐の件ですが、有名な神社や酒

蔵、道の駅、町立美術館、大正市場、これを半

日以上かかって、回りました。宿毛にあてはめ

ますと、午前中の松浦議員の質問にありました、

希望する奥谷画伯の記念館や、林邸、文教セン

ター、宿毛小学校の校庭の記念碑や、梓公園、

そういうところを回りながら、そしてサニーサ

イドパークを絡めて、しっかり周遊ができるの

ではないかと。交流人口もふえてくるのではな

いかと思います。 

　今後もいろいろ御計画をしていただき、まず

宿毛に来ていただきたいと思います。 

　続いて、４点目、子ども・子育てについてを

お伺いいたします。 

　市長の公約でもありました同時入所、第２子

以降の保育料無償化についての、具体的な成果

をお伺いいたします。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　髙倉議員の質問にお答

えをさせていただきます。 

　この第２子以降の保育料の無償化についても

そうですが、現在、どうしても人口減少という

ことで、少子高齢化の波が当市にも押し寄せて

きておりまして、そういった人口減少をストッ

プをかけるべく、いろいろな施策を行っており

ますが、そういった中で、先ほど来、御質問に

もありました、充当人口という形で、よそから

の人を、やはりこの宿毛市内に取り入れていく、

そういうことが必要だというふうに考えており

ます。 

　髙倉議員から、先ほど御提案もありました、

宿毛市の中をどういうふうに周遊させるのか、

しっかりと、今、議論を進めておりますので、

どこから人が入ってきて、例えば歩いて回るの

か、それとも車で回るのか、いろいろなパター

ンを考えながら、そして来ていただいた方には、

もう一度また宿毛に来ていただきたい、来よう

と思っていただける、そんな宿毛市をつくり上

げていきたいと思いますので、どうかお力のほ

ど、おかし願いたいと思います。 

　それでは、お答えをさせていただきます。 

　同時入所の第２子以降の保育料の無償化につ

きましては、子育て世代応援事業といたしまし

て、平成２８年度より実施をしているところで

ございます。 

　事業開始より、まだ２年弱しか経過しており

ませんので、具体的な成果を数字で申し上げる

ことは非常に難しいところではありますが、何

点か申し上げますと、平成２８年度実績での無

償化に伴う保育料軽減額は２，０４２万１，０

００円、同年度末の対象児童数は１２２名と

なっております。 
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　また、事業開始以前、及びその後の各年度４

月１日現在の就学前年齢の人口数や、認可保育

所及び認定こども園の在籍児童数については、

現在も微減が続いており、出生数の増加や、人

口増にまでには至っていない現状でございます。 

　ただ、年度途中での低年齢での入所児童数に

ついては、増加傾向にあり、特にゼロ歳児につ

きましては、事業開始以前の平成２６年度が２

６名、平成２７年度が３２名に対し、開始後の

平成２８年度は３９名、平成２９年度は、１２

月１日現在で４１名と、既に前年を上回る状況

となっており、第２子以降の対象児童も多く含

まれているところでございます。 

　こういった現状を見ますと、子育て世代の早

い段階での社会復帰の手助けや、教育、保育に

係る費用の軽減に、一定の効果があるものと考

えているところでございます。 

　先日、政府の政策といたしましても、平成３

２年度より、幼児教育の無償化の全面実施が閣

議決定されたところですが、今後も、そのほか

の政策とあわせて、経済的支援だけではなく、

多様化するさまざまなニーズに沿った子育て支

援に努めてまいります。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　６番、しっかり成果が

あらわれていると思います。 

　国の審議会に、中平市長、呼んでいただいた

らいかがですか。いっぱいいって、どんどん提

案、提言していただきたいと思いますね。 

　それで、子育てするなら宿毛でと、今後も大

いに期待いたします。 

　５点目のホストタウンについてを、お尋ねい

たします。 

　自転車の、オランダの金メダリストがお見え

になられました。１２月の広報の一面を、笑顔

で飾っています。 

　今回のホストタウンについての御説明を願い

ます。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　ホストタウンにつきましては、国において、

２０２０年、東京オリンピック競技大会、東京

パラリンピック競技大会の開催に向けまして、

スポーツ立国、グローバル化の推進、地域の活

性化、観光振興等に資する観点から、参加国、

地域との人的、経済的、文化的な相互交流を図

る地方公共団体をホストタウンとして、全国各

地に広げているもので、平成２７年９月に、ホ

ストタウン推進要綱等が決定され、その取り組

みには、地方財政措置がされることとなってい

るところでございます。 

　本市は、オランダを相手国といたしまして、

本年７月に高知県に追加する形で登録を受けて

おり、本年７月現在のホストタウンの登録数は、

全国では１７９件となっております。 

　このたび、先月２１日から今月２日までの間、

オランダ自転車女子ナショナルチームが、本市

初めとする県西部でのトレーニングキャンプを

実施することが決定をし、高知県と連携しなが

ら、キャンプ期間中の選手の支援や、選手との

交流事業等を実施し、本市のＰＲも行ったとこ

ろでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　６番、再質問いたしま

す。 

　市長みずからは言いにくかったと思いますが、

多分、尾﨑知事より、自転車のことなら中平市

長にと見込まれて、だと、私はそう判断いたし

ました。 

　婦人会も、１枚のレシピを頼りに、オランダ

のエルテンスープのおもてなしに挑戦いたしま

した。 
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　味わったことのない料理でしたので、一抹の

不安はありましたが、おいしかったと、オラン

ダの方が３回おかわりをしていただいたそうで

す。それが社交辞令でなかったんだなと思って、

料理をしていただきました婦人会のメンバーを、

誇りに思っています。 

　今後の具体的な取り組みについて、市長の思

うところをお聞かせください。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　本当に婦人会の皆様方には、大変お世話にな

りました。また、すくも湾漁協の栄喜のほうの

婦人部の方々にも、お世話になったところでご

ざいます。 

　本市とオランダとの間におきまして、現在は、

自転車でのかかわりが主ではありますが、ホス

トタウン登録時に作成しました高知県、そして

宿毛市交流計画では、スポーツのみならず、農

業分野や、そして経済分野での交流など、さま

ざまなメニューがありますので、高知県と連携

を図りながら、取り組みを進めてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

　また、今回のオランダ自転車女子ナショナル

チームの２０２０年オリンピック開催までの事

前合宿等をしていただけるよう、調整を今、し

ているところでございます。 

　先ほど、議員のほうからも御紹介ありました

が、今回は、前オリンピック、リオオリンピッ

クの自転車女子ロードレースの金メダリストの

アンナさんも来ていただいたということで。そ

れから、オランダというのは、やはり自転車大

国でございますので、非常に強い選手がたくさ

んおられるという中で、２０２０年の東京オリ

ンピックのメダル候補の方々が来ていただいて

いるということでございます。 

　しっかりと、こういった方々とのつながりを

深めていく中で、今後のそういった産業である

とか経済であるとか、そういった分野でのオラ

ンダとのつながりをつくってまいりたい、その

ように考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　６番、ぜひお願いした

いところです。 

　いろいろ伺いました。先ほども言いましたが、

ここというところは、債務負担行為をしてでも、

数年計画で実行してはいかがでしょうか。 

　草野　仁さんは、講演の中で、何かことをな

すときに、年齢は阻害ない。その年が適齢期。

途中でやめない、諦めない、とおっしゃいまし

たが、もちろんそのときは、年齢に関してのお

話でしたが、これを時間としてとらえれば、市

長も私も、普通にいけば任期が限られています。

これは大きな阻害になると思います。 

　手を打つべきときに打ち、先を見通した計画、

実行が必要ではないか。改めて中平市政の宿毛

創生の心意気をお聞かせください。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　思いということでございますが、一つ一つを

しっかりと積み上げていって、そして、大きな

成果を得られるよう、これからも頑張ってまい

りたい、そのように思っております。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　では、２項目めの英語

の教育について、教育長にお伺いいたします。 

　２０２５年の概要と、今後の進め方、お考え

をお伺いいたします。 

○副議長（山上庄一君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、６番議員の

一般質問にお答えを申し上げます。 

　平成３２年度から実施をされます新学習指導
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要領におきまして、英語教育はどのように変

わっていくのかという御質問であろうかと思い

ます。 

　小中学校の新しい学習指導要領につきまして

は、小学校が平成３２年度から、また中学校は

平成３３年度から、全面実施となります。 

　その中で、外国語教育につきましては、小学

校で大きく変わっていくこととなります。 

　具体的には、現在、五、六年生で外国語活動

として行っているものが、三、四年生で行われ

ることとなり、五、六年生につきましては、外

国語の教科としての授業が行われることになり

ます。 

　また、時間数につきましても、三、四年生が

週１時間の年間３５時間であるのに対しまして、

五、六年生につきましては、これまでの年間３

５時間から７０時間に、大幅に拡大されること

となります。 

　中学校につきましても、基本的な方針はかわ

りませんけれども、時間数の増加でありますと

か、あるいは指導する単語数の増加が示されて

いるところでございます。 

　宿毛市におきましても、今後ますますグロー

バル化していく社会の中で、子供たちが自分の

夢や志の実現を目指してたくましく生きていく

ためには、英語教育は非常に重要なものという

ふうに認識をいたしております。 

　このため、本年度は外国語コア・エリア実践

研究事業、これは県の教育委員会の事業でござ

いますけれども、指定を受けまして、教員の外

国語活動の指導力の向上に努めているところで

ございます。 

　また、今年度から、外国人の英語指導助手を

２名から３名に増員し、子供たちが外国語に触

れる機会をふやす取り組みも行っているところ

でございます。 

　平成３２年度に、新学習指導要領が全面実施

されるまでの期間は、国から既に先行実施期間

と位置づけて、年１５時間の外国語活動の時数

確保について要請をされているところでござい

ますけれども、宿毛市におきましては、新学習

指導要領が全面実施になってから対応するので

はなく、来年度から全面実施の時数を確保して、

取り組んでまいりたいというふうに考えており

ます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　６番、再質問をいたし

ます。 

　了解いたしました。来年度からということで、

ちょっとだけ、追いつきましてね。 

　ただ、答弁の中にもありましたが、それが、

了解しましたが、なかなか私は英語の部分が理

解できておりません。 

　去る１０月１５日、「早期英語教育の進め方、

学校と家庭連携を通して」との演題のもと、高

知大学名誉教授　那須恒夫先生の御講演がござ

いました。 

　これは、高知大学出前講座で、教育委員会は

共催、生涯学習課の担当でしたね。 

　内容の違う５回の講座で、最後の、釣りの浜

ちゃんこと黒笹慈幾さんのときには、原田議員

も参加されていました。 

　英語の話に戻りますと、市民クラブで、多言

語に対応できるのは山戸議員だけです。教育長

の概要の説明の件、了解いたしましたが、先ほ

ども言いましたように、私は英語を理解してい

るわけではありません。 

　その私が、先ほど御紹介申し上げました那須

先生のお話を伺い、学び直しができるのではな

いかと思うほど、わかりやすく、実行しやすい

方法でした。 

　私のように英語が話せないと心配している保

護者の方々に、ぜひともお聞きいただきたいと
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思い、那須名誉教授に依頼を申し上げたところ、

了解をいただきました。 

　文教センターの利用が多く、来年１月８日、

期日も事前に設定してのお願いです。日にちを

決めた上の一方的な依頼に対して、また保護者

と子供さん、一緒にお話しいただきたいという、

対応しにくい内容に対しても、御了解をいただ

きました。 

　ＤＶＤや事例をもとにした、わかりやすい内

容です。年を改め、新学期の前、そして成人式

の祝日、お子様の未来の第一歩にふさわしい日

に、市民クラブは学習会を開きます。 

　少し見にくいですが、講座のときの先生の、

これですね。まだ、先生からテーマはいただい

ておりませんが、テーマをいただき次第、チラ

シをつくり、皆様に御案内したいと思います。 

　保護者の皆様、お子様、市民の皆様、この場

をおかりして御案内申し上げます。ぜひとも御

参加ください。もちろん無料でございますから。 

　目からうろこのお話です。高い教材を買わず

にも、英語ぺらぺらのお子様を育てるのは、保

護者の皆様です。 

　前置きが長くなりましたが、今回の出前講座、

私個人の意見で申しますと、ヒットだと思いま

す。よくアンテナを張っていたなと思って、皆

さん頑張っているので、ここだけ褒めるわけに

いきませんが、よくやったなと思います。 

　そこで教育長、先ほども少しお話がありまし

たが、もし保護者とか、子供さんに直接、この

ような対応ができるのかどうか、またどこかに

そういうことをお考えなのか、お教えください。 

○副議長（山上庄一君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、６番議員の

再質問にお答え申し上げます。 

　議員御指摘のように、小中学校の児童生徒だ

けでなしに、保護者の皆様を初め、市民の皆様

が、これからの時代、英語というのは重要に

なってくるんだと、そういう認識を持っていた

だくことは、子供たちの教育上からも大変重要

なことであるというふうに、私自身も認識をい

たしているところでございます。 

　そういった中で、議員からお話がありました

ように、過日、高知大学のほうの大変な御尽力

をいただきまして、生涯学習課のほうが、そう

いった情報収集をする中で、実現したことであ

りますけれども、非常に少ない予算で５名の先

生方に来ていただいて、大変、それぞれの分野

のお話をいただけたと、大変ありがたいことと

思っております。 

　教育委員会といたしましても、こういう大学

等の全面的な御協力がいただけるような事業が、

またこれからもありましたら、積極的に取り組

んでまいりたいというふうに考えております。 

　それから、英語教育に限定したものではござ

いませんけれども、保護者の皆様への学習の機

会の提供といたしまして、現在、宿毛市小中学

校ＰＴＡの女性役員が中心になって、組織をし

ていただいております、宿毛市家庭教育推進協

議会という組織がございますけれども、こちら

に対して、教育委員会のほうから、委託事業と

して、そういった講演会事業等を行っておりま

して、各学校等におきまして、家庭教育講演会

が実施をされているところでございます。 

　具体的な講演の内容につきましては、それぞ

れの学校等の関係者で御協議をいただき、開催

をしているところでございますけれども、議員

御指摘のような、英語学習に関する講演会の開

催でありますとか、あるいは講師の先生等につ

いて、御相談をいただければ、教育委員会とし

ても、できるだけの協力をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君）　ありがとうございます。 
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　非常に安心できるというか、ほっとした部分

がございます。 

　市長、ダンケルです。これ初めて教わりまし

た。通訳の方が、書いていただきまして、あり

がとう、ダンケルって書いて。その言い方が

合っているかどうかはわかりませんけれども、

そういうふうな感じでいただきました。 

　オリンピックまで数年です。先ほど、市長の

その辺に対するお考えとか、また英語教育のこ

ととか、できれば少しでも自分も努力して、オ

リンピックまでに、ダンケル以外の言葉を、

ちょっと勉強してみたいなと思います。 

　市長、教育長、それぞれお立場やお役目の違

いはあろうと思います。でも、市民の幸せ、子

供の幸せは同じ願いであろうと思います。今後

の多くの問題に対して、連携を怠ることなく、

対処、対応していただきたいと希望いたしまし

て、質問を終わります。 

　どうもありがとうございました。 

○副議長（山上庄一君）　この際、１０分間休

憩いたします。 

午後　１時４３分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時５６分　再開 

○副議長（山上庄一君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　５番の山本です。年の

最後の議会ですが、５項目ほど質問させてもら

います。 

　きのう、香南市の追悼式に行っていまして、

ここ６７年で、保安隊からあるんですけれども、

陸・海・空合わせて３０柱の御霊が殉職された

ということで、高知県だけですけれども、この

隊員が、我が国の平和と独立を守るために、日

夜訓練した上での殉職でございました。 

　見送りに行ってきたところですが、若干の疲

れがありますので、かむかもしれませんが、御

容赦願いたいと思います。 

　まず、第１番目に、林邸の改修事業について、

質問させてもらいたいと思います。 

　世情において、高額の事業に疑問を呈する声

が聞こえますけれども、私は改めて調査報告書

を読ませていただきました。分厚い資料を、わ

ざわざつくってくれたんですけれども、かいつ

まめば、林邸は、明治２２年に建築され、自由

民権運動の幡多郡の本部となった建物で、幕末

から近代初期の接客中心の和風、洋風、社寺等

の建築様式を取り入れた、高知県内はもとより、

全国でも貴重な文化財建築物だそうであります。 

　また、３代にわたり大臣を輩出しました邸宅

としても、知られております。 

　そこで、３点ほど質問させてもらいますけれ

ども。 

　私、老婆心ながら、台風が来たら、直撃した

ら飛ぶのではないかなという危惧をしておりま

したが、その時期は無事に過ぎたようでありま

す。 

　現在の工事の進捗状況はいかがになっており

ますか、お知らせください。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　山本議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　本年９月から施行しております林邸改修工事

につきましては、９月、１０月と続いて台風が

本市に接近をいたしまして、また、長雨が続く

など、工事への影響を懸念しておりましたが、

これといった影響もなく、安堵したところでご

ざいます。 

　その後につきましても、担当課より計画どお

り施行中との報告を受けております。 

　工事は、今後、中盤を迎え、そして後半の仕

上げの工事となる内装工事、しっくい塀などの

外装工事、庭等の外構工事を行うこととなって
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おります。 

　今後におきましても、計画どおり進捗するよ

う取り組んでまいりたい、そのように考えてい

るところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　予定どおり、年度末の

完成が見込まれるということで、安堵しており

ますけれども。 

　市井では、投入金額の多寡が議論されており

ます。いま一度、市長の口から、本事業の目的、

意義について、御説明願いたいと思いますが、

お願いします。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　この林邸は、林　有造、林　譲治、林　迶の

親子、孫の３代にわたって大臣を輩出した政治

家の家でありまして、これだけの規模の、歴史

的な住居建造物は、宿毛市内ではもちろんのこ

と、高知県内にも残されておりません。 

　これまでの経緯を少し御説明させていただき

ますと、築後１００年以上が経過し、老朽化が

著しい状態となっていたことから、平成１６年

６月には、…………………………………………

………………………から、宿毛市議会に対しま

して、林邸の保存について、７，４６４名の保

存署名簿を添えて、陳情書が提出されておりま

す。 

　そこには、林邸が築１００年を超え、歴史を

漂わせ、高く評価されるべきこと、また３代に

わたって大臣を輩出した政治家の家として、非

常に貴重であること。そして、次の世代に豊か

なまちづくりの糧として、また地域の活性化の

拠点として、保存してほしい旨の陳情がされて

おりました。 

　このことを受けまして、市議会では、平成１

６年６月議会から継続審査を行いながら、慎重

に審査した結果、平成１７年３月議会におきま

して、林邸が歴史的、文化的に重要な建物、建

造物であることについては異論がないが、市の

厳しい財政状況を考慮すると、安易に経費の支

出を求めることはできないの認識で一致するこ

ととなり、陳情の趣旨を尊重し、全会一致で趣

旨採択という決定をしております。 

　このたび、林家関係者や、また隣接地権者の

皆様の御厚意によりまして、土地と建物を市に

寄附していただくこととなり、また、高知県に

よる、皆さん御存じのとおりではありますが、

「志国高知　幕末維新博」の開催に伴う補助率

３分の２という、非常に有利な県補助を活用で

きることとなったため、今回の改修工事を実施

する運びといたしました。 

　現在、この林邸を、来年３月末の完成に向け

て改修を行っており、完成後は、観光振興や地

域活性化の拠点となるだけではなく、宿毛の歴

史や文化を広く知らしめる場所として、十分に

活用してまいりたいと考えているところでござ

います。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　よくわかりました。 

　宿毛は歴史のまちといいますか、古くから活

躍した人たちもおられますし、そういう意味で

は、有名なところではありますけれども、遺跡

として、貝塚ぐらいしか残っていなかったとい

うことで、この林邸一つでも残すということは、

現代に住む我々としての使命としては、打倒な

ものであろうというふうに、私も評価する一人

でございます。 

　いいものができ上がって、さらにはその林邸

の意義が、津々浦々まで周知されることを願っ

てやみません。 

　これは今、説明がありましたように、３分の

２の交付金が出ると。２億ですか、の交付金が
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おりてきているわけですけれども、いわば、あ

る種の公共事業の一つであろう。 

　先ほど申されましたように、幕末維新博がな

ければ、この交付金はおりてこなかったという

ことですので、ある種の交付金主体の公共事業

ではないかなと思っております。 

　この事業が、少なからず宿毛経済にも影響を

及ぼしてくれるのではないかと期待するもので

すが、そこら辺の見通しについて、市長の御見

解をいただければと思います。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　３分の２には補助という形で、県のほうから

いただいているということでございます。 

　林邸改修工事につきましては、勇・冨士特定

建設工事共同企業体が施工しております。 

　本工事にかかわる市内業者も多く、例えばで

すが、解体工事であるとか、塀工事、大工工事、

基礎工事、それから屋根の工事、またガス工事、

水道工事、電気工事など、さまざまな業者が関

係をしておりまして、当然、その経済効果もあ

るというふうに思われます。 

　完成後におきまして、観光客を初めとする交

流人口も増加すると考えておりますので、宿泊

施設を初め、飲食店や小売店など、さまざまな

経済効果がもたらすものと期待をしているとこ

ろでもございます。 

　なお、林邸の改修は、先ほどお答えしました

ように、経済効果だけではなくて、議員のほう

からもお言葉をいただきましたが、先人たちが

残してくれた歴史や文化を、次世代を担う子供

たちにつなげていくために必要な事業であると、

そのように考えているところでございまして、

しっかりと活用をしてまいりたい、そのように

思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　なるべく多くの市民の

方に御理解をいただく事業としていければよろ

しいかと思いますので、あえて質問させていた

だきました。 

　この件は、これまでにおきまして、次に、空

き家対策の現状について、お伺いしてまいりた

いと思います。 

　６月議会で、空き家等対策計画に基づいて、

空き家等の調査を行っているという発言がござ

いましたので、現在の調査の進捗状況をお伺い

いたします。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　調査の進捗状況ということでございます。 

　外観目視による全戸調査が完了し、固定資産

台帳との突合による、所有者等の調査もおおむ

ね完了したところでございます。 

　その中で、老朽危険度が高いと思われる案件

について、その所有者等に対し、まずは当該空

き家の現状をお知らせすること、所有者の認識、

権利関係の確認、今後の管理の方針、意向など

の把握を目的といたしまして、現況写真をつけ

まして、通知文書を発送し、連絡をとり、空き

家データベースを整理しているところでござい

ます。 

　また、固定資産台帳で、所有者等が確認でき

ない案件について、現在、戸籍情報等による調

査を実施し、判明した案件から、同様に状況把

握通知を随時発送していく予定でございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　順調に調査が進んでい

るというふうにお伺いしました。 

　私は、この現行法令は、どうも性善説に立っ

ているなという気がしてなりません。 
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　それはそれでよろしいのですけれども、私、

最近知り得た情報として、宿毛市の古い建物に

は、かなり未登記家屋が多いというふうな認識

であります。未登記ではありますけれども、市

民の皆さんの良識と、宿毛Ｇメンの活躍により

まして、税はしっかりと徴収しているようであ

りますが、今後、懸念されることは、特定空き

家等につながる話ですけれども、相続放棄とい

うことに直面したら、どうするのかというのが、

非常に危惧するところでして、相続人不存在か

ら、相続財産法人の成立となって、国庫へ帰属

するという流れになっていくわけです。相続し

なければですよ。 

　そうすれば、この空き家の撤去費用、国庫に

入った空き家については、国が撤去費用を出す

のか。かなり問題点が、現行法令にはあるので

はないかなという危惧をしているのです。 

　そこら辺、どういうふうな認識をお持ちで

しょうか。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　所有者等調査を進める中で、議員のおっしゃ

るとおり、老朽家屋になればなるほど、所有者

が不明になっているものや、また相続人不明、

相続放棄など、さまざまな課題に直面している

ところでございます。 

　これまでも、対応等につき、個別に顧問弁護

士に相談するなどしてまいりましたが、非常に

困難を極めているところでもございます。 

　今後は、６月議会でも答弁しましたとおり、

こういった案件の対応も含め、空き家対策の方

向性などを協議検討していく場としまして、専

門家等も交えた協議会の設置を、早急に検討し

てまいりたい、そこで議論してまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　その協議会については、

専門家の方を入れた、今、たしか関係課長の協

議会になっていると思いますが、ぜひその方向

でやられたほうが、より客観性を保てるのでは

ないかなと思いますので、御検討をよろしくお

願いしたいと思います。 

　いずれにしても、これのケースを例題といた

しまして、与えられた国からの法律、県からの

条例とか施策等を、受け皿になっているわけで

すが、現状をよしとすることなく、問題点はな

いのかということを、常々に問題意識をもって

取り組むということが必要だろうと思っていま

す。 

　その問題意識があって、自分たちの市の中で

は対処できない上位令達や、それに頼らざるを

得ない場合は、どんどん上に意見具申していく

べきだろうと思います。 

　老婆心ながら、私はそう思っていますので、

所見だけ述べさせてもらいます。 

　次に、宿毛の財政について、お伺いいたしま

す。 

　先の２８年度の決算内容等を報告をいただい

ている中身で、宿毛の財政状況は必ずしもかん

ばしくないといいますか、横ばい状態ではない

かというふうな御所見が、各課からあがってき

ていたわけですけれども、２８年度の決算報告

書の指標を見ますと、市民税は２６年から２８

年にかけまして、２，０００万円増なのです、

市民税は。 

　税が２，０００万円といったら、所得は、単

純にいうと２億ぐらい上がっているのではない

かなというふうな感じで思うわけですけれども、

宿毛市の人口は減少傾向にあるわけでしょう。

ということは、労働人口も下がってくるのでは

ないかなと思うですけれども、市税は伸びてい

るわけです。 

　他方、法人住民税というのがありますが、法
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人住民税は２，０００万円減少しています。そ

れは、何か担当課から聞きますと、税率が変化

したというふうなお話を受けたんですけれども、

そんなに企業倒産とか、そういうのがなければ、

その税率によることが多いんだろうとは思いま

すが、総じて宿毛の現在の財政状況、国のほう

は、右肩上がりの修正を出しているわけですが、

若干でも右肩上がりになっているかどうかの御

所見をいただきたいと思います。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　当市の経済状況をどう見ているのかという御

質問でございますが、まず、国におきましては、

先日、１１月５日ですが、民間信用調査会社の

発表によりますと、国内景気は６カ月連続で改

善、今後も好調な外需に加え、内需の持ち直し

も期待されることから、回復傾向が続くことが

見込まれているということでございます。 

　その一方、日銀による９月の企業、短期経済

観測調査においては、四国４県、景況感ほぼ横

ばいとの報告がされているところでございます。 

　宿毛市に目を向けてみますと、議員が言われ

るとおり、法人市民税につきましては、税率の

引き下げ等により、減少しているものの、個人

市民税におきましては、ここ数年、納税義務者

数は横ばいで推移しながらも、総所得金額、中

でも給与所得金額がふえていることが、税収入

の増加につながっておりまして、市内の景気は

堅調に維持されている状況が見受けられると

思っていいのではないか、そのように思ってお

ります。 

　ただ、実感として、まだまだ職種、業種に

よっては、厳しい状況が続いているものと認識

しておりますので、今後ますますの、市全体の

活性化を図っていく必要があると考えていると

ころでございます。 

　先ほど、人口減少という話はありましたが、

ただ、仕事の場がふえていますので、仕事をさ

れる方、数は横ばいという状況ではないかとい

うふうに思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　明るい未来を感じます。

やや右肩上がりというと、格差の問題がずっと

続いているわけですので、地方は地方としても、

負けじ魂でくらいついていくというふうな気概

をもって、市の健全化に向けて、あるいは発展

に向けて、御努力いただきたいなと思っており

ます。 

　ところで、充足率について、御質問させても

らいたいのですけれども。 

　先般、尾﨑知事は、総務大臣が来県されたと

きに、人件費を削減して基金に回しているとい

うふうな発言があったやに報道されました。 

　宿毛の充足率はどんなものでしょう。 

　ちなみに、自衛官の話をして申しわけないで

すが、自衛官は充足率９３％ぐらいです、今の

ところ。それで、１００％ないと、部隊は回ら

ないのですが、実際はですね。９３％に抑えら

れているということは、財務省の人件費削減の

政策で、そういうふうになっているわけですね。 

　参考までに、宿毛市としては、１００％近い

充足率で、今、市政は運営されているのでしょ

うか。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　少し確認をしますので、

時間をいただきたいと思います。 

○副議長（山上庄一君）　この際、休憩いたし

ます。 

午後　２時１７分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　２時２２分　再開 

○副議長（山上庄一君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 
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　市長。 

○市長（中平富宏君）　その質問に対しまして

は、担当課のほうからお答えをさせていただき

たいと思います。 

○副議長（山上庄一君）　総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君）　総務課長、山本議

員の質問にお答えします。 

　定数に対する充足率は何％かという御質問で

あったかと思います。 

　条例上の定数は、市長部局以外も含めて、現

在４３８名となっております。それで、現職員

数については、３０７名ということで、単純に

これを充足率という形で計算しますと、７０．

０９％にはなります。 

　ただ、定数条例については、上限を定めてい

るものでして、国におけます、毎年、定数管理

につきましては、宿毛市の２８年４月１日現在

で、一般行政職の宿毛市の定員数の標準規模に

ついては、国の１７０名に対して、宿毛市の一

般行政職員は２１５名となっております。差引

で、単純で４５名、国のモデルとする人数より

４５名、現在多いような状況です。 

　これの主な原因につきましては、直営である

公立の保育所を多く抱えているということと、

県内唯一の離島を抱えて、職員配置をしないと

いけないという事情が、大きく影響している状

況でございます。 

　以上です。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　総務課長、御出座あり

がとうございました。 

　今、御説明いただいたところをかいつまむと、

１００％は切っていませんよということでよろ

しいですかね、理解としてはね。 

　それはそれでいいんですけれども、人件費を

落とすために、充足率を下げますと。基本的に

残業時間がふえて、労働環境は悪化するんです

ね。そこら辺のことを鑑みて、なるべく定数ど

おりの運用をされたほうが、よろしいかと思い

ます。 

　自衛隊の船も、海幕等を入れて、上級司令部

のところは本当に雑多な仕事をやっていますの

で、１２０％ぐらいの充足率で、精いっぱい

やっているんですね。 

　ところが、その分、部隊の船は充足率７５と

か８０なので、３直編成が組めない。１週間の

戦闘したら、隊員がくたくたになるというふう

な状況になっていますので、なるべく財務省出

身の尾﨑知事も、人件費を削減せずにやっても

らえれば、高知県もスムーズにいくんじゃない

かと思いますが。余談です。 

　もう一つ、宿毛の経済状況について、直結し

た話ではありませんが、最近、カメラ大手の某

社は、海外に展開していた事業、生産工場等を、

全て国内に引き上げるという方針を決定された

ようです。 

　豊後水道の対面の県にもってくるような話を

お伺いしました。 

　これは、海外での気候変動による洪水等の災

害や、宗教対立等にくる紛争、そこら辺のリス

クが高まってきたということで、リスクの少な

い国内に引き上げるという動きが出てきたんだ

なというふうに捉まえておるんですけれども、

この動きが、その一つの企業だけではなくて、

多くの企業がそういうふうになってきますと、

我々と申しますか、市が今やっております企業

誘致も、新たな視点を持って、これを取り組む

必要が出てくるのではないかなということで聞

くわけです。 

　航空輸送に依存でき得る軽薄短小の製品の工

場等は、空港の近くが最適なわけですけれども､

重々量の生産をするものであっては、船舶輸送

に頼らざるを得ないということになりますので、

しめたと。宿毛には４万トン岸壁があるぞとい
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うことで、地の利を得たりということになろう

かと思います。 

　以前、質問を兼ねて紹介いたしました日本プ

ロジェクト産業協会、いわゆるＪＡＰＩＣの海

底資源事業化委員会の提案だと、平成３１年度

から海底資源の掘削の事業展開が、あるいは事

業展開に向けた実証作業が始まるという線表が

引かれておりますので、以前、ここら辺にはア

プローチかどうかという御提案を申し上げた記

憶があるのですが、多分、まだ行かれていない

と思います。 

　しかしながら、あらゆる可能性を考えて、当

たって砕けろの精神がないと、この誘致活動は

なかなか成就しないだろうと思います。 

　中長期の、先ほど言いましたような企業が

返ってくるというふうな方向性が、もし見定

まったならばということも踏まえまして、今後

の中長期の企業誘致活動にどんなビジョンをお

持ちか、お知らせください。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　本市の宿毛湾港工業流通団地への企業誘致の

取り組みにつきましては、県、市が一体となっ

て、これまでも取り組んでいるところでござい

まして、大変厳しい状況ではございますが、本

年７月には水産加工業の株式会社土佐西南丸の

進出が決定をし、来年３月には操業開始が予定

をされているところでございます。 

　今後におきましても、引き続き、企業誘致に

取り組んでまいりますが、山本議員からの生産

拠点を、海外から国内に戻す企業の誘致との御

提案も、今後の取り組みの参考にさせていただ

きたいと思います。 

　当たって砕けろというお話もありました。企

業誘致だけではなくて、いろいろなことに、現

在、当たっているところでございまして、議員

御指摘の点についても、しっかりと取り組みを

してまいりたい、そのように思っているところ

でございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　宿毛市のポテンシャル

なところを存分に引き出して、高めてまいりま

しょう。 

　次に、機構と安全保障について、質問してま

いります。 

　２００６年に、最初に言い出したのは英国の

外務大臣の方が、気候変動の影響が、安全保障

に影響するという論文といいますか、国連での

ステートメントの端緒としております。 

　すなわち、対策をとらなければ、気候変動に

よる干ばつ、砂漠化による食糧難等から、大量

の移住や内戦が起き、世界情勢は予想不可能な

状態になるという見通しを出した米国人の報告

書があります。 

　チュニジアで起きた民主化運動、御存じのと

おりですが、２０１０年から１１年のアラブの

春と呼ばれた運動も、気候変動に伴う洪水、干

ばつ、熱波による食糧不足が民衆発起につな

がったといわれています。 

　さて、地球は１０万年単位で、氷期と間氷期

を繰り返しておりますけれども、大気中のＣ

Ｏ２濃度は、氷期は１８０ＰＰＭと低く、間氷

期は２８０ＰＰＭぐらいだそうですが、人類が

産業革命で得た知識からは、このＰＰＭはふえ

続け、現在は４００ＰＰＭまでふえているそう

です。 

　地球温暖化は、日本でも影響が出始めており

ます。台風の勢力は、海水温が２５度までは発

達してくるというふうにいわれておりますけれ

ども、その海水温２５度の海域が北上してきて

おりまして、北緯２５度から２７度ぐらいまで、

約１２０マイルぐらい北限といいますか、２５
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度の海域が上がってきたと。 

　これは何を意味するかというと、勢力を増強

しつつ、あるいは保ったまま、台風が沖縄のみ

ならず、九州、四国方面にも接近する可能性が

高くなったということであります。 

　また、北海道では、逆においしいお米がつく

れるようになったと言われていますけれども、

他方、九州では、稲が実らない、不稔という現

象が起きているようです。 

　宿毛のことしの米も、１反当たり７俵ぐらい、

いつもとれていたところが５俵ぐらいになった

という、農業者からのお話も聞きました。 

　これも、温暖化の影響といいますか、気候変

動による影響が出始めているのではないかなと、

危惧しているところであります。 

　また、水温の変化は漁業にも影響が出るで

しょうし、氷河が溶けて海面が上昇するという

流れが続きますと、海抜１メートルぐらいしか

ない東京の歓楽街や、大阪の街なんかは、完全

に水没をする可能性もできるわけですね。 

　南の島々だけではない状況です。それから、

海岸を持つ宿毛市としても、高潮警報の注意が、

今まで以上に高まってくる。脅威が高まってく

るというふうに認識できるものと思っておりま

す。 

　この地球温暖化に対して、これは国レベルの

話ではありますが、宿毛市としては、どんな取

り組みがあるか、どんな計画があるかをお知ら

せください。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　議員御指摘のように、近年、気候変動により、

農水産物や、そして台風の勢力など、自然環境

や生活環境にさまざまな影響があるものと考え

られております。 

　一方、国連気候変動枠組条約第２１回締結国

会議、これＣＯＰ２１でございますが、こちら

で採決されたパリ協定などを踏まえ、政府は我

が国の地球温暖化対策を、総合的かつ計画的に

推進するための計画である地球温暖化対策計画

を、平成２８年５月１３日に閣議決定をしてい

ます。 

　地球温暖化対策計画においては、地方公共団

体に関しても、その基本的な役割を講ずべき措

置等に関する基本的事項が定められており、１

といたしまして、地域の自然的社会条件に応じ

た施策の推進として、地方公共団体実行計画区

域施策編を策定し、実施するよう努めることや、

２といたしまして、みずからの事務及び事業に

関する措置として、温室効果ガスの排出量の削

減並びに吸収作用の保全及び強化のための措置

に関する計画を策定し、実施することとされて

います。 

　本市では、現在、市民の皆様や民間企業など

を含めた区域施策編の実行計画は策定しており

ませんが、平成２４年度を基準年度とし、宿毛

市地球温暖化対策実行計画を、第２次計画とし

て策定し、平成２６年度から５カ年で温室効果

ガスを５％以上削減することを目標として、地

球温暖化対策の推進を図っており、毎年度、排

出量を算定し、検証を行っています。 

　削減の取り組みといたしまして、エコカーの

導入推進や、新たな施設を初めとした太陽光発

電施設や、ＬＥＤ照明の導入などを進めている

ところでございます。 

　また、日々の省エネ対策といたしまして、エ

アコンの定期的な清掃や、温度設定、そして昼

休み時の消灯、グリーンカーテンの設置、エコ

通勤の日などに取り組むなど、できることから

取り組みを進めております。 

　今後も、本市における地球温暖化対策に係る

意識の向上につながるよう、努めてまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いをいた
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します。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　国のほうからも、指導

といいますか、方向性を示されているというこ

とですが、市の執行部として何ができるか。そ

れから、宿毛市全般として何ができるかという

ことを、よくよく考えていかなければいけない

時期にきたということになろうかと思います。 

　日本は、原発停止を受けまして、石炭でこれ

をカバーしようとして、約４０基ぐらいの計画

があるのですけれども、既に４基が完成といい

ますか、着工したというふうに言われています。 

　世界からは、温暖化に逆行する話になります

ので、ひんしゅくをかっているのが日本の現状

です。 

　今、市長が言われましたように、市としても、

再生エネルギーの方向性にかじを切って、例え

ば、市民の方も、かなりの数の方が購入を始め

られたようですが、電気自動車に公用車を切り

かえていくとか、そういう方向性があればいい

のではないかなと思います。 

　余計なことを申しますけれども、例えばふる

さと納税を使って、その切りかえを進めていけ

ば、納税者の方から見れば、宿毛市に貢献した

と同時に、温暖化にも寄与しているということ

で、自尊心が高まるのではないかなと思います

ので、そのふるさと納税の使い方にも、効果的

な使い方にはなるなというふうな私の意見で、

申し添えさせていただきました。 

　次に、自衛隊誘致と周辺情勢ということで、

ちょっと長くなりますが、お聞きください。 

　北朝鮮情勢は緊迫度が増してまいりました。

在韓の日本人は、約６万人、韓国におるといわ

れております。 

　同盟国のアメリカ人が約３万人、我が国が最

初に取りかかる命題は、この９万人の命を、ど

うやって引き揚げさせるかということですね。

安全な場所に移すかというのが、大きな、我が

国の命題になろうかと思います。 

　ＮＥＯのノンコンバタントイベキュエイショ

ンオペレーションという言葉があります。これ

は、さきにＪアラートを６月に、早目に出させ

てもらいましたけれども、それと同じように、

今後着目される言葉ですので、片隅に置いてお

いてもらいたいと思いますが。 

　非戦闘員の救出作戦といいますか、そういう

ことであります。紛争前のかなりゆったりした

時間でありますと、民間の航空機や船舶を活用

して、韓半島から引き揚げさせるということに

なろうかと思いますが、引き上げてもどこに収

容するのかというのは、非常に大きな命題なわ

けですね。 

　あちこちの体育館を活用しなければいけない

とか、例えば九州全土の学校の体育館等を活用

しないと、これは収容できないのではないかな

というふうな感じではあるんですけれども、そ

ういう救出活動が大事なんです。 

　それから、紛争間近になりますと、これは民

間の航空機、あるいは船舶での救出は、もう困

難です。危険度が高いということで、これは軍

作戦になってくるわけですね。 

　そのような紛争状態下では、軍の行動になろ

うとは思いますけれども、ここで考えなくては

いけないのは、そのような時代になると、難民

が出てくるわけです。 

　我が国、あるいは同盟国、あるいは友好国の

人間だけではなくて、韓国の人たち、あるいは

北の人たちも、難民として入ってくるわけです。 

　したがって、自衛隊のみならず、海上保安庁

等の船舶は、全て日本海側に張りつけになる可

能性が高いと思われます。 

　私たちがここで心しておかなければならない

のは、海からのテロリストや、あるいはゲリラ

コマンドの侵入があったら困るなということで



－ 52 －

す。 

　正面に立つ、先ほど言いました海上自衛隊だ

とか、海上保安庁の勢力が北のほうに集中的に

行きますと、手薄になってしまうわけです。 

　江戸時代の寛政時代に三奇人の一人で林　子

平というのがいるのですけれども、これの「海

国兵談」という書物の中に、海は攻めがたきも

あり攻めやすくもある。攻めがたきの代表は、

元寇の役で、二つの役が、全て、台風で船が難

破したということで、我が国は助かったわけで

すけれども。攻めやすきは、例えば順風に乗っ

てきますと、東シナ海、わずか一日で来るわけ

ですね。昔の時代でも。 

　ですから、海には両面があるわけですけれど

も、海を抱える自治体としては、海から来る可

能性のあるものに対する備えも、心構えとして

は持っておかなければならないのではないかと。 

　昭和５９年、６０年、私の経験したことです

けれども、日向灘沖で不審船が発見されました。

片一方の船のほうには、日本船舶の漁船の名前

が書いてあるのです。反対側には、ハングル文

字が書いてあるんです。同じ船ですよ。 

　この船、変だぞということで通報したのは、

漁業の方です。 

　これが海上保安庁に通報して、海上保安庁が

これを追跡始めました。 

　外務省、私いたんですけれども、これどうす

るかということで、国の方針を聞くということ

で、海上保安庁から来たんですけれども、外務

省は、直ちに拿捕ということで指示を出しまし

たけれども、当時はまだスティンガンを持って

いたら、打たれたらやられるということで、接

近をしては離し、接近をしては離しということ

で、とうとう逃げられてしまったですけれども、

そういう事案が、そういった防備する、なく

なったときには、来る可能性があります。 

　今言いましたように、情報の共有は、これは

沿岸海域にいる人たちは、同じ情報下に入った

ほうがいいだろうというのが私の意見でして、

市や警察、海保、漁協、これらの間で情報を共

有できるネットワークを組んでおく必要が、僕

はあるなと思っているのです。 

　これは、私が名前をつけたのですけれども、

ローカルエリアインフォメーションネットワー

クといいまして、全国の話ではありませんが、

沿岸を持っているところでは、同じ情報を共有

しておきましょうよということをしておったほ

うが、そういった情報がお互いに連携プレーが

とりやすいですので、いかがなものかと提案し

ますけれども、どうですかね。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　非常に、どうお答えをしようか考えながら、

立たさせていただいておりますが。 

　いろいろと詳しい情勢等の説明もいただきま

した。また、私自身も、北朝鮮の情勢など、非

常に日本周辺におきましても、緊迫した情勢も

続いているというふうに思っておりますし、ま

た、海からの、いろいろな、海に接した自治体

だからこそ、いろいろと気をつけないといけな

いことに関しても、今、いろいろ御説明をいた

だきました。 

　ローカルエリアのインフォメーションの、そ

ういった自治体同士の、これからともに取り組

んではどうかということでございます。そう

いったことも含めまして、いろいろとこれから

調査研究もしながら、また取り組みもしていき

たいというふうに思います。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 

○５番（山本　英君）　実は、防災の観点でも、

これは非常に有効に、役に立つようなネット

ワークになるかなと思っています。 
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　実は私、現役のころは、徳島で知事から相談

を受けて、この提案をしたことがありまして、

徳島は多分、つくったのではないかなと思うの

ですけれども。海岸線沿いのエリアについてで

すね。 

　参考までに、気にとめておいてもらえればあ

りがたいなと思います。 

　最後に、幡多地方の周辺自治体での自衛隊誘

致の話が、ちょっと仄聞しましたので御紹介し

ますと、まず、市民レベルの話ですので、我々

のように議員活動と言いますか、それもありま

せんし、市の執行部も一体となった動きではあ

りませんが、陸上自衛隊を誘致する、したいと

いう方向で検討されている市民の方々が出てこ

られたというふうに聞いております。 

　それはそれで、立派な話なのですけれども、

それは、ここら辺に来てもらえればいいなとい

う、場所も含めて検討し始めたということであ

ります。 

　多分、その方々は、我々が三自衛隊の方向に、

誘致にかじを切ったことを御存じないのではな

いかなとは思われるのですけれども。 

　我々は最初、海上自衛隊の誘致ということで

立ち上がりましたけれども、今や陸・海・空を

含めて、可能性のあるところは来てもらいたい

ということで、自衛隊の誘致ということでやっ

ておりますので、それはそれで御理解いただき

たいなとは、あえてここで発言するわけですけ

れども。 

　私たちも、ある種、これぐらいの部隊に来て

もらえればいいなという規模ですね、それから

場所の検討、これも含めて、具体的な話のビ

ジョン、テーゼを示せれるようなものをつくっ

ていく時期に来たのではないかなと思っており

ます。 

　防衛省のほうが、仮に宿毛の立地条件に乗じ

て、ここに、じゃあ展開するよということにな

れば、そこで我々の希望と向こうの思惑との

キャッチボールが始まるわけでして、そういう

ことで、ある種の、自分たちのビジョンみたい

なものを、明確につくり上げていっていたほう

が、いい時期に来たのではないかなと、勝手に

思っております。 

　質問の落としどころが非常に難しいのですけ

れども、ここら辺どうですか、もうちょっと具

体的な方向で検討してまいりませんか。 

○副議長（山上庄一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　まず、自衛隊誘致の明確なビジョンについて

示す必要があるのではないか。また、そういっ

た時期に来ているのではないかという御質問で

ございますが、これまでの議会でも答弁をさせ

ていただいておりますように、現時点で誘致の

可能性があるのか、あるいはどのような内容の

ものを誘致できるのかなどを含めて、白紙の状

態でございます。 

　相手方のほうから示されるということもござ

いませんし、そういった現状の中で、現時点で

は、本市からビジョン等をお示しする段階では

ないというふうに、私のほうは、今、判断をし

ているところでございます。 

　なお、四万十市の民間団体における自衛隊誘

致の取り組みにつきましては、私自身承知して

おりませんが、本市におきましては、これから

も国の動向を注視しつつ、これまでと同様に、

執行部と議会が一体となって、要望活動等に取

り組んでまいりたいと考えておりますので、ま

たそういった時期、またそういった話があれば、

議員の皆様方ともお話をしながら、対応してま

いりたい、そういうふうに考えているところで

ございます。 

　以上でございます。 

○副議長（山上庄一君）　５番山本　英君。 



－ 54 －

○５番（山本　英君）　そのときは間もなく来

ると思いますが。 

　まだ時間がたっぷりあるので、しゃべります

と、まず海上自衛隊の誘致にしても、やはりこ

こで調達能力のある機関、部隊が来てもらいた

い。要するに、食料の調達、燃料等の調達をし

て、大型船が入ってきても、それに補給できる

体制。そうすると、いながらにしての地産外消

につながっていくということで、そういう基地

隊レベルと、私は申し上げて、今までもお示し

したことがあろうかと思いますのが、最低、そ

れぐらいのレベルの海上自衛隊が来てくれたら

うれしいなと。 

　それから、陸上自衛隊については、中隊レベ

ル、２００名程度が来てくれてたら、初動の防

災にも大いに寄与していただけるのではないか

なと思いますし、そのためには、運動公園のと

ころが防災拠点になるわけですから、その近辺

に駐在してもらえれば、非常に速効の部隊にな

るのではないかなというふうなイメージは、私

は持っています。 

　空のほうは、航空基地をつくらないといけな

いので、それは軽々にできる話ではないのです

けれども、どこが適地があるのかなというふう

な模索をしておくということも、これまた、そ

ろそろのころになろうかと思います。 

　いずれにしても、宿毛の浮沈をかけた政策に

なりますので、市と議会が一体になって頑張っ

てまいりましょう。 

　質問を終わります。 

○副議長（山上庄一君）　お諮りします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○副議長（山上庄一君）　御異議なしと認めま

す。 

　よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

　本日は、これにて延会します。 

午後　２時５３分　延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０４分　開議 

○議長（岡﨑利久君）　これより本日の会議を

開きます。 

　この際、議長より報告いたします。 

　地方自治法第１８０条第２項の規定による市

長の専決処分事項の報告につきましては、お手

元に配付しているとおりであります。 

　昨日の教育長の一般質問答弁について、会議

規則第６５条の規定により、その一部を訂正し

たい旨の申し出がありましたので、この際、発

言を許します。 

　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、議長のお許

しをいただきましたので、昨日行われました６

番、髙倉議員の英語教育に関する一般質問に対

して、私が答弁をいたしました内容のうち、一

部を訂正させていただきたいと存じます。 

　英語教育に関する御質問に対して、新学習指

導要領の全面実施に当たって、中学校では、時

間数の増加や、指導する単語数の増加が示され

ていると御答弁申し上げましたが、正しくは、

時間数の増加は予定をされておらず、単語数の

増加のみが示されておりますので、訂正をさせ

ていただきますよう、お願いを申し上げます。 

　よろしくお願いをいたします。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　ただいまの申し出のと

おり、教育長の発言訂正については、議長はこ

れを許可いたします。 

　日程第１「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　おはようございます。

１番、川田栄子、一般質問をさせていただきま

す。 

　私の最初の質問は、子ども食堂のコーナーに、

問題を抱えている子供たち、また子育て中の親

の相談に対応し、解決、また支援できるための

子供相談室の設置について、お伺いいたします。 

　子ども食堂については、広く関心を持たれて

おり、今は全国で３００カ所、そのうちの２８

５カ所がここ２年間の開設という広がりであり

ます。 

　なぜ子ども食堂が全国的な広がりとなってい

るか、子ども食堂については、必要だから動い

ている人がいる、この認識が重要であります。 

　保育園、学校、地域には、さまざま問題を抱

えているのに、現場の職員や地域住民、そして

政治家もそうでありますように、同じ現実を見

ても、問題と思う人と思わない人がいます。問

題に早く気づくことが重要であります。 

　子育て中のお母さんが、老人の事業は多いけ

れども、子どもを巻き込んだ事業は少ない。子

供たちを育てようと動いているお母さんがい

らっしゃいます。 

　地域元気クラブは、今、２８カ所で行われて

おりますが、子供を巻き込んではどうかと考え

ております。 

　また、さまざま考えてください。 

　そして、リタイアしたシニアの方には、豊富

な経験を子供たちに、子ども食堂が必要だねと、

仲間の力をかりながら、お役に立ちたいとの思

いで出発いただいた方がいらっしゃいます。 

　多くの犠牲を払っている、御苦労なさってい

ることであろうとは思いますけれども、毎回、

多くの親子が来てくれる、笑顔が彼女の力のよ

りどころとなっております。 

　県も、推進と支援をしており、人が集まるこ

とで大変でしょうけれども、必要です、継続を

してくださいと、背中を押しています。 

　今回、子ども食堂について、職員と話す中で、

子ども食堂は、民間のしていることだからと、

距離を置く、冷めた言葉が複数の職員から聞か



－ 58 －

れました。 

　子ども食堂の実態に触れて、共通認識を持た

なくてはと考えております。地域の大人が、子

供に無料や安価で食事を提供する、民間初の取

り組みです。 

　貧困家庭や、孤食の子供に、食事や団らんを

提供して、安心して過ごせる場所として始まっ

た、日本の社会活動であります。 

　子ども食堂は、全国の３００カ所の半数が無

料で取り組んでおります。それは、皆様承知す

るところでありましょう。そうした活動は古く

からありますが、子ども食堂という名前が使わ

れ始めたのは、２０１２年からのことで、最近

は地域の全ての子供や、大人、住民も交流して、

対象を限定しない食堂がふえています。 

　２０１２年に立ち上げた最初の方のきっかけ

は、朝御飯、晩御飯を当たり前に食べられない

子供の存在を知ったことだと話されていました。 

　広がり続ける子供の貧困に、心を痛めている

人は多くいらっしゃいます。親の責任だと非難

していれば、子供たちの状況も改善するという

わけでもありません。 

　少子化が進む中で、子供世代の貧困率は増加

をしております。日本の将来にとっても、大き

な影響を懸念いたします。 

　２０１２年ごろより、マスコミで多く報じら

れ、動きが活発化し、孤食の解決、子供と大人

たちとのつながりや、地域のコミュニティーの

連携の有効な手段として、日本各地で運動が急

増しています。 

　そして、幾つもの課題が見えてくる場所と

なっております。子供たちが放課後、自宅以外

で過ごす場所として、公的施設が使われる場合

も多いが、個人や、協力してくれる人たちの世

話になっているところも多くあります。 

　今は子供だけでなく、地域の住民と、交流の

居場所づくりとして、子供から中学生、老人と、 

世代を超えた場所となっております。 

　地域が子ども食堂ネットワークになり、地域

の拠点になることは、地域の活性化に子供を核

とした地域づくり、まちづくりへと期待の広が

るところであります。 

　この林邸が、行き場所がなかった子供たちや、

高齢者の交流が始まり、地域のおばあさんが、

ゆっくりした赤ちゃんへの読み聞かせなど、ま

た、日ごろ学校では体験できない、いろいろな

伝統文化を、子供たちに高齢者が教えたり、教

育長も、子供たちから、竹トンボおじさんと呼

ばれるようになってほしいものだと思っており

ます。 

　児童福祉法は、児童の福祉を保障するための

原理であり、児童の福祉を保障するための法律

であります。 

　子供の健全な育成、児童の福祉の保障と、積

極的な増進を基本精神とする総合的な法律であ

ります。 

　このことは、皆さん承知するところでありま

す。先進国の中では、突出して相対的な貧困状

態にある子供が多い日本、特に大人が一人の世

帯では、相対的貧困率５０．８％に達しており

ます。 

　県内における子ども食堂は、４９カ所設置さ

れていて、県の重点政策にも盛り込まれていま

す。 

　子ども食堂のさらなる充実につなげて、子ど

も食堂の運営者や県職員らが集まり、意見交換

会が、先日行われました。来年２月にも、運営

者等を対象にした会をもち、来年度の子ども食

堂の具体的なあり方について、話し合いを進め

る方針と聞いております。 

　県の子ども食堂の理念としては、経済的に厳

しい環境かどうかは、限定はしていません。限

定すると行きにくいので、誰でも、地域の大人、

住民、保護者、地域のいろんな取り組みとして、
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居場所づくりをしているとのことであります。 

　つながりを持てるところを広めていく、まず

いろんな人に来てほしい。人が集まることが、

今、必要。１年も満たない食堂、１年の経過し

た食堂、いろいろありますけれども、登録をす

れば補助金を出すので、継続は大変でしょうが、

と県のほうはお願いしているというお話が聞か

れました。 

　当市としても、民間がしていることだからと

の話ではありません。居場所づくりであると認

識を持つべきではないかと考えます。 

　当市では、就学援助を受けている小学生は、

全児童９７２人のうち１６３名、１６．８％で

あります。中学生は、４５５人のうち２６５名、

５８．２％支援を受けています。 

　全ての子供に対し、行政と地域が連携し、み

んなで応援する。誰ひとり見捨てず、支える、

支援は早期に、継続的にすることが重要であり

ます。 

　子ども食堂は、ブームのようでもありますが、

これからは実際の課題に向き合っていく時期に

きております。 

　行政の政策で、予算をどこに振り分けるかは、

選択と集中であります。 

　子供については、あれかこれかではなく、あ

れもこれも必要であります。子供の貧困という

のは、子供を貧しさに追いやっている政治の貧

しさのあらわれともいえます。しっかり、子供

施策に予算を投じた結果として、人口は増加、

税収も上がっていく、子供にしっかりと金を使

うことは、まちの未来に投資であります。 

　予算をシフトすることで、子供たちは救われ

るとなるはずであります。 

　子ども食堂と連携して、子供相談所を設置し、

子供の危機に早く気づける拠点としていくこと

が、重要と考えます。 

　市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　川田議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　るる子ども食堂についての考え方を、御説明

をしていただいたというふうに思います。 

　少し、答弁の内容がずれているかもしれませ

んが、ずれていたときには、また言っていただ

ければ、また答弁をしたいと思います。 

　まず、子ども食堂につきましては、現在、民

間の団体でありますこども食堂ゆめが、月に１

度のペースで、同じく民間団体のワールドスマ

イルが開催する読み聞かせなど、親子参加のイ

ベントとタイアップをして実施されていると、

そのように把握をしているところでございます。 

　実施場所は、市内量販店の空きテナントを使

用されておりますが、林邸が完成した際には、

施設のスペースを利用して、同じように、親子

参加のイベントと、子ども食堂の実施が可能か

との相談を受けているところでありまして、利

用目的や、施設設備が対応可能な内容の催しで

あれば、問題なく使用していただけるというふ

うに考えているところでございますし、また、

先ほどお話もありましたが、子供たちの居場所

づくりとしての認識を持つべきというお話もあ

りました。 

　そういった意味で、そういった認識も当然

持っておりますので、こういった事業を、ぜひ

一緒になってやっていければというふうにも考

えておりますので、そういったお話を、これか

らも進めていきたいと考えているところでござ

います。 

　その上で、子ども食堂開催時における子育て

相談室の話は、よろしいですか。説明しても。 

　済みません、子育ての相談員の設置について

ということで、お答えをさせていただきます。 

　子育てにかかわる悩みは広く、またそれを

キャッチできる窓口は広く持っておくことが理
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想であり、行政の責務であるというふうにも考

えているところでございます。 

　その考えのもと、今年度、宿毛市では庁内に

すくすく子育て応援エリアを設置し、母子手帳

交付時や、保育係での窓口、また家庭児童相談

室などによる対応を推進してきているほか、従

来より、和田に地域子育て支援センターを設置

し、子育てに関するさまざまな相談に対応して

きた経過があります。 

　現在、民間の催しとして実施されている子ど

も食堂に対し、相談員などを設置するかにつき

ましては、市が行っている従来の事業とも比較

精査した上で、検討が必要であると考えますが、

民間活用の視点からも、各相談機関へとつなげ

られるような啓発パンフレットの配布や、また

母子保健推進員に御協力いただくなど、子育て

支援の強化案として、検討してまいりたいとい

うふうに考えておりまして、いろいろなところ

で、子育てについてのお話、悩みも含めたいろ

いろな話が聞ける、そういった機会になるので

はないかというふうに考えておりますので、ぜ

ひこういった場所でも、どういったことができ

るか、検討をしてまいりたい、そのように思っ

ているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　今、市長がおっしゃら

れましたワールドスマイルのことにつきまして

は、子ども食堂を側面から支援をしているとい

うところのようでございます。子ども食堂は、

また別の方が立ち上げておられるということで

ございますので、そういう横の連携なんかも広

めていく状態には、あるようでございます。 

　子供を守る仕組みを整えていくことが、重要

だと考えます。 

　次は、衆議院選挙における無効投票について、

お伺いいたします。 

　明治時代から数えて４８回目の衆議院選挙が

行われました。選挙権が引き下げられ、新有権

者にとっては、初めて政権選択の選挙でありま

した。どういう国になってほしいか、将来の暮

らしや地域の安心安全をどう描くか、それぞれ

考えをめぐらせ、１票を投じてほしいと願って

おりました。 

　選挙権が引き下げられたことは７０年ぶりで、

新たに２４０万人が加わりました。有権者の広

がりは、多様な民意の反映につながると期待す

るところであります。 

　防災、医療、保健、介護、教育と、予算の方

向性、予算の配分、個人の負担をどうするかな

ど、衆議院選挙は、有権者がその役割を託す政

党を選び、政権の形を決める選挙となる衆議院

選挙でありますが、前回の宿毛市投票率は６１．

２５％でした。有権者は１万８，０１９人、投

票者は１万１，０３７人でありました。棄権者

は６，９８２人となっています。このうち、無

効票は小選挙区で１８８票、１．７％、比例区

で６５７票、５．９５％であります。 

　小選挙区無効票１８８票のうち、白票が８１、

政党名を書いたのが４３票、その他となってい

ます。 

　比例選挙区では、６５７票の無効票のうち、

白票３６７票、候補者名を記入したのが１６０

票ありました。 

　隣接市町村では、土佐清水市、小選挙区で１

６４票、比例区で５７２票。四万十市では、小

選挙区で３３８票、比例区では１，０１６票と

なっております。 

　白票には、政治への不信もありましょうが、

選挙権を放棄しては、何も変えられない。１番

の投票先が見つからなければ、２番でいく、こ

のことが白票よりはましと、政治への意識を持

ち、権利の放棄とならない選択をと願っていま

す。 
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　日本では、公職選挙法での投票での効力は、

公職選挙法第６８条で定められており、法律に

反した投票は無効になります。 

　候補者以外の氏名を記入した場合、比例区は

政党名以外は認めれません。氏名以外の情報を

記載した投票など、ほか、無効になることもあ

ります。 

　無駄にしたくないこの１票、対策をお伺いい

たします。 

○議長（岡﨑利久君）　選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（土居利充君）　選挙

管理委員会委員長、１番、川田議員の一般質問

にお答えします。 

　本市における無効投票の結果といたしまして

は、川田議員が御指摘のように、小選挙区で１

８８票、比例代表で６５７票であります。 

　これを、無効投票率であらわしてみますと、

小選挙区で１．７０％、比例代表で５．９５％

となっておりますが、近隣の市町村と比較して

も、決して高い数字ではないと考えております。 

　ちなみに、四万十市では、小選挙区で３８８

票、無効投票率１．９０％。比例代表では、１，

０１６票、無効投票率５．７０％。土佐清水市

では、小選挙区で１６４票、無効投票率１．９

４％。比例代表では、５７２票、無効投票率６．

７６％の無効票となっております。 

　本市における無効投票の内訳を見てみますと、

小選挙区では、白票が８１票、これは全体の４

３％に当たります。比例代表では、３６７票、

全体の５５．８％であり、この選挙結果は、両

選挙とも有権者が支持したい候補者や、政党が

なかったという意思表示のあらわれでもあると

も考えられます。 

　対策といたしましては、三つの投票が同時に

行われますので、有権者が戸惑うことのないよ

う、選挙事務に従事されます方々に対して、選

挙の際には、期日前投票所、当日行われます各

投票所とも、まず小選挙区の投票を済ませた後

に、比例代表と国民審査の投票をしていただく

ように決定をしております。 

　また、投票用紙を渡す際にも、小選挙区にお

いては候補者名を、比例代表においては政党名

を記載していただくよう、これからも丁寧に説

明していきたいと考えております。 

　投票は本人の意思を尊重するものであります

ので、白票をしないようにお願いすることは、

困難なことであります。 

　しかしながら、無効投票を少なくすることは

大切なことでありますので、選挙管理委員会と

いたしましては、今後も引き続き、投票の方法

や、投票用紙の交付順序などを徹底し、また選

挙啓発をする中で、候補者の方々の政策に関心

を持っていただき、多くの有権者が投票所に足

を運んでいただけるような環境づくりに努めて

まいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　選挙権は幸福探しの権

利ともいわれております。無駄にしたくないこ

の１票、対策をお願いいたします。 

　続きまして、主権者教育について、お伺いい

たします。 

　主権者教育の推進と継続について。 

　かつて、国会のほうでは、投票率が低いと、

自分たちに有利だからと言われる言葉も聞かれ

て、非難を受けたものでした。 

　私が以前、主権者教育の質問に、教育長は、

キャリア教育の中で行っていくとの答弁であり

ました。大人も政治離れしていく中で、投票率

も低迷している状況であります。このまま何も

しなければどうなるか、対処するとどうなって

いくか。社会全体の主権者意識を高めるために

も、教育の力をかりることが重要ではないかと

考えます。 
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　主権者教育に頼ることで、少しでも投票率の

向上、権利の遂行とならないかであります。 

　教育は、時間がかかりますが、結果は出てい

ます。 

　生徒の中で、授業で先生がいろいろ教えてく

れて、学校全体が盛り上がった。 

　また、出前授業を受けた中学生は、知らな

かった選挙の仕組みを学べた。自分たちの１票

が、未来をつくる政党の政策等に関心を持ち、

比べたいなどと声が聞こえています。 

　投票行動論が専門の、高知大、遠藤教授は、

初めての投票経験は非常に大事で、その後の習

慣として身につきやすい。そういう意味でも、

学校での主権者教育は効果があると話されてい

ます。 

　主権者教育の努力で、社会全体の機運が高め

られて、全体の底上げとなることを期待すると

ころであります。 

　主権者教育に関する調査で、２７、２８年度

に選挙管理委員会、１，９６３団体の調査では、

高校生における出前事業の実施校が約３０倍、

受講生は約５０倍になるなど、選挙管理委員会

が新たに主権者となる高校生に対し、主権者教

育に一層取り組んだ成果となっております。 

　高校で政治や選挙に関する授業を受けた人の

授業は、受けてない人に比べ、７ポイント高い

結果であります。 

　宿毛高校では、昨年、選挙のビデオをつくり

ました。ことしは県教委の要請があり、去年の

データを渡して、有権者の権利、期日前選挙、

選挙違反等の教材を４月に配布した。 

　そして、総務省からも、私たちの開く日本の

未来などのビデオを参考にしているとのことで

あります。 

　公民の授業も行っております。宿毛工業高校、

授業として自治問題、公民の仕組みを学んでい

る。そして、今年度、１年生の１月には、模擬

投票を県の方に、ともに主権者教育として行っ

ていく、ということであります。 

　高校生段階では、現実の政治的事象を題材と

したリベートや、学校外部との連携は、外部者

の専門的説明を有するものから学べて、興味を

持ちやすいので、生徒の関心も高めて、効果的

であります。 

　１８歳選挙の導入は、主権者とは、この問い

かけを学校現場で学ぶ機会を広げました。 

　自分たちのことは自分たちで決めるという、

民主主義の意義を広く将来世代にどのように根

づかせていくのか、積極的に主権者教育が行わ

れていくことで、投票率が世代別で最も低い、

２０歳代の投票率向上につなげるためにも、主

権者教育の推進と、継続の必要性であります。 

　対策をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　この際、休憩いたしま

す。 

午前１０時３２分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３５分　再開 

○議長（岡﨑利久君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　先ほど、高校生の例を

挙げましたけれども、中学生から、小学生から、

順につながっていって、主権者教育へと芽生え

ていくものでありますので、高校生の中でこう

いうような状態、突然ここ２年のうちに主権者

教育が１８歳からとなりましたので、全体的に

低年齢化をして、主権者教育と取り組んでいか

なければならない、今の状態の中では、高校生

が取り組んでいるという状態は、このことです。 

　だから、現実としては、市として、小学生、

中学生に対する主権者教育をどのように広げて

いくか、そのことを質問をさせていただきます。 

　よろしくお願いいたします。 
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○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、１番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

　小中学校における、主権者教育についての御

質問をいただきました。 

　昨年８月に実施されました参議院議員選挙か

ら、議員や首長の選挙権が２０歳から１８歳に

年齢が引き下げられて以来、本年１０月に実施

されました衆議院議員総選挙を含めて、国政選

挙や地方の首長や議員の選挙に、１０代の若い

世代が選挙権を行使されているのは、御案内の

とおりでございます。 

　若い世代が選挙権の意義を自覚をし、自分た

ちの国のありようについて真剣に考えていくこ

とは、大変重要なことであり、そのための主権

者教育も大切であるというふうに認識をいたし

ております。 

　小中学校におきましては、社会科や総合的な

学習の時間を使って、選挙について触れるなど、

子供たちが選挙を身近に感じられるような取り

組みを行っているところでございます。 

　また、議員からもお話ありましたように、宿

毛市が学校教育の重点施策として位置づけてお

りますキャリア教育を進めていくことで、子供

たちが自分の将来の姿や方向性を考える中で、

社会に関心を持つことは必然的であると思われ

ますし、社会の一員として、選挙権も含め、み

ずからが果たす役割等についても、意識をして

いくものというふうに考えております。 

　そのことが、主権者教育にもつながっていく

ものと考えておりますので、今後も引き続き、

キャリア教育の推進にも取り組んでまいりたい

というふうに考えております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　主権者教育に、市民に

最も身近である市議会議員の仕事を理解をして

もらい、より身近な存在に感じてもらう議会と

しても、高校生を対象とした議会報告会など、

議会としての交流を通じて、身近な存在である

ことを知ってもらうなど、私たち議会も新たな

役割として、主権者教育がよりよいものになる

よう、関係機関が連携協力していくことが重要

ではないかと考えております。 

　次、主権者教育について、家庭の役割につい

てお伺いいたします。 

　主権者教育の場は、学校だけではありません。

若者の声として、投票には行きません。親も多

分、行っていないと思います。学校で政治の話

はしない、自分の周りには、投票に行くという

文化がない。選挙を報じるテレビを見ても、投

票について会話はなく、親も選挙には興味がな

く。そのような声が多く聞かれています。 

　また、子供のころに、親と投票に行ったこと

のある人は、行ったことのない人と比べ、投票

した割合が高いという結果も出ています。 

　親の投票行動が、子供の将来の投票行動に影

響することが明らかとなっています。 

　選管では、親と同伴で投票所に子供を連れて

いくのはオーケーということであります。子供

の段階から、みずから考え、判断する学習は重

要でありますが、そのためには、各年代に応じ

て、身近な問題から社会問題を題材に、学校や

選挙管理委員会、家庭、地域などの取り組みは

不可欠であると考えます。 

　参議院選挙は、県出身者の候補者がいなかっ

たことも重なり、関心の低迷がありました。し

かし、若者を遠ざけているのは、政治への日常

的な関心や、期待の低さが根底にあり、投票率

の低落傾向が続く、大人たちが模範を示せてな

い状態もあります。 

　高校入学前の子供段階における取り組みは、

他の世代に比べ、親の影響を受ける度合いが大

きく、家庭が果たす役割は大きいと考えます。 
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　なぜなら、親世代の投票率も低いことから、

親世代の意識向上も重要であり、親子向けイベ

ントや、小学校授業参観に合わせた出前講座の

実施、また小学校高学年から中学校の段階では、

４年ごとに行われる地方の首長、議員選挙につ

いて、まずは親子で選挙の話をしたり、１票の

重みを考えるなど、重要ではないかと考えます。 

　行政は、家庭にも主権者意識を高めてもらい、

役割を担ってもらうためには、どのように考え

ていくか、お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、１番議員の

再質問にお答え申し上げます。 

　主権者教育における家庭の役割について、御

質問をいただきました。 

　私が申し上げるまでもなく、子供たちの教育

は学校だけで行うものではないというふうに考

えております。学校現場と保護者や地域、そし

て教育委員会が共通認識を持ち、保護者や地域

の皆様の理解と協力をいただく中で、子供たち

の教育に取り組んでいくことによって、より大

きな成果を上げることができるものというふう

に考えております。 

　そのような意味からも、家庭の中で、子供た

ちと保護者が一体となって学ぶことは、子供た

ちの成長にとって、大きな意義があると考えて

おりますし、さらには、保護者の教育に対する

意識づくりにおいても、大変重要なことである

と考えております。 

　また、家庭の中だけではなく、小中学校での

参観日等、先ほど議員からも御指摘ございまし

たように、参観日等の行事を活用して、家庭以

外でも、親子ともども学べる場を持てないか、

今後、検討してまいりたいというふうに考えて

おります。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　４番目の介護保険事業

について、お伺いいたします。 

　まだ新しい事業ではございますが、介護予防

日常生活支援総合事業実施に伴う自治体の義

務・役割についてお伺いいたします。 

　介護保険が導入され、１７年がたちました。

全国の状況は、要介護認定者が６００万人、利

用者は５００万人を超え、介護給付はどんどん

拡大している状態であります。 

　各市町村の第６期介護保険料は、平均５，４

００円となっています。当市では、１期事業計

画では、認定者が７４１人、利用者は５８２人

でありました。２８年は、認定者１，１７７人、

利用者８９４人となっています。保険料は、２，

９００円から、現在、５，２５５円となってお

ります。このまま何も対策をせず、２０２５年

となれば、８，０００円を超えると見込まれて

います。 

　高齢者が支払う限界に達しつつあります。同

時に、介護人材の確保は困難をきわめ、人と金

で深刻な課題となっています。 

　現在、市町村は、２０２５年の地域を見据え

た第７期介護保険事業計画策定の時期でありま

す。第６期から、地域包括ケア計画として、２

０２５年までの各計画期間を通じて、地域包括

ケアシステムを段階的に構築していると思われ

ます。 

　地域包括ケアシステムは、高齢者が可能な限

り、住みなれた地域で、自立した生活を営むこ

とができるよう、医療、介護予防、住まいなど、

日常生活支援が包括的に確保される体制であり

ます。 

　地域包括ケアとしては、２０２５年に向けて、

入院から在宅復帰へ、医療保険から介護保険へ、

施設から地域へと、医療削減を目的としていま

す。 

　もっとも、６５歳未満の医療は、年間１７万



－ 65 －

７，１００円に対し、７０歳以上は９１万８，

４４０円が、全国の現状であります。 

　介護保険法が２０１５年に改正され、今後の

給付増に対し、介護保険利用の切り下げが始

まっております。 

　介護保険に対する安心と信頼が失われつつあ

ります。例えば、要支援１、２の人の８５％が

利用しているデイサービスや、ヘルパーさんが、

介護保険料から市町村事業へかわり、利用回数、

時間、内容の切り下げが始まっています。 

　介護保険法改正で、改正の根幹は民間の地区

社協などに委託するとなっておりますが、総合

的相談窓口の一元化は住民の方向性や、利便性

や、抱える課題の複合化を考えると、必要は感

じております。 

　住民の抱える課題や福祉分野だけではなく、

保健、医療、権利擁護、雇用、主要産業、教育、

住まいと多様で、責任にのっとり、独自に総合

的相談窓口を設置ではなく、社協に委託であり

ます。 

　これまで、自治体が行ってきた福祉関係の相

談や、行政サービスも外部化し、縮小されるこ

とが懸念されます。 

　これまで、自治体が直接行ってきた福祉関係

の相談や、各行政サービスの外部化や、縮小が

懸念されるところですが、包括センターには、

虐待や医療連携、また経済的困窮など、多岐に

わたる相談が持ち込まれ、保健師、社会福祉士、

ケアマネジャー等で対応となることができるか。

それをサポートするシステムは確立しているの

か、ということも気にかかるところであります。 

　その責任は市に求められますが、それら相談

は、包括センターへ相談してくださいというだ

けではないでしょうか。 

　地方自治法で、第１条の２に、地方公共団体

は住民の福祉の増進を図ることを基本として、

地域における行政を、自主的かつ総合的に実施

する役割を広く担うものとあります。 

　総合事業における行政の明確な役割をお伺い

いたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　自治体の役割ということでございます。 

　介護予防、日常生活支援総合事業における自

治体の義務や役割についてというふうに、お答

えをさせていただきたいと思います。 

　団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年に

向けまして、単身高齢者の世帯や、高齢者夫婦

のみの世帯、そして認知症高齢者の方の増加が

予想される中、要介護状態などになった場合で

も、住みなれた地域で、できるだけ自立をした、

そういった生活ができることを目指しまして、

平成１８年度から、地域支援事業が開始をされ

たところでございます。 

　その後、平成２７年度の介護保険法の改正に

よりまして、新たな介護予防、日常生活支援総

合事業の実施が義務づけられ、これまで全国一

律で提供されてきた介護予防訪問介護、及び介

護予防通所介護が、市町村が実施する総合事業

に移行することとなりました。 

　本市におきましても、平成２８年３月に総合

事業に移行し、従来の指定事業所による介護保

険サービスに加えまして、地域の多様な社会資

源を活用した、生活支援サービスを提供する体

制づくりに取り組んでいるところであります。 

　総合事業のうち、介護予防生活支援サービス

事業と、一般介護予防事業、介護用品給付事業

などの任意事業を、保健介護課で実施しており、

認知症施策や、生活支援体制整備事業を含む包

括的支援事業を、宿毛市社会福祉協議会へ委託

し、宿毛市地域包括支援センターで実施をして

いるところでございます。 

　自治体の義務や役割につきましては、業務の
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一部を委託していたといたしましても、実施主

体はそれぞれの市町村となります。保険者であ

る市町村は、高齢者の方が可能な限り住みなれ

た地域で、その有する能力に応じ、自立した日

常生活を営むことができるように、保険給付に

係る保健医療サービス、福祉サービスに関する

施策、要介護状態等になることへの予防、軽減、

悪化防止の施策、そして日常生活支援のための

施策を、医療や居住に関する施策と有機的な連

携を図りつつ、包括的に推進することが、義務

や役割となりますので、今後も関係機関や各地

域の方々と連携をしながら、その役割を果たす

べく、取り組んでまいりたいというふうに考え

ております。 

　先ほど、議員のほうから、社協に任せて、社

協に言っているからということで、そういうふ

うな扱いを市の窓口のほうがするのではないか

と。市の担当者がするのではないかというお話

でございましたが、そういったことのないよう、

しっかりと指導もしますし、そういったことは

ないというふうに思っているところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　この際、暫時休憩いた

します。 

午前１０時５２分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５３分　再開 

○議長（岡﨑利久君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　先ほど、市長も、地域

包括支援センターのほうへ委託をするけれども、

しっかり指導していくということでございます。

市町村が責任を持って設置し、運営すべきもの

であると考えます。 

　地域の支え合いによる支援体制で、地域間の

格差拡大の懸念について、お伺いいたします。 

　要支援１・２の人は、地域支援事業に移行と

なった、国で市町村が実情に応じた取り組みが

できるとありますが、サービス提供者に、ＮＰ

Ｏ住民ボランティアが加わることは、多様な

ニーズに対するサービスの充実と、費用の効率

化を同時に実現するものとあります。 

　老後を迎えても、少子高齢化が家族で機能し

なくなっていますが、高齢化社会では、いずれ、

誰もが社会的弱者になる。弱者になるまいでは

なく、いつ弱者になってもいいように、支え合

う社会をつくる必要があることから、理念的に

は同意する部分もありますが、地域生活課題解

決責任を丸投げする方向とも受け取れます。 

　地域生活課題に関して、地域住民みずから協

働の運動の一環として取り組むのは重要であり

ますが、上から上意下達的に、自治体の責任を

曖昧にして、地域住民に丸投げすれば、地域間

格差が拡大し、ますます地域が疲弊するのでは

ないかと懸念されます。 

　老人福祉法、地方自治法にある住民の福祉の

増進とは、制度や政策に人を合わせるのではな

く、そのまちに生きる、一人一人のニーズに合

わせて政策を設計し、遂行することであり、

ニーズに合わない政策は無駄であると考えます。 

　人的資源、地域資源の少ないところにおいて

は、地域間確保を生み、要支援者の病状の悪化

や、孤立化が進むなどが懸念されます。地域の

支え合いによる支援体制で、地域間格差の拡大

が懸念されますが、お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　地域の支え合いによる支援体制を構築する上

で、議員のほうから丸投げというお話もありま

したが、地域間格差が生じてくるのではないか

ということでございます。 

　高齢者の方が増加をする中で、国の介護政策
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は、施設から在宅へと移行しております。介護

保険法の改正に始まった総合事業につきまして

は、本人の自発的な意欲参加に基づく、継続性

のある介護予防を実施していくことと、地域に

おいて自立した日常生活を実現するために、地

域の多様な生活支援を、地域の中で確保してい

くこと、これが主な目的となっております。 

　本市におきましては、平成２８年度から、地

域包括支援センターに、生活支援コーディネー

ターを配置いたしまして、地域で支え合いの支

援体制を構築するための協議体の設置に向けて、

各地区長や、民生児童委員の方への説明会や、

老人クラブや婦人会、体操の自主グループなど、

地域で活動されている、そういった住民の方を

対象とした研修会なども、実施をしてきたとこ

ろでございます。 

　今後におきましては、この協議体を設置をい

たしまして、情報共有を図るなど、地域のニー

ズ把握や、担い手となる社会資源の状況を確認

する中で、助け合い活動の創出を行い、住民同

士の助け合い活動と、社会参加の促進を図りた

い、そのように考えているところでございます。 

　議員御指摘の地域間格差につきましては、地

域における人口や、担い手となる人材などに

よって、差異が生じてくることも想定されます

ので、先ほども申し上げましたが、協議体にお

いて、情報共有を図るなど、各地域に対して、

事業推進に向けてアプローチをする中で、格差

が生じないように取り組んでまいりたいという

ふうに思っております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　総合事業移行について、

要介護認定の課題として、２点ほどお聞きいた

します。 

　介護サービスの利用手続は、市町村窓口に相

談すると、基本チェックリスト２５項目の実施

で、要介護認定が必要かどうかの振り分けが行

われます。 

　しかも、チェックリストの実施は事務職員で

もよいとなっておりますが、適切な振り分けが

できるかということであります。 

　利用者の選択肢を狭めていくやり方は違和感

を持っております。総合事業の対象者は、要介

護認定とチェックリストの判断の大きく二つの

流れで選定されます。 

　介護保険制度の利用の仕組みは大変複雑なの

で、その仕組みは理解するよりも、窓口で

チェックリストを用いた簡易な形で、迅速な

サービス利用が可能、選択するとなるのではな

いかと考えられますが、チェックリストは、は

い、いいえで回答し、回答数により、事業対象

者が決定するとなり、懸念されます。 

　このことは、基本チェックリストの活用実施

は、市町村窓口において、必ずしも専門職では

なくてもよいとされています。簡易な方法では

ありますが、専門職のアセスメントとは、この

ような簡易な方法ではありません。 

　例えば、１５分ぐらい続けて歩いていますか、

という項目も、歩く姿勢や歩幅、息はあがらな

いか、屋内外は歩きに適した環境か。若いとき

から歩く習慣があったのか、複数の情報を得て、

判断していくものであります。明らかに要介護

認定が必要な場合とは、どのように判断される

のか、相談窓口に来た時点で、身体的自立度の

低下、生活に困難がみてとれば、要介護認定申

請とはなるでしょう。 

　また、認知症初期段階ではどうでしょう。日

によって、心身の状態が大きく変動する高齢者

を、事務職員が相談窓口で簡易に判断できるの

か、被保険者にとって不利益とならないために

も、基本チェックリストは、専門職の判断によ

る、必要なサービスを利用できるようにするこ

とが重要と考えます。 
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　市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　まず説明をさせていただきたいと思いますが、

基本チェックリストとは、高齢者の方が、自身

の生活や、そして健康状態を振り返り、心身の

機能低下がないかをチェックするツールでござ

いまして、生活機能、運動機能、栄養状態、口

腔機能、閉じこもり、認知症、うつのそれぞれ

のリスクを判定するために、活用をされている

ところでございます。 

　本市におきましては、介護保険サービスの新

規の申請者は、全ての方が要介護認定を行いま

すが、認定更新時に訪問サービスや通所サービ

スのみを受けられている方で、前回の認定を受

けた際と、身体等の状態に大きく変わりがない

場合において、地域包括支援センターの専門職

員が、基本チェックリストを活用しているとこ

ろでございます。 

　現在、策定中の第７期介護保険事業計画から

は、訪問サービスや通所サービスのみの利用に

限定をいたしまして、新規相談があった方に対

して、専門職もしくは研修を受けた事務職が、

基本チェックリストを活用して、事業対象者に

該当する基準に該当した場合に、サービスにつ

なげる予定としているところでございます。 

　議員御指摘のように、専門職の視点は重要だ

と考えますが、人員配置の関係もありますので、

窓口で対応する際には、専門職と事務職が連携

する中で、対応してまいりたいと思っておりま

すし、また事務職の方も、先ほど言ったように

研修を受けていただきます。そういった形の中

で、しっかりとスキルアップを図っていただき

たい、そのように考えているところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　宿毛市生活支援担い手

養成講座の受講者数と活動実績について、お伺

いいたします。 

　高齢者になっても、住みなれた地域で暮らし

ていくため、支える仕組みをどうつくるかが重

要でありますが、高齢者を支える人づくりとし

て、法改正に当たり、ヘルパー資格のない人も

事業者に登録して、軽度の家事支援に従事でき

る生活支援担い手養成講座が開催されておりま

す。 

　受講者数と活動実績をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　受講者数と活動実績に

ついて、お答えをさせていただきます。 

　本市では、要支援者などの利用者が、可能な

限り、その居宅におきまして、要支援状態など

の維持もしくは改善を図り、自立した日常生活

を営むことができるように、身体介護を除く生

活全般にわたるサービスを提供することを目的

といたしまして介護予防、生活支援サービス事

業に、人員等を緩和した基準で提供する訪問型

サービスＡを、宿毛市シルバー人材センターへ

委託をいたしまして、平成２９年４月より開始

しております。 

　事業を実施するに当たり、これからの高齢化

を見据え、高齢者の働く場、活躍の場の確保と

いたしまして、６０歳以上の方を対象に、宿毛

市生活支援担い手養成講座を実施し、介護保険

制度や、地域支援事業についてや、介護技術や

高齢者の心と体、家族の心理などの講義１１時

間と、訪問介護の現場研修を受講していただい

た方を、担い手として登録して、サービス提供

を行っているところでございます。 

　養成講座の受講者につきましては、２０名の

方の受講があり、そのうち、シルバー人材セン

ターへ１４名の方が登録をしていただいており
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ます。 

　現在、３名の方が、訪問型サービスＡの担い

手として、掃除や買い物のサービスの提供者と

して、活動をしていただいているところでござ

います。 

　今後、サービス利用者の状況を注視する中で、

適時、担い手養成講座を実施し、担い手の拡充

を図ってまいりたいと考えているところでござ

いまして、非常に有意義な、そういった制度だ

と思っております。これからも進めてまいりた

いと思います。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　以上で質問を終わりま

す。 

○議長（岡﨑利久君）　この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１１時０６分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２１分　再開 

○議長（岡﨑利久君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　議事の都合により、議会運営委員会を開きま

すので、この際、暫時休憩をいたします。 

午前１１時２１分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時２４分　再開 

○議長（岡﨑利久君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　先ほどの川田議員の一般質問の発言について、

会議規則第６５条の規定により、その一部を訂

正したい旨の申し出がありますので、この際、

発言を許します。 

　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　先ほどの私の一般質問

の中で、子供相談所の設置について質問いたし

ましたが、正しくは子供相談員の設置について

の質問でございますので、訂正をしていただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡﨑利久君）　ただいまの申し出のと

おり、川田議員の発言訂正については、議長は

これを許可いたします。 

　この際、議長より市長に申し上げます。 

　今回のように、質問通告と実際の質問が異な

る場合には、反問権にて質問の趣旨を確認の上、

答弁していただきますよう要請をいたします。 

　よろしくお願いいたします。 

　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　１２番、一般質問を

行います。 

　早いもので、平成２９年もあと２週間余りを

残すだけとなりました。今年の一般質問のとり

を飾らせていただきますので、執行部におかれ

ましても、ことしの最後にふさわしい答弁を、

よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

　ことしは宿毛市にとっても、幕末維新博のサ

テライト会場であったり、林邸の改築、また宿

毛小学校の体育館の改築等、いろいろなことが

ありましたが、この秋からにかけてあった２点

について、まずこの１年間の事業について、お

聞きをしたいというふうに思います。 

　まず、オランダチームの合宿への対応と、今

後の自転車事業への推進ということで、お聞き

をさせていただきたいと思います。 

　これは、昨日の髙倉議員の質問においても、

答弁があったというふうにも思いますが、合宿

の誘致活動については、ある程度、市長の答弁

にもありましたので、そこについてはお聞きを

いたしませんが、市長は、スポーツ、特にス

ポーツバイクといいますか、自転車というか、

自転車事業に対して、非常に造詣があるという

か、いうふうにも見受けられます。 

　この自転車を中心とした事業を、今後どのよ

うな形で、宿毛市政の中に取り組んでいくのか
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ということについて、市長の御見解をお聞きを

したいと思います。 

　済みません、ちょっと言い抜かしたことがあ

りました。 

　まず、最初に通告しています、市長の２年間

の総括と今後についてというところを、一番最

後にお聞きをしたいと思いますので、このこと

について、済みません、抜かっておりましたの

で、最後にさせていただきたいというふうに思

います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　今年のとりにふさわしい答弁ということで、

そのように努めてまいりたいと思います。 

　若干、通告の順番が、ちょっと変わったのか

なというふうに思います。しっかりと答弁でき

るように頑張ってまいりますので、何かありま

したら、また議員の皆様からも、議事進行のほ

うで御指摘をいただければというふうに思いま

す。 

　よろしくお願いをいたします。 

　今後の本市の自転車事業の推進につきまして

は、どういうふうに自転車を考えているかとい

うことでございますが、昨今、環境に優しい乗

り物といたしまして、自転車の愛好家がふえて

いるというふうに認識をしているところでござ

いまして、国のほうでも、本年、ことしの５月

に自転車の活用を総合的、計画的に推進をして

いくために、自転車活用推進法というのが施行

をされておりまして、国土交通省のほうに、自

転車活用推進本部を設置しております。ここの

本部長は、石井大臣が務めている状況でござい

ます。 

　また、お隣の愛媛県を見ますと、しまなみ海

道のロケーションを活用いたしまして、サイク

リングの環境整備を行うなどの取り組みにより

まして、多くの方が訪れ、経済効果も生まれて

いるというふうに聞いていますし、また、愛媛

のほうに行くと、皆さんもよく目にされると思

いますが、ブルーラインということで、ずっと

サイクリングロードを設定して、どこどこに行

くまでは、あと何キロですよというような形の

中で、ブルーラインも国道等にも引いていると

ころでございます。 

　そういった形の中で、現在、四国４県でサイ

クルアイランド四国ＰＲ事業といたしまして、

四国一周を回る、約１，０００キロというふう

に聞いております。サイクルルートを発表する

など、自転車を活用した取り組みが、積極的に

行われているところでございまして、先日、台

湾のほうから、ジャイアントという自転車メー

カーの、現会長かな、前社長さんが訪れたとき

にも、私も一緒に、少し、高知県庁のほうから、

それこそ尾﨑知事と一緒に、桂浜のほう、土佐

道路のほうかな、あちらのほうをずっと走らさ

せていただいたところでございます。 

　本市には、議員も御承知のように、海、山、

川などの豊かな自然がありまして、サイクリン

グをするには、非常にすばらしい環境ではない

かというふうに考えているところでもございま

す。 

　現在は、本市のよさを、市外から来られた方

も気軽に体験していただくことができるように、

宿毛市の観光協会では、レンタルサイクル事業

も行っておりまして、ロードサイクルのほうも、

現在、レンタルをさせていただいているところ

でございます。 

　また、現在、改修工事を行っている林邸には、

簡易シャワーを設けるなど、サイクリストも利

用しやすくなる、そういった環境を、適宜整備

をしているところでもございます。 

　そして、幡多広域で取り組んでいます四万

十・足摺無限大チャレンジライドというサイク
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ルイベントがあるんですが、こちらの起点、ス

タートとゴールのほうを、本年３月の大会では、

宿毛市総合運動公園にしていただいたところ、

参加者の皆さんから、大変好評を得たというこ

ともございまして、次回の大会も、宿毛市総合

運動公園を起点として、決定をいただいている

ところでございまして、今回、少し御案内もさ

せていただきましたオランダの自転車女子ナ

ショナルチームの監督でもあられますフェイネ

ベルフ氏なども、来ていただけることが決定し

ているところでございます。 

　今後は、本市の地理的な特性や景観、施設な

どを活用しながら、本市の交流人口の拡大に向

けて、自転車を活用したまちづくりを推進して

いきたい、そのように考えているところでござ

います。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　これからの宿毛市と

しての自転車関係についての取り組みについて、

お聞きをいたしました。 

　合宿ということで、今回、オランダチーム、

本市に訪れたというふうに聞いておりますが、

高低差であったり、いろいろなロケーションの

よさはあると思うのですが、先ほど、市長の答

弁にもありました、愛媛県の瀬戸内海をまたぐ

ルートのような、景観を比べると、やはり勝負

は難しいのかなというふうにも考えております

ので、やはり、宿毛市としての魅力あるコース

設定、また人との交流なんかも、今まで以上に

できるような施策をとっていただければ、宿毛

市民全体が、その自転車を中心にした形で盛り

上がっていけるのではないかというふうに思い

ますので、これからの対応もよろしくお願いを

したいというふうに思います。 

　これ以上、この自転車については、お聞きを

いたしません。 

　次に、「竹内明太郎とダットサン」というイ

ベント、これは先月の２３日から４日間、文教

センターを中心に行われました。 

　これも、先日の髙倉議員の質問でも少しあり

ましたので、重複は避けますが、私としては、

このイベントに協力をいただいた全日本ダット

サン会、また高知日産プリンス、その全国の組

織になります日産自動車等々のお世話になった

企業、団体があると思うのですが、このイベン

トを通してできた御縁を、どのような形で今後、

生かしていこうというふうに考えているのかに

ついて、お聞きをいたしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　このダットサンのイベントにつきましては、

昨日の髙倉議員の一般質問でもお答えをさせて

いただいたところでございます。議員のおっ

しゃるとおりでございますが、４日間にわたっ

て、延べ１，７５６人も御来場をいただきまし

て、竹内明太郎の偉大なる功績を、しっかりと

顕彰するとともに、本市の交流人口の拡大を図

ることができたのではないかなというふうに

思っているところでございます。 

　来場者の方からも、懐かしい車を再び見れた

というふうなお話も聞いておりますし、また寺

田議員のほうにも、連日、車を見に来ていただ

いて、また来場していただいた来場者の方々と、

いろいろお話をしていただいて、非常に来場し

ていただいた方々にとっても、よかったのでは

ないかなというふうに思っております。その点

に関しましても、お礼を申し上げます。 

　そういった形の中で、一定の事業目的を達成

することができたというふうに、私自身考えて

いるところでございます。 

　先ほど、今回の縁をどういうふうに生かして

いくのかというお話でございますが、今回、お
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世話になりました、特に全日本ダットサン会を

初めとした関係者の皆様方と、しっかりとつな

がったわけでございまして、これからこのこと

を、ことしこのイベントだけで終わらせるので

はなくて、つなげていきたいというお話を、も

う既にさせていただいているところでございま

す。 

　どういった形で、これからつなげていくのか

というのは、これからの課題、それから取り組

みの内容によって、変わってくるわけでござい

ますが、先ほど、少しお話をさせていただいた

ような形の中で、せっかくつながったわけです

から、切るわけにはいきません。何とか講演だ

けでもできないかとか、展示会ができないので

あれば、自走して来ていただいて、そういった

走行会が、実動車ばかりですので、走行会がで

きないのか、そういったをお話をさせていただ

いているところでございます。 

　しっかりと取り組みをして、つなげていきた

いというふうに思っているところでございます。 

　また、現在、改修工事が行われている林邸の

誘客につながる取り組みなど、そういったもの

も引き続きしていかなければ、取り組んでいか

なければならない状況でございますので、そう

いった一連の事業と合わせて、この全日本ダッ

トサン会、そして日産自動車であるとか、そう

いった方々としっかりとつないでまいりたい、

そのように考えているところでございます。 

　また、何かいいアイデアがございましたら、

ぜひ車が大好きな寺田議員のほうからも、いろ

いろアイデアをいただけたらというふうに思い

ますので、よろしくお願いをします。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　私も車、大好きです

が。 

　今回、イベントの中で、初日に基調講演、最

終日に市長がコーディネーターになってのパネ

ルディスカッションということで、この両方を

聞かせていただきました。 

　ふだんの講演会、いろいろな講演会、市のほ

うでも開きますが、多くは市の職員が来ている

講演会というのが、私も見かけるわけですが、

今回、両方の講演会、パネルディスカッション

についても、多くの市民の方、また市外からも

来ていただいて、最終日のパネルディスカッ

ションについては、超満員という形を後ろから

見てまして、やはりここの地域というのは、こ

ういう文化というのに、すごく反応してくれる

人が多いのじゃないかなというふうに、私なり

の感じ方をしました。 

　先ほど、市長のほうからも、今後どのような

形でということでお話がありましたので、これ

は全国の中でいえば、既にやっている行政体あ

るとは思うのですが、自動車というのをコンセ

プトに、クラシックカーであったり、本当にマ

ニアックな車であったりというのを、自走して

きていただいて、運動公園なんかで、走行会な

り展示会というのを開く。また、そこに人が集

まったところで、いろいろな市内外の産品も販

売できるようなイベントを一緒にするような形

で、市民が集まるようなイベントを開催しては

どうかなというふうにも感じますが、これにつ

いて、市長の考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　現時点では、何をこういった形でやるという

ものがないところではございますが、先ほど、

少し課題というお話をさせていただいたところ

です。 

　何かというと、予算の面であるとか、そう

いったものもしっかりと検証しながら、組んで

いかないといけないとは思っているのですが、
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例えば、産業祭であるとか、宿毛マラソンであ

るとか、先ほどは林邸のお話もさせていただき

ました。そういった何らかのイベントのときに、

ぜひ、数台でもいいので、そういった形で乗っ

てきていただいて、愛好家の方々に楽しんでい

ただけるようなことができないか、そういうお

話もさせていただいたところでもございますし、

また先ほどお話のあった講演会も、非常にすば

らしかったのですけれども、その後のパネル

ディスカッションも、大変、皆さんから好評を

得ましたので、そういった形の中で、愛好者の

方々が集まって、そういった話ができないのか

なというふうなことも考えています。 

　今回の、ちなみにテーマといたしましては、

人づくりということで、竹内明太郎がどういっ

た思いで、当時、そういったダットサンのほう

に出資をされたか、そういったところから、

しっかりとお話ができたのではないかなという

ふうに思いまして、そういうふうなコンセプト

のもとで行ったところでございますが、先ほど、

少し御提案のありました、そういった単純な走

行会、本当に車を所有されている方が、一人で

も多くの方々に見ていただきたいと、そういう

ふうな展示イベントであるとか、そういったの

も、非常に有効的なイベントだというふうに

思っておりますので、そういったのも含めまし

て、これからいろいろと計画をしてまいりたい、

そのように思っております。 

　よろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　これからの課題とし

て、この辺をつなげていけるようなことを考え

ていただきたいというふうに思います。 

　ただ、今回は日産車ということに限定して、

ダットサンということに限定して、展示をいた

だきましたが、宿毛市内にも、本当にうちにも

この車があるよとか、いう話をされる方がいて、

旧車を持っている方というのは、結構おられる

わけで、これから先、日産に限らず、トヨタな

り、ほかのメーカーも一緒にして、オールド

カーを宿毛で一堂に会して会合をやるよという

ような会ができれば、非常におもしろいのでは

ないかなというふうに、車好きの一人として

思っています。 

　これから、そのようなことを進めていってい

ただければというふうに思います。このことに

ついては、もう答弁は要りません。 

　次に、２点目の市道の維持管理についてを、

お聞きをしたいと思います。 

　この１０月ぐらいから、衆議院選挙がありま

して、その関連で、宿毛市内を回る機会があり

ました。 

　そのときに、市内の至るところで見かけて、

またその地域の人たちから要望を受けたのが、

道のことでありました。 

　ふだんの生活をする道、特に高齢者が多くい

る地域では、いろいろな言い方ありますが、シ

ルバーカーであったり、シニアカー・これは

メーカーか、いろいろな高齢者の方が、自分の

力だけではなくて、乗ったり、ついたりという

ことで生活をしている地域が、市内に、至ると

ころにあるわけですが、段差があったり、くぼ

みがあったり、舗装面が割れていたりというこ

とで、ときにはつまずいて、こけてしまいそう

なところが多く見受けられる。これを何とかし

てほしいという声が、至るところで聞かれまし

た。 

　やはり、この路面、宿毛市内には３８０キロ

余りの市道があるというふうにお聞きをしてお

りますが、この中でも、特に歩いて生活してい

るところの市道というのは、それなりの整備が

されていないと、お年寄りなんかは、特に外に

出られなくなるという危機感を持っています。 

　やはり、これは計画的に改修していくべき
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じゃないかというふうに思いますが、この点に

ついて、市長のお考えをお聞きをいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　議員のほうからも、少し御説明ございました

が、宿毛市の市道は、路線数７７０、そして延

長は約３８０キロメートルでございまして、そ

のほとんどがアスファルト舗装されていて、通

行に支障が出ないよう、適正な維持管理に努め

ているところではございます。 

　しかしながら、大型車両の通行や、そして上

下水道の布設、また路面の老朽化による損傷に

よりまして、議員御指摘のとおり、路面に段差

ができ、車輪の小さいシルバーカーや、そして

お年寄りが歩くのには、非常に御不便をかけて

いるというふうに考えているところでございま

す。 

　また、学生の通学であるとか、そして通勤で

あるとか、そういった自転車の通行にも御不便

をかけている場所もあるんじゃないかなという

ふうに、認識をしているところでございます。 

　市道の維持管理には、舗装改修のほかにも、

側溝補修や、橋梁の修繕等、多様な経費を要す

るため、全面的な舗装改修を、すぐに施工する

ことは、難しい状況ではございますが、必要な

個所については、改修をしていかなければなら

ないということは、認識をしていますし、そう

いうふうに考えているところでございます。 

　議員のほうから、計画的にというお言葉もい

ただきました。しっかりと対応してまいりたい

というふうに考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　この点について、１

点だけ再質問をさせていただきます。 

　現在、年間、多分３，０００万円程度の維持

管理費というのを、当初に計上して、それで回

しているというふうに思いますが、例えば、

ちょっとだけ上乗せをして、路線を決めて、今

年度はこの路線を集中的に整備をしていく。先

ほど言いました、特に高齢者の方が、生活道と

して利用している地域を、重点的にやっていく

というところを、市長、政策の中で出していっ

たらどうかなというふうにも考えますが、この

点について、１点だけお聞きをいたしたいと思

います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　全体の管理費の増額について、現在、財政部

局とも協議をしているところでございます。 

　少しでも上乗せができたらというふうに、考

えているところでございます。 

　そしてまた、どこの箇所から補修をしていく

のか、それは当然、担当課のほうでも考えてい

ただいていますし、優先順位もしっかりとつけ

る中で、必要な個所から補修をしていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

　そしてまた、これは現在、取り組みを進めて

いることでございますが、先ほど来、お話があ

ります自転車の活用推進。自転車を活用してい

く上でのまちづくりの観点といたしまして、サ

イクルロードであるとか、また自転車を乗って

いただきたい、そういった道を、しっかりと整

備ができないかという形の中で、何らかの補助

金等がつかないかということも、現在、いろい

ろ取り組みといいますか、アタックをしている

ところでございまして、そういった観点から、

いろいろな手法を使って、１メートルでも２

メートルでも、宿毛市の市道がきれいな道にな

るように、努力を続けていきたいというふうに

考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 
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○１２番（寺田公一君）　１メートルといわず、

２メートルといわず、できるいっぱい延ばして

いただきたいというふうに思います。 

　次に、３点目、体育施設の改修と管理につい

てということで、施設ごとにこれはお聞きをし

ていきたいというふうに思います。 

　５カ所ありますので、１カ所ずついきたいと

いうふうに思います。 

　まず、和田にあります和田体育館、これは、

以前は勤労者体育館ということで、設置して、

かなりな年数がたっているわけですが、時々あ

の前を通るのですが、アリーナの入り口のドア

というか、戸というか、をあけ放していること

が結構あるわけです。 

　そのときに見かけるのが、暗幕がぼろぼろに

なって、すだれのようになって、ゆらゆら揺れ

ているというのを、よく見かけるのですが、管

理を今、委託されています、体協の方にも聞き

ますと、設置してからずっとかえたことがない

みたいということを聞きました。 

　その方たちに聞くと、なくてもいいじゃない

かというふうに聞くと、スポーツによっては、

横からの光が入ると、見えづらくて難しい。例

えば卓球であるとか、バドミントンであるみた

いなものは、光の関係で、非常に見にくくなる

というようなこともあって、なしでは困るとい

う話も聞きます。 

　やはりこれは、設置者は市なわけですから、

この暗幕については、取りかえるべきじゃない

かというふうに思うのですが、この点について、

まずお聞きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、１２番議員

の一般質問にお答えを申し上げます。 

　和田体育館の施設整備に関して、御質問をい

ただきました。 

　御承知のように、和田体育館は建築から３０

年以上経過をいたしておりまして、経年劣化に

よる損傷も見受けられることは、私どもも十分

承知はいたしております。 

　そういう中で、適宜必要な修繕等を行いなが

ら、安心して御利用いただけるように、努めて

いるところでございます。 

　議員御指摘の、１階部分の暗幕の破損につき

ましても、長年の使用によりまして劣化して、

御迷惑をおかけいたしているところですけれど

も、利用者の皆さんに気持ちよく、そして安全

に利用していただくためにも、できるだけ速や

かに、対策を講じてまいりたいというふうに考

えております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　速やかに対応してい

きたいという、すばらしい答弁をいただきまし

たので。 

　この体育館、本当に利用も多くて、私も青年

時代には、週に何回となく利用させていただい

た施設ですので、非常に思い入れもあります。 

　そして、アリーナのフロアも、皆さんきれい

に使ってくれていて、非常にきれいでした、こ

の前、見たときにも。 

　あと、トイレであったり、入り口のロビーの

ところであったり、３０年以上たつ経年劣化と

いうのは見受けられますが、非常に丁寧に、皆

さん使っていただいていますので、これからも

皆さんがそのような形で使っていただけるよう

な施設として、維持管理に努めていただきたい

というふうに思います。 

　次に、野球場の雨天練習場について、お聞き

をいたします。 

　聞き取りのときに聞きますと、昭和４６年に

建設されたというふうにも聞きましたが、宿毛

市の野球場に隣接した雨天練習場ですので、そ

こそこの練習はできる広さがあります。これが、
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聞くところによりますと、近隣の野球場と比べ

て、雨天練習場が附属施設としてあるというの

が、宿毛市の野球場の売りにもなって、現在も

社会人であったり、大学の野球部が利用してく

れているというふうにも聞きます。 

　ただ、ここも本当に、側壁というか、横の壁

がぼろぼろになっているところもあるし、数年

前には、外壁も損傷して、補修をしたというふ

うにも記憶していますが、このままでは、

ちょっと使用に耐えない形になっているのでは

ないかというふうにも見受けられます。 

　ここの部分にも、どのようにしていくのか、

お聞きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　宿毛運動公園の雨天練習場につきましては、

本市へのキャンプ誘致に大きく寄与をしている

ところでございまして、議員のお話のとおりで

ございます。 

　昨年度のキャンプにおきましては、６団体、

約２，１００泊の実績も上がっているところで

ございます。 

　しかしながら、本施設は建物の老朽が著しく、

お話にもありましたように、壁面材の剥離や、

雨漏りが発生するなど、練習に支障を来してい

る状況となっており、利用者の安全確保や利便

性の面からも、施設整備の必要性を感じている

ところでございます。 

　今後は、部分的な補修による延命化を図って

いくのか、また、全面改修、もしくは建てかえ

など、そういった事業費を算定するほか、施設

の利用状況等も勘案しながら、費用対効果の視

点を持ちながら、検討をしていかなければなら

ないというふうに考えているところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　現時点では、野球で

あったり、ソフトボールであったりというよう

な形で使うことが多いと思いますので、利用者

の数というのは、市内では少ない人数にはなる

と思うのですが、宿毛市の外に対するアピール

のできる材料の一つでもあると思いますので、

今後の改修について、市長のほうで一生懸命考

えていただきたいというふうに思います。 

　次に、平田のテニスコートについて、お聞き

をいたします。 

　これは、６月議会で原田議員のほうからも質

問をされた事案ではありますが、ここ工業団地

の開設のときにつくられたテニスコートだとい

うふうに認識しているのですが、本件の中でも、

幡多地域はソフトテニスの熱も非常に高い地域

で、このテニスコートの利用というのは、非常

に多い、昼も夜も使われているというふうに感

じております。 

　ただ、開設以来、部分的な補修、破れであっ

たりというのを補修されたあとがあるのは、見

受けて知っておりますが、全面改修を一度も

やっていないというふうにも思います。やはり

このままで使うと、けがもする可能性も大きく

ありますので、設置者としては、ちゃんと管理

すべきではないかというふうに思いますが、張

りかえについての市長のお考えをお聞きをした

いと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　平田公園のテニスコートにつきましては、議

員おっしゃるとおり、老朽化が原因となりまし

て、人工芝がすり減り、数カ所におきまして、

芝がめくれ上がったり、穴があくなど、プレー

に支障を来している状況でございます。 

　本施設は、市の球技大会での利用、そして昨

年度では、延べ約１万６，４００人と、多くの
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方が利用されていることもあり、早期改修の必

要性を感じているところではございます。 

　ただ、改修に係る費用といたしましては、概

算ではありますが、テニスコート全て、これ４

面でございますが、こちらの人工芝を張りかえ

した場合、約４，０００万円となります。 

　現在は、国の有利な補助事業や、助成事業等

を活用しての改修を検討中というところでござ

います。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　再質問をいたします。 

　４，０００万円ですか。私が以前聞いたとこ

ろによると、路盤からというか、下から、基礎

からつくっていったら、１，０００万から２，

０００万かかるんじゃないかというふうに聞い

ておりましたので、今の上の張りかえだけで４，

０００万かかるというのは、非常に高いなとい

うふうに感じました。もう少し安くなる方法も

あるんじゃないかというふうにも考えますので、

できるだけ張りかえに向けて、調査もしていた

だければというふうに思いますが。 

　このテニスコート、宿毛市総合運動公園内に

移設をして、つくりかえるという計画が、以前

はありました。これは、宿毛市総合運動公園を

開設するときに、宿毛市内のスポーツ施設をあ

そこに全て集約する、野球場も、テニスコート

も相撲場もということで、すごく大きな計画を

立てていたというのが、３０年以上前だと思う

のですが、私が体育指導員になった時分の話で

すので、当時の林市長のもとで、計画をしてい

たということは認識をしておりますが。 

　新たに今時点で、運動公園にテニスコートを

開設するというようなことにはならんと思いま

すので、それこそ小学生から、結構なお年の方

まで、テニスというのは、もう生涯スポーツと

いう形でやられている方が多くおりますので、

一日でも早く、安全に、楽しくスポーツができ

る環境づくりに御尽力していただければという

ふうに思います。 

　もうこれ以上は聞きません。 

　次に、市民体育館についてお聞きをいたしま

す。 

　この市民体育館、建築年度ちょっと覚えてな

いのですが、２００２年の国体に間に合わすよ

うに建築されたというふうに思っておりますの

で、２０年にはなってないんだろうというふう

に、建築から、というふうに思うんですが、こ

れもこの６月の原田議員の質問、６月だったと

思うんですが、原田議員の質問で、フロアが非

常に傷んでいるよという質問がありました。 

　実際、私もそれからあと二、三回、運動公園

のほうの体育館の中にも入りました。 

　１カ所、雨漏りしているところは、これは最

初からかなと思うところもあったのですが、特

に大きなアリーナのところのフロアは、本当に

床も、これが２０年ぐらいしかたってない体育

館なのかというぐらい荒れています。 

　それと、１階の壁もですが、２階の壁、これ

は数年前にあったねんりんピックのときに、破

損個所が多くあって、一度、壁の張り直しをし

ています。傷んだ壁を。 

　まだら模様みたいになっているのですが、そ

れから後、現在も、この前、あがって見るに五、

六カ所、穴があいたり割れたりというふうに

なっています。 

　こういうことが、何で起こるんだろう。あそ

こへ、あの２階の後ろの壁がどうして傷むかと

いうことに、ずっと不思議でなりません。 

　この点について、管理者、設置者である宿毛

市として、どのように認識しているのか、お聞

きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、お答え申し
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上げます。 

　市民体育館のアリーナの改修等についての御

質問でございますけれども、この件につきまし

ては、議員御指摘のように、本年９月議会にお

いて、原田議員からも同趣旨の御質問もいただ

きましたので、重複する部分があろうかと思い

ますけれども、御理解をいただきたいというふ

うに思います。 

　市民体育館のアリーナの管理についてでござ

いますけれども、総合運動公園市民体育館及び

陸上競技場施設清掃作業委託業務の中で、ア

リーナのほうの床面を週４日、清掃することに

なっておりまして、合わせて市民体育館床維持

管理業務委託といたしまして、年４回、床のク

リーニング及びワックスがけを実施する中で、

維持管理を行っているところでございます。 

　また、アリーナは市内外を問わず、多くの

方々に御利用をいただいておりまして、その中

で、皆さん御利用いただいた後に、利用者みず

からが率先して、モップがけ等を行っていただ

いておりまして、床の維持管理をしていただい

ているというところもございます。 

　床のラインの引き直しにつきましては、各競

技の規定改正に伴う改修等は、適宜行っており

ます。 

　市民体育館は、建築後１５年以上、経過をい

たしておりまして、一定の劣化を避けて通れな

いというふうには思っておりますけれども、ス

ポーツ合宿でありますとか、大会の誘致等に、

積極的に取り組んでいる状況を踏まえる中で、

他の施設修繕との優先順位等も考慮しながら、

必要な修繕を、適宜行ってまいりたいというふ

うに考えております。 

　その中で、市民体育館の壁の損壊についてで

ございますけれども、１階、２階の損壊につい

ては、教育委員会としては、主にフットサルが

御利用いただいておりまして、そのフットサル

の使用によるものが大きな要因であるというふ

うに認識をいたしております。 

　現在、そういう対策として、現在は使用時に

１階から２階、観客席付近まで、ネットを張っ

て損壊の対応を行っておりますけれども、どう

しても想定外のボールが飛んでいくこともござ

いまして、そういったことが損壊をさせる要因

になっているというふうに思っております。 

　損壊に至った場合につきましては、その都度、

使用していただいておりますチーム、いわゆる

壊したチームの責任で改修をしていただいてい

るというのが現状でございます。 

　アリーナを使用しておりますフットサル団体

及び使用回数につきましては、平成２８年度で

ございますけれども、８団体で２８９回、平成

２９年度は、１１月末現在で７団体、２３０回

となっておりまして、多くの方々に御利用いた

だいている状況でございます。 

　今後、新たな壁の損壊を生じさせないために、

施設の整備、事故防止、団体の育成などについ

て、調査、審議をいただいております宿毛市ス

ポーツ推進審議会の御意見もお聞きしながら、

対策を講じてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　大きな原因は、フッ

トサルだろうという教育長の答弁でしたが、私

は、スポーツ団体を責めるつもりはないんです

が、ただ宿毛市の市民体育館の場合、そういう、

特に足でボールを蹴るような競技の使用に耐え

るような体育館のつくりになってないんじゃな

いかなというふうに思うんですよ。 

　そこが、ネットを張って、ボールが当たらな

いようにしているというふうに、今、聞きまし

たが、実際、１階の壁もかなり陥没というか、

へこんだところもありますし、へりのところが
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めくれたところも数カ所あります。 

　この補修の仕方も問題あるんじゃないかと思

うのは、俗に言う、ガムテープで、色の違うガ

ムテープで張ったりとかという形をとっていま

すので、非常に見にくいです。 

　そのはがれたところを見ると、後ろ側が石こ

うボードという形のボードなんで、非常に衝撃

には弱いんだろうというふうに思うんですよ。 

　マナーを守ってても、例えばそういう破損が

生じるのであれば、使用を御遠慮願うというこ

とも、一つの選択肢ではないかというふうに思

うんですが。もし使用していただくのであれば、

それに対応し得る改修というのも、必要になっ

てくるんだろうというふうに思うんです。 

　そこのあたりの考え方を、もう一度、教育長

にお聞きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君）　教育長。 

○教育長（出口君男君）　教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

　先ほど申し上げましたように、体育館の壁の

破損等の主な要因というのは、フットサルであ

ろうというふうに認識はいたしております。 

　議員御指摘のように、体育館そのものがフッ

トサルを想定していないのではないかというよ

うなお話もございますけれども、フットサルの

ためのゴールにつきましては、平成１３年４月

に購入したという経緯もございまして、当初、

体育館の建設に当たって、一定の想定はされて

いたのではないかなと。そういう備品類が購入

されたということはですね。 

　ただ、御指摘のように、壁そのものがボード

のようなもので、強い衝撃には、破損をしてし

まうということもありますから、そういったも

の、先ほども御答弁申し上げましたけれども、

今後、審議会等の御意見を承りながら、いわゆ

る使用制限も含めて、検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　この宿毛市の市民体

育館、多くの市民が利用し、また市内外からの

皆さんに使っていただきたいという、宿毛市で

も中心的な施設でありますので、やはりマナー

を守って、マナーの中で利用をしていただく。

また、そのマナーが守れない人がいれば、その

人に対しては、先ほど、教育長のほうからもあ

りました、使用禁止を含めて、対応をしていく

ということを考えて、進めていただきたいとい

うふうに思います。 

　私が何でこんなことを言うかといったら、や

はり利用者が気持ちよく使える環境を整備して、

提供するというのが、設置者の責任だと思うの

で、この点について、よろしくお願いをしたい

と思います。 

　最後に、スポーツ施設の最後ですが、陸上グ

ラウンドのことについて、お聞きをしたいと思

います。 

　この陸上グラウンドも、先ほど言いました国

体に合わせて整備をされたというふうに認識し

ていますが、現在、３種公認をとっているス

ポーツ施設だというふうに思います。 

　この３種の公認が、近いうちに再申請をしな

ければならないというふうに聞いております。

そのときには、ひょっとしたら３種公認がとれ

ないんじゃないかというふうにも聞いておりま

すが、この点についてお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　陸上競技場のトラック、走路ですが、こちら

につきましては、平成１３年度に建設し、その

後、日本陸上競技連盟の第３種公認を受け、現

在に至っているところでございます。 

　本競技場は、平成２５年度に行われた３種公
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認検定時に、検定員の方から、競技場そのもの

がかなり老朽化してきている、そういった状況

で、中でもトラックのオーバーレイ、これ舗装

表面の打ちかえということですが、こちらにつ

いての要望を受けました。 

　この要望を受けまして、翌年度の平成２６年

度には、トラック表面の不陸や摩耗を改善する

ための、全面改修を実施しておりますが、工事

の完成と同時に、検定員の方に確認していただ

いたところ、競技場南側で地盤沈下の傾向が見

られるので、次回の検定時には、留意する必要

があるが、現在のところ、競技に支障はないと

の判断結果をいただきました。 

　３種公認につきましては、５年毎の更新とな

りますので、次回の検討は平成３０年１２月と

なります。 

　ただ、前回の指摘事項の件もありますので、

３種公認を取得できるかについては、心配され

るところもありますが、次回検定時において、

検定員による公認基準に基づいた正確な測量を

行ってみないとわからないというのが、現状で

あります。 

　そういったわからない状況であります。 

　今後につきましては、検定の結果を受け、判

断してまいりたいと考えているところでござい

ます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　今、聞きますと、申

請をしてみないと、認定されるかどうかについ

てはわからないということですが、地盤沈下が

あって、非常に厳しいかもしれないという危惧

もしているというふうにお聞きをいたしました

が、もし、これを改修するということになれば、

どれくらいかかるのかについて、試算をしたこ

とはございますか。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　現在は、試算をしていないところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　相当額、億単位の整

備費がかかるんじゃないかということを、陸上

関係者もおっしゃっていましたので、ひょっと

して試算をした話が、どこかで出たのかなとい

うふうに感じております。 

　試算をしていないのであれば構いませんが、

先ほども言いましたように、幡多郡では唯一の

公認記録が出せる陸上競技場ということで、陸

上関係者のほうからも、何とか公認をとれるグ

ラウンドを維持してほしいという要望が、この

前の身障者の大会のときにもお聞きをいたしま

した。 

　この点について、市長は今から検討していく

ということもありましたので、私としては、先

日、陸上競技場の話ではなくて、ＰＦＩ、ＰＰ

Ｐという民間の力も使ってというような話を聞

いたときに、これ陸上競技場を初め、宿毛市の

スポーツ施設、これから先ほどから言いました

五つの施設以外にも、相当、手を入れていかな

ければいけない施設があるなと。 

　これをひとつ、ＰＦＩ的な形で維持管理をし

ていく、もしくは国内でいろいろな企業に冠を

つけてもらって、維持をしているというスポー

ツ施設も多く見受けられますが、何らかの形で、

民間活力を導入するということを考えたらどう

かなというふうに思いますが、この点について、

市長の考えをお聞きをしたいというふうに思い

ます。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　先ほど、現段階ではどのぐらい、今かかるか
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わからないというお話をさせていただきました

が、前回、平成２５年から６年にかけてですか、

オーバーレイの舗装の表面の打ちかえ、こちら

のほうは、当時、１億７，０００万円程度か

かっておりますので、例えば競技場の南側で地

盤沈下が起こって、そのことによって、３種の

認可がおりないということで、それを改修する

となれば、どのぐらいかかるかというのは、試

算をしてみるだけじゃなくて、その状況の、ま

ずは把握から必要で、どういった工事をして、

まず沈下をとめないといけないとかがあります

ので、なかなか、非常に難しいのかなとは思い

ますが、表面の張りかえだけで１億７，０００

万円かかっておりますので、そこら辺から見る

と、かなり、数億円の工事になるのではないか

なというふうに、想像ができるところでござい

ます。 

　また、ＰＦＩ、ＰＰＰのお話ですが、そう

いった手法等も取り入れることができるという

ことは存じ上げているところでございまして、

ただ、宿毛市が今、いろいろなところでＰＦＩ

について、可能性を探っている、項目としては、

この総合運動公園のほうは入っておりません。 

　そういった形の中ではありますが、これから

そういったことも含めまして、いろいろな可能

性について、また検討をしてまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　いろいろな可能性を

探っていただきたいというふうに思うのは、宿

毛市、本当に外にうっていく場合に、スポーツ

施設っていうのも、売りの一つになるんだろう

というふうに思っています。 

　そういうところで、外から来た人が、宿毛市

の施設はすばらしいねと言えるような施設管理、

また運営をしていただきたいというふうに思っ

ております。 

　これ以上の答弁は求めません。 

　それでは、最後に、先ほど冒頭に、一番最後

に回していただきたいというふうにお願いした、

２年間の総括と今後の市政運営について、お聞

きをしたいと思います。 

　２年前の１１月、市長は熱い思いを市民に語

り、見事当選をして、市長に就任をされました。 

　年末に就任したので、まだちょうど２年には

なっていませんが、約２年間、市政運営をして

きて、折り返し点を迎えようというふうな時期

に差しかかりました。 

　やはり、この時点で、一度振り返ってみて、

これからのことを考えたらどうかなというふう

な思いもあって、今回、このような質問をさせ

ていただきました。 

　市長任期折り返し点を迎えるに当たって、市

長はこの２年間をどのような年であったのか、

お聞かせを願いたいというふうに思います。 

○議長（岡﨑利久君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きたいと思います。 

　私の選挙公約の進捗状況であるとか、またこ

の２年を振り返って、またこれからどういうふ

うに考えているのかということでございます。 

　私の選挙公約は、若者が夢を、そして高齢者

が生きがいを持てる、そんなまちづくりを基本

理念としてまいりました。 

　その実現のためには、宿毛市独自の努力はも

とより、国や、そして県との連携強化が欠かせ

ないというふうに考えているところでございま

す。 

　市長就任以来、国や高知県への積極的な要望

活動を行い、インフラ整備等の重要性を訴えつ

つ、国、県などの関係機関との連携も強めてま

いったところでございます。 

　その結果、四国横断自動車道、先日よりお話
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をさせていただいておりますが、宿毛内海間の

整備について、大きな進展がありました。 

　昨年９月に、国土交通省四国地方整備局にお

きまして、四国地方小委員会が開催をされまし

た。そして、計画段階評価についての審議に続

きまして、今年９月には、国土交通省によりま

して、宿毛市並びに愛南町の全世帯、そして全

事業者を対象とするアンケート調査が実施をさ

れたところでございます。 

　このことは、ルート選定、そして新規事業化

に向けての大きな一歩であります。 

　また、つい先日、定礎式が行われました横瀬

川ダムにつきましても、平成３１年度の完成に

向けて、着実に工事が進められているところで

ございます。 

　今後も引き続き、経済の活性化につながり、

防災上も重要な基盤となる道路、そしてダム、

港湾などのインフラ整備の促進に向けて、国や

県、関係市町村との連携を強化してまいりたい、

そのように考えているところでございます。 

　次に、宿毛市の最優先課題であります人口減

少対策についてでありますが、人口減少ストッ

プを公約に掲げました。そして、昨年４月には、

移住定住推進室を新たに創設をいたしまして、

移住者の受け入れ推進と、定住できる環境整備

を進めるとともに、宿毛市の魅力を積極的に発

信をしてきたところでございます。 

　その結果、市長就任以降、１１月末までに１

２４名の方々が、本市に移住をされておりまし

て、着実に成果が見えてきているところでござ

います。 

　また、若年層の流出を防ぐには、子育てしや

すい、そういった環境の整備と、産業振興によ

る雇用の場の確保が重要になってくると考えて

おります。 

　子育て支援につきましては、昨日の髙倉議員

の一般質問でもお答えをさせていただきました

が、保育園同時入所の第２子以降の保育料の無

償化、無料化ということで、実施をしておりま

して、低年齢での入所児童数について、増加傾

向にあるなど、子育て世代の社会復帰や、教育、

保育に係る費用の軽減に一定の効果があるとい

うふうに考えているところでございます。 

　また、市役所におきましては、すくすく子育

て応援エリアを設置いたしました。１階入って、

左側を見ていただいて、皆さんもお気づきのこ

とだと思います。 

　そういうエリアを設置しまして、出産、保育

などに関する手続や、そして相談支援など、子

育てに関する各種のサービスを、１カ所で行え

るよう、ワンストップサービスを提供し、利便

性の向上に努めているところでございます。 

　産業振興につきましては、第一次産業への就

業支援といたしまして、新規就農推進事業や、

新規漁業就業者の支援事業、また自伐林家の育

成を目指す宿毛森林塾の実施など、そういった

施策を展開しておりまして、特に宿毛森林塾で

は、開講以来３８名の方が受講されまして、そ

のうち１０名の方が自伐林家としての活動を、

もう既に始められるなど、少しずつではありま

すが、成果があらわれてきているところでござ

います。 

　また、近年、宿毛湾沿岸部におきまして、水

産加工施設、そういった施設の新設、増設が進

んでいるところでございます。 

　平成２９年度末には、株式会社土佐西南丸、

そして平成３０年度末には、株式会社高知道水

による水産加工施設の建設が予定をされている

ところでございます。 

　そうした中で、本年６月に、当時の山本農林

水産大臣、そして佐藤水産庁長官を宿毛市にお

迎えをいたしまして、場所はすくも湾漁協で行

いましたが、漁業の振興に関する意見交換会を

開催しまして、本市の漁業振興のため、宿毛新
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港へ、デポ、これ流通の拠点でございますが、

こちらの整備の必要性を説明させていただいた

ところでもございます。 

　デポですが、この整備は、宿毛湾の豊富な漁

獲物を、国内市場のみならず、海外へ輸出する

ため、効率的な出荷、配送が行われる輸出対応

型流通拠点の整備でありまして、具体的には、

宿毛新港の工業用地に、冷凍冷蔵施設を完備し

た物流センターを整備をいたしまして、最新の

システムにより、国内外から注文を受けまして、

そして注文から仕入れ、荷づくりから発送まで

行う、そういった施設を検討しているところで

ございます。 

　将来の高速道路の延伸と、インターチェンジ

の整備を見据え、さらなる地産外消を進めるべ

く、国、県との連携を図りながら、計画の実行

に向けて、取り組んでいるところでございます。 

　けさもちょうど、四国地方整備局の元の次長

が、こちらの新港のほうに訪れていただきまし

て、市役所内において、こういったお話もさせ

ていただいたところでございます。 

　そして以前、議員も御存じだと思いますが、

宿毛新港を計画する上で、今も計画の中に残っ

ておりますが、モーダルシフトという形で、

フェリーをここでつなごうという物流の流れ、

これに対しても、一定、説明をさせていただき

まして、元の次長のほうからも、非常に今、

フェリーのほうの業界が明るいというお話をい

ただいたところでございます。 

　こういった面で、新港をしっかりと活用する

中で、この宿毛市の活性化に取り組んでまいり

たい、そのように考えているところでございま

す。 

　さらに、これも人口減少対策に通じる公約で

ございますが、高齢者や障害者に優しく、そし

て生きがいの持てるまちづくりを掲げておりま

して、その一環として、公共交通の充実があり

ます。 

　昨年１０月には、宿毛市コミュニティーバス、

はなちゃんバスの実証運行を、市街地循環線と

公共交通の空白地である橋上方面、栄喜方面な

どの郊外線で開始をいたしまして、１年間で延

べ５，７１３名の方に御利用をいただきました。 

　今年の８月には、藻津線を開設して、西部方

面にも路線を拡大し、そして１０月より本格運

行を開始しているところでございます。 

　今後も、利用者の皆様の御意見を可能な限り

取り入れ、利便性の向上を図り、市民の生活を

支える、大切な移動手段の一つとして、運行を

持続していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

　本格運行に移るに当たって、地元の方々とい

うか、利用者の方々からいろんな意見を聞いて、

例えば、自由乗降ですよね。バス停以外でおり

れないか、乗れないかというふうな形もお聞き

をする中で、可能な限り、利用者の方々の利便

性を図るような形で、本格運行に移ったところ

でございます。 

　次に、防災対策についてであります。 

　近い将来に発生が予想されます南海トラフ地

震対策といたしまして、津波避難道や津波避難

場所の整備、また総合運動公園の敷地内には、

飲料水などの備蓄品を集約する大型備蓄倉庫を、

県とともに整備をいたしました。 

　また、ソフト面におきましても、地域防災計

画などの各種計画の見直しや、各避難所におけ

る具体的な運営方針を定めた避難所運営マニュ

アルを、平田小学校について策定をいたしまし

て、つい先日には、この運営マニュアルを検証

するという観点からも、地域の皆様にも参加し

ていただきまして、参加された方は大変だった

というお話も聞いておりますが、宿毛市広域避

難所運営研修・訓練を、平田小学校にて開催を

しました。 
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　この研修・訓練を通じて、明らかになった問

題点を検証し、さらなるマニュアルの改善につ

なげていきたいと考えているところでございま

す。 

　そして、今後も、必要なハード整備を進める

とともに、ソフト対策の充実を図り、市民の生

命と財産を守る防災対策を進めてまいりたいと

いうふうに思います。 

　よく市民の方々、そして地域の方々から、聞

かせいただくのは、避難路はできたけれども、

あそこがだめだよとか、ここが心配だよとか、

こういったときはどうするのとか、できたらで

きたで、さらなる心配ごととか、課題が必ず生

まれてきます。 

　できたから完成ではなくて、できたからこそ

見えてくる、そういった問題点をさらに改善し

ていく、そういう取り組みをこれから続けてい

きたいというふうに思っておりまして、これは

ハード面、ソフト面両方でございます。いろい

ろな訓練を通じて出てきた課題も、またソフト

面もしっかりとクリアしていきたいというふう

に考えているところでございます。 

　続いて、教育の充実について、述べさせてい

ただきます。 

　私の公約として、郷土に愛着と誇りを持たせ

る教育の推進を掲げておりますが、宿毛が生ん

だ偉人を検証することも、その一環と考えてお

りまして、今年は宿毛文教センターにおきまし

て、近代ヒューマニズムの先駆者と言われる大

江　卓の実績を紹介する「宿毛の大江　卓展」

を９月に開催し、この１１月には、先ほどお話

にもありました、竹内明太郎が開発に携わった

ダットサンの車両と、吉田　茂元首相のロール

スロイスを展示した、竹内明太郎とダットサン

展示イベントを開催をしたところでございます。 

　両展示会とも、多数の入場者を集め、大江　

卓、竹内明太郎の業績を広く知らしめることが

できたと考えているところでもございます。 

　このようなイベントを通じまして、子供たち

にも、宿毛出身者の偉大さが十分に伝わり、宿

毛への愛着と誇りを醸成してくれるものと信じ

ているところでございます。 

　さらに、皆様も御存じのように、現在、林邸

の改修工事を進めておりますが、完成した際に

は、観光振興や、そして地域活性化の拠点とな

るだけではなくて、宿毛の歴史や文化を広く知

らしめる場所として、十分に活用していきたい

というふうに考えておりまして、こちらのほう

でも、ぜひ子供たちにも活用していただきたい

ということで、先ほど、川田議員のほうからお

話がありました子ども食堂もそうですが、それ

以外にも、いろいろ子供たちとの交流の場とし

て活用できるんじゃないかというお話もいただ

いておりますので、そういったことも積極的に

取り組んでまいりたい、そのように考えている

ところでございます。 

　次に、教育環境の整備についてでありますが、

私の公約では、都市圏に劣らない、そういった

質の高い教育環境の整備を進めるとしておりま

す。 

　その手段の一つといたしまして、宿毛市内に

おける小中一貫教育の可能性について、検討を

始めているところでございます。 

　中１ギャップや学力格差の解消に効果がある

とされる小中一貫教育については、課題も多く

あるとは思いますが、小中一体型校舎の建設の

含めまして、子供たちに質の高い教育環境を提

供できるよう、検討を進めているところでござ

います。 

　そのほか、交流人口の拡大につながる各種ス

ポーツイベントの開催に対する支援や、スポー

ツ合宿の誘致を、積極的に進め、宿毛市総合運

動公園、先ほどお話にもありましたが、こちら

の中に整備しました芝生敷きの防災広場を活用
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したスポーツイベント等も計画してまいりたい

と思っておりますし、それ以外の施設も、しっ

かりと活用してまいりたい、そのように考えて

いるところでございます。 

　最後に、宿毛市の将来を考える上で、やはり

高速道路の延伸は必要不可欠な社会資本整備で

あるとともに、その効果を最大限に生かすこと

ができるまちづくりを考えていかなければなら

ないというふうに考えております。 

　先ほど述べました、新港における物流拠点の

整備も含めまして、高速道路を生かした、そう

いった宿毛のグランドデザインを、今後つくり

上げていきたい、そのように考えているところ

でございます。 

　以上が、私の主な選挙公約の進捗状況と、今

後の取り組みについてでございます。 

　最初に述べましたように、いずれの政策を実

行するにせよ、宿毛市独自の努力のみならず、

国、県との連携強化が欠かせません。私は、東

京などに出張の機会があるわけでございますが、

そういった出張の際には、時間をつくりまして、

市議会議員の時代から培ってきた人脈を生かさ

せていただいているところでございます。 

　国会議員の方々などとお会いをし、要望活動

や、そして情報収集などを行っているところで

ございまして、先に述べました大江　卓展での

神奈川県の県立図書館所蔵の大杯をお借りした

わけでございますが、この借り受けに際しまし

ても、いろいろな方のお力添えを得て、実現し

たものでございます。 

　また、ダットサン展示イベントにおきまして

は、出席はかないませんでしたが、吉田　茂元

首相を祖父にもつ麻生太郎副総理のほうに、東

京にて直接、御案内を差し上げさせていただき

ました。 

　そういった形の中で、祝電をイベント開催に

当たっていただいたところでもございます。 

　これらは一例ではありますが、宿毛市にとっ

て大切な政策を実行するには、やはり県や国等

の関係機関、さらには人と人とのつながり、そ

ういったものが重要になります。 

　今後もこのような連携を、つながりをさらに

強めていきたいというふうに考えているところ

でございまして、これからの２年間についても、

これまで以上に宿毛創生を目指しまして、若者

が夢、そして高齢者が生きがいを持てる、そん

なまちづくりを進めていきたいというふうに

思っております。 

　そういったまちづくりに向けて、不退転の決

意で臨む所存でございますので、議員の皆様方

におかれましても、今後とも御協力、そして御

指摘、御指示、いろいろなものを受けますので、

よろしくお願いをいたしたいと思います。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君）　再質問をしようかと

思いながら聞いていましたが、もう熱い思いを

いっぱい聞きましたので、これからの２年間に

向けての思いも、ところどころに散りばめられ

ながらありましたので、これ以上、再質問はい

たしません。 

　これで、私の一般質問を終わりますが、ます

ます寒くなってきます。管理職の皆さん、また

市の職員の皆さん、議員の皆さん、市民の皆さ

ん、お体に気をつけて、明るい３０年度が迎え

られますように祈念いたしまして、私の一般質

問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　これにて、一般質問を

終結いたします。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午後　２時３９分　散会 
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－ 88 －

　　　保健介護課長　　中　山　佳　久　君 

　　　環 境 課 長　　岩　本　敬　二　君 

　　　人権推進課長　　沢　田　美　保　君 

　　　産業振興課長　　上　村　秀　生　君 

　　　商工観光課長　　山　戸　達　朗　君 

　　　土 木 課 長　　川　島　義　之　君 

　　　都市建設課長　　中　町　真　二　君 

　　　福祉事務所長　　河　原　志加子　君 

　　　水 道 課 長　　金　増　信　幸　君 

　　　教 育 長　　出　口　君　男　君 

 

 　　　会計管理者兼 

　　　会 計 課 長
山　下　哲　郎　君

 　　　教 育 次 長 兼 

　　　学校教育課長
桑　原　　　一　君

 　　　生涯学習課長 
　　　兼 宿 毛 文 教 
　　　センター所長

和　田　克　哉　君

 　　　学 校 給 食 

　　　センター所長
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０２分　開議 

○議長（岡﨑利久君）　これより本日の会議を

開きます。 

　日程第１「議案第１号から議案第２１号ま

で」の２１議案を一括議題といたします。 

　これより質疑に入ります。 

　質疑の通告がありますので、順次、発言を許

します。 

　３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君）　皆様、おはようござい

ます。３番、質疑を行います。 

　私がお伺いいたしますのは、議案第３号別冊、

平成２９年度宿毛市一般会計補正予算（第５

号）、ページ６ページになります。 

　６ページ、債務負担行為補正、地域おこし協

力隊活動事業。 

　一つ目は、自伐型林業推進事業６９０万円、

その下になりますが、スポーツ推進事業４６０

万円、この二つの事業の詳しい説明を求めます。 

　続きまして、議案第１３号「宿毛市課設置条

例の一部を改正する条例」でございます。こち

らにつきましても、詳しい説明をお願いいたし

ます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（上村秀生君）　おはようござ

います。産業振興課長、３番、原田議員の質疑

にお答えいたします。 

　議案第３号別冊、平成２９年度宿毛市一般会

計補正予算（第５号）、６ページ。 

　第２表、債務負担行為補正、地域おこし協力

隊活動事業（自伐型林業推進事業）、期間、平

成３０年度、限度額６９０万円以内、について、

御説明いたします。 

　地域おこし協力隊につきましては、本市にお

きましても、これまで数名の隊員を委嘱してき

たところでございますが、改めて御説明申し上

げますと、地域おこし協力隊活動事業とは、都

市部の方が地方自治体の募集に応じて、地域お

こし協力隊員として委嘱を受け、地方に移住し

て、地域の活性化などに取り組む活動を行いな

がら、その地域への定住、定着を図る事業であ

りまして、総務省より隊員一人当たり、４００

万円を上限として、特別交付税による財政支援

があるものでございます。 

　今回の自伐型林業推進事業の地域おこし協力

隊事業につきましては、自伐型林業を希望する

方々を地域おこし協力隊として３名募集いたし

まして、市が推進する自伐型林業のモデルチー

ムとして、間伐や作業道の設置作業など、小規

模林業を実践してもらうことで、この地域に新

たな刺激を与え、自伐型林業の普及及び促進に

つなげていただきたいと考えております。 

　具体的には、市が管理する市有林等をフィー

ルドとして、自伐型林業を実践し、３年後の定

住の際には、地域の山の集約を行って、自立す

る基盤をつくっていただきたいと考えておりま

す。 

　この債務負担行為につきましては、この地域

おこし協力隊員３名分の報償費と社会保険料に

かかわる経費等の人件費について、計上してい

るものでございます。 

　積算内容につきましては、地域おこし協力隊

一人当たりとして、報償費月額１６万５，００

０円の１２カ月分で１９８万円。健康保険料や

厚生年金保険料などの社会保険料として、３２

万円、一人当たりの合計が２３０万円となり、

これの３名分で６９０万円を計上しているもの

でございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（和田

克哉君）　おはようございます。生涯学習課長、
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３番、原田議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第３号別冊、平成２９年度宿毛市一般会

計補正予算（第５号）、６ページ、第２表、債

務負担行為補正。事項、地域おこし協力隊活動

事業、スポーツ振興事業。期間につきましては、

平成３０年度、限度額、４６０万円以内につき

まして、事業内容についての御質問でございま

す。 

　本事業は、本市のスポーツ振興事業のため、

平成３０年度から地域おこし協力隊員としての

募集を、平成２９年度から実施したいことから、

債務負担行為として予算計上しているものです。 

　本市では、宿毛市総合運動公園を初めとする

スポーツ施設があり、現在、生涯学習課におい

て、スポーツ合宿の誘致活動や、市民のスポー

ツの振興などに取り組んでいますが、今後の事

業体制の強化に向けまして、これまで都市部で

スポーツ活動などに取り組んだ方々の知識を活

用して、本市のスポーツ振興につなげていきた

いとの考えから、募集をしようとするものでご

ざいます。 

　行っていただきたい業務といたしましては、

幼児から高齢者までを対象といたしました健康

増進や体力向上、及びスポーツサークルなどの

企画や指導等、また合宿や大会誘致並びに宿泊

施設などの受入体制の整備などに取り組んでい

ただきたいと考えております。 

　また、具体的に求める人材として、想定して

いますのは、陸上競技場、体育館、野球場を使

用する競技で、その競技に精通している方。 

　相互型地域スポーツクラブ、フィットネスク

ラブなどの運営等にかかわった経験のある方。

旅行会社、広告代理店等において、企画または

マーケティングの実績経験のある方などが来て

いただければと考えております。 

　積算内容といたしましては、先ほど、産業振

興課長の答弁にありましたように、１名当たり、

年額２３０万円掛ける２名分で、合計４６０万

円を計上いたしております。 

　以上です。 

○議長（岡﨑利久君）　総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君）　総務課長、原田議

員の質疑にお答えします。 

　議案第１３号「宿毛市課設置条例の一部を改

正する条例について」御説明をということでご

ざいます。 

　現在の保健介護課は、平成１２年度の介護保

険法の施行に伴い、平成１５年度の機構改革を

経て、スタートをいたしました。 

　平成１２年度の介護保険法が創設されるまで

は、老人福祉法のもとで、福祉事務所が中心と

なり、高齢者福祉を担ってまいりましたが、従

来の老人福祉、それから老人医療制度による対

応では限界となり、高齢者の介護を社会全体で

支え合う仕組みとして、介護保険法が創設をさ

れました。 

　介護保険法の施行によりまして、高齢者福祉

に関する業務体制を見直し、高齢者部門を統一

した組織の再編を行う自治体が、その後、ふえ

てまいりました。 

　このような中で、宿毛市におきましては、組

織の再編が課題であることは認識しつつ、これ

まで保健介護課と、それと福祉事務所の２課に

またがった業務を行ってまいりました。 

　平成２９年１０月の現在の全国の高齢化率が

２７．７％、全国に１０年先行して高齢化が進

展しているという、高知県が３２．４％という

中で、宿毛市は３５．７％と県平均を上回って

おり、高齢者施策は、本市においても、行政の

大きな政策課題の一つとなっております。 

　また、現状の体制では、業務が２課で重複す

る部分も多く、住民の皆さんにも、目的に応じ

た相談窓口を、その都度、使い分けるというこ

とは、簡単ではないと考えますことから、高齢
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者部門を統一することで、施策の充実と効率化、

ワンストップサービスによる利用者の利便性向

上を図ることを目的として、現在の２課を３課

に再編しようとするものでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君）　一つだけ再質疑させて

いただきます。 

　課設置条例の件ですが、課が一つふえるとい

う認識でよろしいんですよね。それについて、

近ごろホームページで職員の採用の発表があっ

て、５名だったと思いますが、採用になってい

ましたが、課が一つふえるということで、職員

の数と、あとスペースですね、下もなかなか、

今、狭いですけれども、その事業を行うに当

たってのスペースの確保というのは、十分にな

されているものなんでしょうか。 

　お願いします。 

○議長（岡﨑利久君）　総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君）　総務課長、原田議

員の再質疑にお答えします。 

　２課が３課にふえることによる人員と、それ

とスペースの問題ということの質疑かと思いま

す。 

　２課を３課にすることで、管理職員について

は、１名増ということにはなりますが、基本的

に職員数の中での集約化、それから再配分とい

うことを前提に考えておりますので、全体的に

は、このために職員数が増減すると。 

　今回、退職者が、定年退職者を含めて５名と、

一般行政職で。採用予定が５名ということで、

全体の職員数については同数ですので、この人

数の中で、全体的な調整を行ってまいりたいと

考えておりますので、特に変動はないというふ

うに考えております。 

　スペースについても、現在の２課のスペース

の中で、３課に再編していくということで考え

ておりますので、よろしくお願いします。 

　申しわけありません。訂正をさせてください。 

　先ほどの高齢化率が、県平均が３２．４％と

いうことで御説明をさせていただきましたが、

正しくは３４．２％の間違いでございます。 

　済みません、訂正をさせていただきたいと思

います。 

○議長（岡﨑利久君）　３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君）　以上でございます。 

　詳しい説明をありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君）　２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君）　おはようございます。

ことし最後、議場に立たせていただくのに、済

みません、ちょっと風邪ぎみでして。本当に自

己管理の甘さ、申しわけなく思っております。 

　それでは、質疑をさせていただきます。 

　私、今回、三つの項目について質疑させてい

ただきます。 

　それぞれ担当課長の御説明を求めます。 

　まず、そのうちの二つについては、議案第３

号別冊、平成２９年度宿毛市一般会計補正予算

（第５号）、こちらのほうからでございます。 

　まず、お開きいただきたいページが、１８

ページになります。１８ページ、第３款民生費、

第２項児童福祉費、４目児童福祉施設費、１３

目委託料、他市町村入所児童分委託料、こちら

の３７万２，０００円についてですけれども、

他市町村とありますけれども、具体的にどちら

の市町村に、また何名の児童が入所なさってい

るのか、こちらをお伺いいたしたいと思います。 

　また、逆のパターン、逆に宿毛市が他市町村

から児童を受け入れている場合がございました

ら、その市町村名や人数も、あわせてお伺いを

いたしたいと思いますし、また、どうして他市

町村に委託をするのか、また他市町村の児童を

受け入れることになるのか、その原因、要因も

あわせて、把握していらっしゃったら教えてい
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ただきたいと思います。 

　そして、２点目は、同じく２６ページをお開

きください。 

　２６ページの第９款教育費、第２項小学校費、

１目学校管理費、１５節工事請負費、教室等改

修工事費１０７万７，０００円についてでござ

います。 

　どちらの学校の、そしてどのような教室の改

修工事が行われるのか、これを御説明をお願い

をいたします。 

　そして最後、３項目めですけれども、こちら

のほうは、議案第５号別冊、平成２９年度宿毛

市へき地診療事業特別会計補正予算（第１号）

でございます。 

　こちらの４ページをお開きください。 

　第２表、債務負担行為補正。先ほど、原田議

員も、この地域おこし協力隊活動事業について、

質疑がございましたが、私も同じく、この地域

おこし協力隊活動事業の沖の島診療所看護師、

こちらが限度額３５１万４，０００円以内と

なっておりますが、この看護師の方の業務内容

を、担当課長に御説明をいただきたいと思いま

す。 

　それぞれ三つの項目について、よろしくお願

いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　福祉事務所

長、２番、川村議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第３号別冊、平成２９年度宿毛市一般会

計補正予算（第５号）、１８ページ。第３款民

生費、第２項児童福祉費、４目児童福祉施設費、

１３節委託料、他市町村入所児童分委託料に対

する御質問をいただきました。 

　まず、他市町村入所児童委託料という事業の

内容につきましては、宿毛市に住所がありなが

ら、保護者の勤務地等の関係で、他市町村の保

育所に通う児童の委託料でありまして、幡多管

内の市町村及び愛南町と協定を結んで、親が子

育てをしやすい環境といいますか、保育環境を

整えている事業であります。 

　委託料の積算につきましては、委託先の市町

村の公定価格から、対象児童の利用負担額、い

わゆる保育料を差し引いた額を支払うものと

なっております。 

　今回の補正、３７万２，０００円につきまし

ては、今年度の当初予算計上時には、委託児童

がいなかったため、計上しておりませんでした

が、昨年度末より土佐清水市のきらら保育園へ

通う児童が１名できたことによる増額補正であ

ります。 

　なお、この児童につきましては、１０月中に

転出いたしましたので、４月から１０月分を土

佐清水市に支払う委託料となっております。 

　また、宿毛市で受け入れている他市町村の児

童の受託分ということでありましたが、それに

ついては、当初予算にて７２８万円の歳入予算

を計上させていただいておりまして、受託児童

数は１２月１日現在で、公立保育園３園に４名、

私立保育園２園に３名の、計７名。市町村内訳

としましては、四万十市３名、大月町３名、三

原村１名となっております。 

　以上です。 

○議長（岡﨑利久君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（桑原　一君）　お

はようございます。学校教育課長、川村議員の

質疑にお答えをいたします。 

　議案第３号別冊、平成２９年度宿毛市一般会

計補正予算（第５号）、２６ページ。第９款教

育費、第２項小学校費、１目学校管理費、１５

節工事請負費、教室等改修工事１０７万７，０

００円につきまして、どの学校の、どの教室の

工事を行うのかという御質問だと思います。 

　現在、来年度に向けまして、特別な支援の必

要な子供さんの、特別支援学級の編制を行って
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いるところでございます。 

　その編成の中で、来年度につきまして、宿毛

小学校におきましては、現在、使っております

特別支援学級を２分割して、新たな特別支援学

級編成を行う必要が生じてきております。 

　そのため、その特別支援学級を２分割をする

ための間仕切り用の壁を、春休みの３月末まで

に設置をさせていただいて、新年度を迎えさせ

ていただきたい。そのために、今回、計上させ

ていただいているものでございます。 

　以上です。 

○議長（岡﨑利久君）　保健介護課長。 

○保健介護課長（中山佳久君）　おはようござ

います。保健介護課長、２番、川村議員の質疑

にお答えいたします。 

　議案第５号別冊、平成２９年度宿毛市へき地

診療事業特別会計補正予算（第１号）、ページ

４ページ。第２表、債務負担行為補正予算、地

域おこし協力隊活動事業（沖の島診療所看護

師）、期間、平成３０年度、限度額、３５１万

４，０００円以内についてです。 

　本事業における地域おこし協力隊の業務内容

につきましては、宿毛市立沖の島へき地診療所

及び弘瀬出張所での看護師業務並びに、保健介

護課が事務局を担当しております、沖の島健康

を守る会の健康増進事業の活動を行っていただ

くことを想定しております。 

　地域おこし協力隊の事業を導入することによ

りまして、都市部で培った新たな視点での健康

増進事業の企画をしていただいたり、任期終了

後に移住定住につなげることができれば、沖の

島地区における医療や、保健事業の強化ともな

りますので、平成３０年度からの委嘱に向けま

して、募集事務を平成２９年度中に実施するた

めに、今回、債務負担行為を計上させていただ

いております。 

　以上です。 

○議長（岡﨑利久君）　２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君）　それぞれの担当課長、

ありがとうございました。 

　１点、再質疑をさせていただきます。 

　保健介護課長、今、地域おこし協力隊事業で

沖の島診療所の看護師さんの募集を行うという

御説明をいただきました。 

　地域おこし協力隊事業、大変、各自治体でも

募集を行っておりまして、業務活動も多岐にわ

たっているとお伺いしておりますが、その反面、

地域によったり、そしてまた業務によっては、

なかなか協力隊員が集まりにくいという現状、

実情があるのも確かだとお伺いをいたしており

ます。 

　この看護師さんの募集について、何かＰＲ活

動、広報活動はどのようなものを考えていらっ

しゃいますでしょうか。その点をお願いいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君）　保健介護課長。 

○保健介護課長（中山佳久君）　保健介護課長、

２番、川村議員の再質疑にお答えします。 

　地域おこし協力隊の委嘱に向けまして、どの

ように取り組んでいくかという御質問でした。 

　取り組みにつきましては、地域おこし協力隊

の募集サイトでありますＪＯＩＮへの掲載や、

東京で開催されます移住交流地域おこしフェア

等での募集やＰＲを行っていきたいと考えてお

ります。 

　看護師になりますので、看護師免許がまた必

要となりますので、東京への出張に合わせまし

て、募集やＰＲできる期間等も検討しまして、

委嘱に向けて取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

　以上です。 

○議長（岡﨑利久君）　２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君）　先ほどから三つの項

目、それぞれの課長に御説明をいただきました。
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ありがとうございます。 

　他市町村の児童の入所に関しましては、本当

に働く子育て世代にとりまして、幡多地域のみ

ならず、お隣の愛媛県愛南町とも協定を結び、

連携をしながら、支援していくこの体制、本当

に心強いものだと思っております。 

　これからも子育て世代に優しい、さまざまな

施策、構築していただきたいと思っております。

期待をしております。 

　そしてまた、同じく、教育環境を整えること

も必要でございますので、今後ともよろしくお

願いいたします。 

　そしてまた、沖の島診療所の看護師さんの件

ですけれども、沖の島と申しますと、やはり孤

島の太陽　荒木初子さんでございます。保健師

と看護師、多少、立場の違いはありますけれど

も、同じく人々、島民の健康や、保健衛生に携

わる職責を持って、それを担う仕事をしてい

らっしゃいます。どうか、第二の荒木初子さん、

２１世紀の荒木初子さんの登場、誕生を願いま

して、私の今回の質疑、終了いたします。 

　ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　おはようございます。

私は、議案第１２号「宿毛市林邸の設置及び管

理に関する条例制定について」、お伺いいたし

ます。 

　第１条に、観光事業の振興と市民の交流拠点

とすることを目的として、とありますけれども、

それぞれ、誰にも使用させることができると、

適当でないと認めるものを除き、誰でも使用さ

せることができるとあります。 

　そしてまた、占用して使用できるともありま

す。それぞれに施設の使用料なども決まってお

りますけれども、私が聞いたところによります

と、市民の方、本当に待っておられます、この

林邸の改築。 

　新しいものができて、市民の方に、２億相当

の予算をもって、新しくリニューアルいたしま

したその感動を、市民に開放するとのことから、

市民にどのように、皆さんが常時、日常、利用

できるのかということを、御説明お願いいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（山戸達朗君）　おはようござ

います。商工観光課長、１番、川田議員の質疑

にお答えいたします。 

　議案第１２号「宿毛市林邸の設置及び管理に

関する条例について」。 

　第１条の観光事業の振興と、市民の交流拠点

とすることを目的ということですが、具体的な

詳細について触れながら、お答えしたいと思い

ます。 

　一昨日の山本議員の一般質問の中で、市長の

ほうから答弁をさせていただきました。若干、

重複する部分があるかもしれませんが、よろし

くお願いいたします。 

　この林邸につきましては、平成３０年度から

御利用いただけるように、現在、改修工事を実

施しております。 

　完成後は、基本的には、どなたでも無料で使

用したり、見学したりしていただくことが可能

となっております。 

　また、今回は、カフェスペースも整備するこ

ととしておりまして、コーヒーなども飲みなが

ら、庭を眺め、ゆっくりとくつろいでいただく

こともできるようになっております。 

　ただし、団体での御利用などで、部屋の１室

を貸し切りで使用されるような場合、これは個

人でも貸し切っている場合は、同じ取り扱いに

なりますが、施設使用料をいただくようにして

おりまして、例えば、和室については、１室当

たり１時間３００円としております。市民の

方々のさまざまな活動について、幅広く利活用
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していただけるものと考えております。 

　さらには、宿毛の歴史や文化を広く知ってい

ただく、そのことを子供たちにつなげていくた

めの学習の場所としても、利用できるのではな

いかと考えております。 

　既に子供食堂で使っていきたいとか、それか

ら市役所内の各課からも、こういった場合にも

利用したいとか、それから公民館等でお茶を

やっているグループの方からも、お茶もぜひ、

茶道もやっていきたいというようなお話とか、

いろいろと市民の中で関心が高まってきて、い

ろいろ問い合わせもあります。 

　そういった中で、皆さんに説明しているのは、

いろんなことに使っていただきたいということ

で、口頭で説明をしておりますが、完成に目指

して、また広報や、いろんな形で、さまざまな

利用ができるということを、周知をしていきた

いと考えております。 

　このように、観光客の誘客促進を図りながら、

さまざまな方法をもち、多くの市民の皆様の交

流拠点となる施設として、準備してまいってお

ります。 

　担当課といたしましても、来年３月末の完成

を目指し、引き続き、計画的に工事が進捗する

ように、取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　丁寧な説明、ありがと

うございました。 

　続きまして、議案第１３号は、先ほどの原田

議員と重なりますので、割愛をさせていただき

ます。 

　次は、議案第１４号「宿毛市個人情報保護条

例の一部を改正する条例について」お伺いいた

します。 

　これは、国の改正に基づく条例の改正だと思

いますけれども、個人情報の定義を明確化する

ということだと思います。グレーゾーンだった

部分を、明確化することとはどういうことで

しょうか、説明をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君）　総務課長、１番、

川田議員の質疑にお答えします。 

　議案第１４号「宿毛市個人情報保護条例の一

部を改正する条例について」、その改正内容に

ついてという御質問であろうかと思います。 

　まず、今回の条例改正に至る背景といたしま

しては、上位法であります個人情報の保護に関

する法律及び行政機関の保有する個人情報の保

護に関する法律において、個人情報等の定義の

改正などが行われましたので、それを踏まえて、

本市の条例を改正しようとするものでございま

す。 

　その改正内容についてでございますが、大き

く２点ございます。 

　１点目は、先ほど、川田議員の御質問にあり

ましたように、個人情報の定義の明確化でござ

います。 

　これまで、顔や音声の認識データ、それから

指紋認証データなどの特定の身体の特徴を変換

したものや、旅券番号や運転免許証番号などの、

特定の個人に付与された番号が、個人情報とし

て取り扱われておりました。 

　これらが個人情報であるかどうかについて、

いわゆるグレーゾーン、曖昧な解釈が生じてお

りました。そのため、個人情報の明確化の観点

から、これらの情報を新たに、個人識別符号と

して定め、個人情報であることを明確化したも

のでございます。 

　２点目は、要配慮個人情報の規定の新設でご

ざいます。 

　個人の人種や思想、信条、犯罪により、害を

こうむった事実など、特に配慮を要する個人情
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報を、要配慮個人情報として定義し、対象を明

確化しようとするものでございます。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　詳しく説明いただきま

して、ありがとうございました。 

　次、議案第１５号「宿毛市一般職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例」でございま

す。 

　４年連続上昇でございますけれども、２０１

７年、国家公務員一般職の月給を、人事院勧告

に基づき給与編成がありましたので、宿毛市も

準じるということではございましょう。 

　改正内容のわかりやすい説明と、人件費に対

する増加額、予算額をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君）　総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君）　総務課長、川田議

員の質疑にお答えします。 

　議案第１５号「宿毛市一般職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例について」、人事

院勧告の内容と、影響額という御質問であろう

かと思います。 

　まず、今回の改正内容についてでございます

が、月例給と民間給与との格差が、今回、額に

して６３１円、それから率にしますと０．１

５％の格差が生じていると。 

　それと、ボーナスにつきましては、官民の格

差、民間が４．４２月、それから公務のほうが

４．３月と、今回、このような格差があるとい

うことで、人事院勧告がなされました。 

　基本給につきましては、特に若年層に配慮し

まして、若年層に厚く、１，０００円程度引き

上げるという改定。その他につきましては、基

本的には、４００円程度の基本給をベースアッ

プするというような内容の改定になっておりま

す。 

　ボーナスにつきましては、官民との格差を考

慮しまして、０．１月分の引き上げを行い、勤

勉手当に配分をし、平成２９年度の１２月に０．

１月引き上げて、追加支給を行うということで

ございます。 

　それぞれ平成２９年４月１日に遡及をして、

適用されるということでございます。 

　それから、影響額についてでございますが、

職員の宿毛市における平均給与額が、現在、改

正前が２９万２，４２３円、改正後が２９万３，

０６１円ということで、差額６３９円となりま

して、平均ベースアップが６３９円、率にしま

して０．２％ということになっております。 

　給与に対する全体の影響額としましては、２

２６万９，８８４円という結果になっておりま

す。 

　ボーナスにつきましては、今回の改正により

まして、改正前が７０万９，１９４円と、改正

後が７４万２，０５９円ということで、差額が

３万４，１９８円生じております。 

　全体の影響額としましては、１，０２８万４，

３８６円ということでございます。 

　以上の、勧告に伴いまして、１２月の議決を

いただきました後に、追加支給を行う予定とし

ております。 

　以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君）　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　私の質疑は３点で終わ

ります。 

　詳細に、詳しく説明いただきまして、ありが

とうございました。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

　ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

　お諮りいたします。 
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　ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号及び議案第２号」の２議案につい

ては、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、「議案第１号及び議案第２号」の２

議案は、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

　ただいま議題となっております「議案第３号

から議案第２１号まで」の１９議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の委員会へ付託をいたします。 

　お諮りいたします。 

　議案等審査のため、１２月１４日、１２月１

５日及び１２月１８日、１２月１９日は休会い

たしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、１２月１４日、１２月１５日及び１

２月１８日、１２月１９日は、休会することに

決しました。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　１２月１４日から１２月１９日までの６日間

は休会し、１２月２０日午前１０時より再開い

たします。 

　本日はこれにて散会いたします。 

午前１０時４６分　散会 
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議　案　付　託　表 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年第４回定例会　 

 

 

 

 
付託委員会 議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　　　　　名

 

予 算 決 算 

常任委員会 

（　９件）

議案第　３号 

議案第　４号 

 

議案第　５号 

議案第　６号 

議案第　７号 
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て 
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平成２９年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

平成２９年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

平成２９年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

平成２９年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

平成２９年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

平成２９年度宿毛市水道事業会計補正予算について

 

総 務 文 教 

常任委員会 

（　７件）

議案第１３号 

議案第１４号 

議案第１５号 

 

議案第１６号 

 

議案第１７号 

議案第２０号 

 

議案第２１号

宿毛市課設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

宿毛市工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく準則を定め

る条例の一部を改正する条例について 

権利の放棄について 

高知市及び宿毛市におけるれんけいこうち広域都市圏形成に係

る連携協約の締結について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（　３件）

議案第１２号 

議案第１８号 

議案第１９号

宿毛市林邸の設置及び管理に関する条例の制定について 

指定管理者の指定について 

指定管理者の指定について
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平成２９年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１　議事日程 

　　　　第１６日（平成２９年１２月２０日　水曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　議案第１号から議案第２１号まで 

　　　　　　（議案第１号及び議案第２号、討論、表決） 

　　　　　　（議案第３号から議案第２１号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

　　　第２　議案第２２号　宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　（議案上程、質疑、討論、表決） 

　　　第３　陳情第１１号 

　　　第４　委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　議案第１号から議案第２１号まで 

　　　日程第２　議案第２２号 

　　　日程第３　陳情第１１号 

　　　日程第４　委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１４名） 

　　　１番　川　田　栄　子　君　　　　　２番　川　村　三千代　君 

　　　３番　原　田　秀　明　君　　　　　４番　山　岡　　　力　君 

　　　５番　山　本　　　英　君　　　　　６番　髙　倉　真　弓　君 

　　　７番　山　上　庄　一　君　　　　　８番　山　戸　　　寛　君 

　　　９番　岡　﨑　利　久　君　　　　１０番　野々下　昌　文　君 

　　１１番　松　浦　英　夫　君　　　　１２番　寺　田　公　一　君 

　　１３番　宮　本　有　二　君　　　　１４番　濵　田　陸　紀　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　　な　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　朝比奈　淳　司　君 

 　　　次長兼庶務係長 

　　　兼 調 査 係 長
小　野　り　か　君
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　　　議 事 係 長　　奈　良　和　美　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　総 務 課 長　　河　原　敏　郎　君 

　　　危機管理課長　　楠　目　健　一　君 

　　　市 民 課 長　　立　田　ゆ　か　君 

　　　税 務 課 長　　児　島　厚　臣　君 

　　　保健介護課長　　中　山　佳　久　君 

　　　環 境 課 長　　岩　本　敬　二　君 

　　　人権推進課長　　沢　田　美　保　君 

　　　産業振興課長　　上　村　秀　生　君 

　　　商工観光課長　　山　戸　達　朗　君 

　　　土木課長補佐　　有　田　年　秀　君 

　　　都市建設課長　　中　町　真　二　君 

　　　福祉事務所長　　河　原　志加子　君 

　　　水 道 課 長　　金　増　信　幸　君 

　　　教 育 長　　出　口　君　男　君 

 

 　　　会計管理者兼 

　　　会 計 課 長
山　下　哲　郎　君

 　　　教 育 次 長 兼 

　　　学校教育課長
桑　原　　　一　君

 
　　　生涯学習課長 
　　　補 佐

岩　村　研　治　君

 　　　学 校 給 食 

　　　センター所長
杉　本　裕二郎　君

 　　　農 業 委 員 会 

　　　事 務 局 長
山　岡　敏　樹　君

 　　　選挙管理委員 

　　　会 事 務 局 長
岩　田　明　仁　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０２分　開議 

○議長（岡﨑利久君）　これより本日の会議を

開きます。 

　日程第１「議案第１号から議案第２１号ま

で」の２１議案を一括議題といたします。 

　これより、「議案第１号及び議案第２号」の

２議案について、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　「議案第１号及び議案第２号」の２議案は、

これを承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、「議案第１号及び議案第２号」の２

議案は、これを承認することに決しました。 

　これより、「議案第３号から議案第２１号ま

で」の１９議案について、委員長の報告を求め

ます。 

　予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（山戸　寛君）　予算決

算常任委員長。 

　本委員会に付託された議案第３号から議案第

１１号までの９議案について、審査の概要と結

果を御報告いたします。 

　議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を二つの分科会に分けて、１

２月１４日と１２月１５日の２日間にわたり、

審議を行いました。 

　その後、１２月１９日に意見調整のための全

体委員会を開催し、各分科会の主査の審議結果

の報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、

本委員会に付託された議案９件につきましては、

原案を適当と認め、可決すべきものと決しまし

た。 

　以下、分科会における主な審査概要について、

御報告いたします。 

　まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

　議案第３号別冊、平成２９年度宿毛市一般会

計補正予算（第５号）の１４ページ。 

　第２款総務費、第１項総務管理費、６目財産

管理費、１３節委託料、宿毛東団地不動産鑑定

委託料６５万８，０００円についてであります。 

　委員からは、鑑定評価額は、現在の販売価格

より下がると予想されるが、その場合、販売価

格を下げるのか、との質問があり、執行部から

は宿毛東団地分譲宅地の２０区画が販売には至

らない要因について、決算審査において、土地

単価が高いのではとの指摘を受けており、市内

の不動産会社へのアンケート調査においても、

価格が高いという意見が多数であった。 

　そのため、不動産鑑定士に鑑定を依頼し、鑑

定評価額を今後の販売促進に向けての検討材料

とするものであり、販売価格を設定するための

鑑定ではない、との回答がありました。 

　続きまして、２６ページ、第９款教育費、第

２項小学校費、３目学校建設費、１３節委託料、

宿毛小学校校舎耐力度調査業務委託料４０万円

についてであります。 

　本件は、文部科学省において定めているＩＳ

値とは別の指数で、建物の古さやコンクリート

の強度など、さまざまな度数を計算して、指数

化する耐力度指数の調査を委託するものであり、

指数によって、校舎の建てかえの交付金が受け

られるものである。 

　委員からは、宿毛小学校以外で耐震補強工事

をした際に、耐力度を調査した学校はあるのか、

との質問があり、執行部からは、宿毛小学校は

当初、通常の耐震補強が困難ではないかとの判

断があり、早急な建てかえを模索する中で、耐



－ 102 －

力度の調査を行っていたものである。 

　その後、宿毛小学校でも、耐震補強が可能と

なり、建てかえまでの安全性を確保するべく、

耐震補強工事を行っていたが、今後の建てかえ

に向けて、新たな財源を確保するため、耐震補

強工事後の現在の耐力度を調査しようとするも

のである。 

　また、宿毛小学校以外については、耐震補強

工事後の耐力度は、基準を満たしていると判断

されるため、調査は行っていないとの回答があ

りました。 

　また、委員からは、耐力度が低いとの調査結

果が出ても、建てかえるまでの間は校舎を使用

するのか、との質問があり、執行部からは、文

部科学省で認める指標ではないが、ＩＦ値での

耐震補強をしており、耐震性は確保できている

と考えている、との回答がありました。 

　次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

　初めに、議案第３号別冊、平成２９年度宿毛

市一般会計補正予算（第５号）の６ページ、第

２表　債務負担行為補正　地域おこし協力隊、

自伐型林業推進事業。期間、平成３０年度、限

度額６９０万円以内について、御報告いたしま

す。 

　本件は、宿毛市の有する市有林を活用し、自

伐型林業家を育成することで、将来的には市内

民有林の集約化を推進しようとするもので、１

月から募集を行うため、債務負担行為を行うも

のです。 

　委員からは、設定している給与が安過ぎるの

ではないかとの質問がありました。これに対し、

執行部からは、林業を始めるに当たっては、自

費で研修を受ける。自分で山林を見つけると

いった難しい課題がある。 

　本事業は、市有林を活用した研修を行うなど、

それらの課題を克服し、一定の収入を確保する

中で、林業に取り組めるという環境を整えてい

るとの回答がありました。 

　これに対し、委員からは、林業は間伐や作業

道の開設など、危険な作業も多いので、万全な

サポートが必要であると考え、自立するための

支援も十分に検討してもらいたいとの意見があ

りました。 

　次に、議案第５号別冊、平成２９年度宿毛市

へき地診療事業特別会計補正予算（第１号）の

４ページ、第２表、債務負担行為補正、地域お

こし協力隊、沖の島診療所看護師。期間、平成

３０年度、限度額、３５１万４，０００円以内

について、御報告いたします。 

　本件は、地域おこし協力隊活動事業を活用し、

沖の島診療所へ看護師を雇用しようとするもの

です。 

　委員からは、離島を抱えている他市町村の状

況調査を行ったことはあるのか、との質問があ

りました。これに対して、執行部からは、医師

や看護師を紹介している業者の調査も含め、離

島を有している自治体での成功事例について、

調査等を検討していきたいとの回答がありまし

た。 

　これに対し、委員からは、自伐型林業推進事

業でも意見があったが、市外、県外から来ても

らうことを考えると、給与の設定額が十分だと

は言えないのではないか。成功事例等をよく研

究しながら、検討してもらいたいとの意見があ

りました。 

　以上で、本委員会に付託されました９議案に

ついて、審査結果の報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（松浦英夫君）　総務文

教常任委員長。 

　本委員会に付託されました７議案の審査結果

の御報告をいたします。 

　議案第１３号は、宿毛市課設置条例の一部を
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改正する条例についてであります。 

　本案は、本年度、新たに策定した行政改革大

綱改革プランに基づき、福祉事務所及び保健介

護課の高齢者部門を集約し、新たに高齢者行政

に特化した課を設置し、それとともに、保健介

護課の課名を変更するために、本条例の一部を

改正しようとするものであります。 

　議案第１４号は、宿毛市個人情報保護条例の

一部を改正する条例についてであります。 

　本案は個人情報の保護に関する法律及び行政

機関の保有する個人情報の保護に関する法律に

おいて、個人情報の定義等が改正されたことに

伴い、本条例の一部を改正しようとするもので

あります。 

　議案第１５号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

　本案は、平成２９年人事院勧告の実施に伴い、

給料表等の改定を行う必要があるため、本条例

の一部を改正しようとするものであります。 

　議案第１６号は、宿毛市工場立地法第４条の

２第２項の規定に基づく準則を定める条例の一

部を改正する条例についてであります。 

　本案は、本条例の上位法である工場立地法が

改正されたことに伴い、本条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

　議案第１７号は、権利の放棄についてであり

ます。 

　本案は、昨年８月３１日に発生した交通事故

において、宿毛市がこうむった損害に対して、

確定した４９万円の損害賠償請求権について、

債務者に返済可能な資産もなく、今後において

も、債権を回収することができる見込みがない

ため、その権利を放棄することについて、地方

自治法第９６条第１項第１０号の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

　議案第２０号は、高知市及び宿毛市における

れんけいこうち広域都市圏形成に係る連携協約

の締結についてであります。 

　本案は、活力ある地域経済を維持し、住民が

安心して快適な暮らしを営むために、地方自治

法第２５２条の２第１項の規定に基づいて、高

知市と宿毛市との間に、れんけいこうち広域都

市圏形成に係る連携協約を締結することについ

て、同条第３項の規定に基づき、議会の議決を

求めるものであります。 

　議案第２１号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定についてであります。 

　本案は、沖の島辺地の市道母島古屋野線を整

備するに当たり、辺地対策事業債の申請のため、

本計画を策定する必要があるため、辺地に係る

公共的施設の総合整備のための財政上の特別措

置等に関する法律第３条第１項の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

　以上７議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受ける中で、慎重に審査した結果、い

ずれも原案を適当であると認め、全会一致を

もって可決すべきものと決しました。 

　以上で、本委員会に付託されました議案７件

についての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（川村三千代君）　産業

厚生常任委員長、本委員会に付託されました議

案３件について、審査結果を御報告いたします。 

　議案第１２号については、宿毛市林邸の設置

及び管理に関する条例の制定についてでござい

ます。 

　内容につきましては、本市を代表する歴史的

建造物である林邸の価値を尊重しながら、市民

の交流拠点として、永続的に利活用するために、

本条例を制定しようとするものです。 

　委員からは、カフェスペースの公募を考える

と、早期に条例を制定しなければいけないのは

理解するが、林邸の利活用については、早稲田
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大学へ委託し、調査研究を行っているところで

あり、調査結果を条例に盛り込むべきではない

か。 

　また、宿毛の偉人ゆかりの品を展示し、宿毛

の歴史を感じることができる施設とするべきで

はないか、との質問がありました。 

　これに対し、執行部からは、早稲田大学への

委託事業の結果については、今後、策定する規

則等へ反映していくこととしている。また、一

部の部屋を活用し、偉人ゆかりの品や、歴史的

な資料を展示することで、広く市民、または観

光客等に、宿毛の歴史や文化を伝えていくこと

を考えている、との回答がありました。 

　これに対し、委員からは、条例には歴史的価

値を尊重するといった文言が入っておらず、単

なる観光施設、交流施設となってしまうおそれ

がある。寄附していただいた方々の思いを十分

反映した運用ができるのか、後世に林邸の意義

を継承していけるのか、大変危惧している。 

　早稲田大学の調査結果等を踏まえ、歴史的な

価値を損なうことなく、宿毛の２１人の功績に

対する象徴的な建造物としての活用方法の検討

を強く求める、との意見がありました。 

　議案第１８号及び議案第１９号の２議案は、

指定管理者の指定についてであります。 

　内容につきましては、宿毛市中央デイケアセ

ンターを社会福祉法人宿毛福祉会に、宿毛サ

ニーサイドパークを一般社団法人宿毛市観光協

会に、いずれも平成３０年４月１日から平成３

３年３月３１日までの間、指定管理者として指

定することについて、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定に基づき、議会の議決を求める

ものでございます。 

　以上３議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受け、慎重に審査をいたしました。 

　特に、議案第１２号、林邸の議案につきまし

ては、建物の歴史的価値を尊重する、これを強

く委員長報告する。 

　これによって、以上３議案、全会一致をで可

決すべきものと決しました。 

　以上、本委員会に付託されました議案につい

ての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、委員長の報告

は終わりました。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　これより「議案第３号から議案第２１号ま

で」の１９議案について、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　これより「議案第３号から議案第２１号ま

で」の１９議案を一括採決いたします。 

　本案に対する委員長の報告は可決であります。 

　本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（岡﨑利久君）　全員起立であります。 

　よって「議案第３号から議案第２１号まで」

の１９議案は、原案のとおり可決されました。 

　日程第２、議案第２２号、宿毛市議会委員会

条例の一部を改正する条例についてを議題とい

たします。 

　お諮りいたします。 

　本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、提案理由の説明を省略することにいたした

いと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 
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○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、本案は提案理由の説明を省略するこ

とに決しました。 

　これより、質疑に入ります。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

　これより、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　これより「議案第２２号」を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（岡﨑利久君）　全員起立であります。 

　よって「議案第２２号」は、原案のとおり可

決されました。 

　日程第３、陳情第１１号を議題といたします。 

　これより、陳情第１１号について、委員長の

報告を求めます。 

　産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（川村三千代君）　産業

厚生常任委員長。本委員会に付託されました、

陳情第１１号の審査結果を報告いたします。 

　本陳情は、………………………………………

…………………………………………………より

提出されたものであります。 

　内容につきましては、国の責任で、安定的な

財源を確保し、市町村と連携した認可保育所の

整備はもちろん、給与水準の低さから、不足し

ている保育士の処遇改善、実態に合わない配置

基準の改善による保育の質の確保など、総合的

な対策を進めるために、子供のための予算を大

幅にふやし、国の責任で安心できる保育の実現

を求める意見書の提出を求めるものであります。 

　本陳情につきましては、審査の過程で、委員

からは、待機児童の解消や職員配置基準と処遇

の改善、保育、子育て環境の整備といった部分

は賛同できるが、国の保育予算を大幅増額する

ということとなると、その原資はどうするのか

といった課題がある。 

　昨年度も同様の趣旨で陳情が出ていたが、国

における調査研究が進んできていることを踏ま

えると、現状で採択する状況ではなく、不採択

とすべきではないかとの発言がありました。 

　一方、本議会から意見書を提出することが必

要とは言えないが、陳情の趣旨は理解できるの

で、趣旨採択としてはどうかとの発言もありま

した。 

　採決の結果、賛成多数で不採択とすべきもの

と決しました。 

　以上、本委員会に付託されました陳情１件に

ついての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、委員長の報告

を終わります。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　これより、陳情第１１号について、討論に入

ります。 
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　討論の通告がありますので、発言を許します。 

　１番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君）　１番、川田栄子です。 

　私は、陳情第１１号「子供のための予算を大

幅に増やし、国の責任で安心できる保育の実現

を求める意見書の提出について」、不採択との

委員長報告に反対の立場から討論を行います。 

　現内閣の掲げるひとづくり革命の中には、安

心して暮らすことのできる社会をつくるために

は、我が国の社会保障制度を、子供から高齢者

まで、誰もが安心できる全世代型の社会保障へ

展開するとあります。 

　その重要なかぎを握るのが、人材の投資であ

り、ひとづくりこそが、次なる時代を切り開く

原動力であるとしています。 

　その中で、幼児教育の無償化として、若い世

代が子供数をもたない理由は、子育てや教育に

お金がかかり過ぎるが最大の理由であり、教育

費への支援を求める声が多くあります。 

　子育てと仕事の両立や、子育てや教育にかか

る費用の負担が重いことが、子育て世代への大

きな負担となり、少子化問題の一因ともなって

います。 

　このため、保育の受け皿拡大を図りつつ、幼

児教育無償化を初めとする負担軽減措置を講じ

ることは、重要な少子化対策の一つとなります。 

　幼児期は能力開発、身体育成、人材形成、情

操と、道徳の涵養にとって極めて大切な時期で

あり、この時期における家族、保護者の果たす

第一義的な役割とともに、幼児教育、保育の役

割は重要であります。 

　あわせて、教育、保育の質の向上も不可欠で

あります。 

　２０１６年の児童福祉法改定において、国及

び地方公共団体は、児童が家庭において心身と

もに健やかに養育されるよう、児童の保護者を

支援しなければならない、第３の２と明記され

ております。 

　これは、日本の児童虐待対策は、児童の保護

に重点を置く傾向がありましたが、保護者、家

族への支援が明記されたということです。家族

支援の仕組みをいかに充実させていくかが問わ

れていると考えます。 

　誰でも受けられる基本サービスの保健、医療、

教育、社会福祉の連携で、しっかりと受けとめ

ていくことが大切です。 

　親がしつけのつもりでやった言動によって、

子供を傷つけてしまうこともあり、親のふるま

いが子供に影響を与えていることに気づいても

らい、望ましいふるまい方を学ぶことも、子育

て支援制度となります。 

　親と子供、社会全体で支援する視点は、子育

てを自己責任でやるのではなく、ちょっとした

工夫で子育てできる仕組みが整っていることは、

子供を持つ親への配慮となり、うれしいもので

あります。 

　子育て支援は妊娠期、出産期から始まり、乳

幼児期、学童期、青少年期と切れ目なく整備さ

れることにあります。 

　子育て支援において、かぎを握るのは、確立

した専門職の配置であります。専門職がしっか

り向き合って、丁寧なかかわりを行うことが重

要であり、今、日本では、要保護児童対策の充

実が議論されております。 

　２０１７年度からは、市区町村レベルにおい

て、子供家庭総合支援拠点の整備が進められよ

うとしております。親と子供にしっかりと向き

合えることができる常勤、専任の各専門職の配

置を十分にしていくことが重要であります。 

　ＯＥＣＤ先進国での公的教育費は１１位、途

上国等も含むと、１０１位であります。日本は、

恐ろしく教育に税金を使っていないことである

ため、奨学金返済で困窮した問題は深刻であり

ます。 
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　無償化には７，０００億円必要でありますが、 

今朝の新聞では、国家公務員の退職手当を来年

１月から減額する関連法が成立したとありまし

た。このこととは関係ないかもわかりませんけ

れども、財源は必要であります。 

　認可外保育園については、一部負担とあり、

問題が残っている法案であります。 

　以上のことから、不採択との委員長報告に反

対の立場から討論を行いました。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、通告による討

論は終わりました。 

　ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

　これより、陳情第１１号を採決いたします。 

　本件については、審査報告書のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（岡﨑利久君）　起立多数であります。 

　よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

　日程第４、委員会調査についてを議題といた

します。 

　各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

　お諮りいたします。 

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君）　御異議なしと認めます。 

　よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

　以上で、今期定例会の日程は全て議了をいた

しました。 

　閉会に当たり、市長から挨拶の申し出があり

ますので、発言を許します。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　閉会に当たり、一言御

挨拶を申し上げます。 

　去る１２月５日に開会いたしました今期定例

会は、本日までの１６日間、議員の皆様方にお

かれましては、連日、御熱心に御審議をいただ

きまして、御提案申し上げました２１議案につ

きまして、それぞれ原案のとおり御決定をいた

だき、まことにありがとうございました。 

　今議会を通じ、お寄せいただきました数々の

貴重な意見や御提言につきましては、今後、さ

らに検討をいたしながら、市政の執行に反映さ

せてまいりたいと考えております。 

　ことしも残りわずかとなりました。議員の皆

様方におかれましては、どうか健康に御留意さ

れまして、風邪を引くことのないように、すば

らしい新年を迎えられますよう御祈念を申し上

げまして、閉会の御挨拶とさせていただきます。 

　１年間、どうもありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君）　以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

　これにて、平成２９年第４回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午前１０時３４分　閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　宿　毛　市　議　会　議　長　　　岡　﨑　利　久 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　宿 毛 市 議 会 副 議 長　　　山　上　庄　一 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　　　宮　本　有　二 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　　　濵　田　陸　紀 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１９日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員長　山　戸　　　寛 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 
議案第　３号 平成２９年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適　当

 
議案第　４号

平成２９年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について
原案可決 適　当

 
議案第　５号

平成２９年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について
原案可決 適　当

 
議案第　６号

平成２９年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて
原案可決 適　当

 
議案第　７号

平成２９年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について
原案可決 適　当

 
議案第　８号

平成２９年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて
原案可決 適　当

 
議案第　９号

平成２９年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について
原案可決 適　当

 
議案第１０号

平成２９年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について
原案可決 適　当

 
議案第１１号 平成２９年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適　当



－ 110 －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１４日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員長　松　浦　英　夫　 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 
議案第１３号 宿毛市課設置条例の一部を改正する条例について 原案可決 適　当

 
議案第１４号

宿毛市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

いて
原案可決 適　当

 
議案第１５号

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について
原案可決 適　当

 
議案第１６号

宿毛市工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく

準則を定める条例の一部を改正する条例について
原案可決 適　当

 
議案第１７号 権利の放棄について 原案可決 適　当

 
議案第２０号

高知市及び宿毛市におけるれんけいこうち広域都市

圏形成に係る連携協約の締結について
原案可決 適　当

 
議案第２１号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て
原案可決 適　当



－ 111 －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１５日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　川　村　三千代 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 
議案第１２号

宿毛市林邸の設置及び管理に関する条例の制定につ

いて
原案可決 適　当

 
議案第１８号 指定管理者の指定について 原案可決 適　当

 
議案第１９号 指定管理者の指定について 原案可決 適　当



－ 112 －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１５日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　川　村　三千代 

 

陳情審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
受理番号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 
第１１号

子どものための予算を大幅に増やし、国の責任で安心

できる保育の実現を求める意見書の提出について
不 採 択 不適当



－ 113 －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１４日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員長　松　浦　英　夫 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

　 

記 

１　事　件　（１）　総合計画の策定状況について 

　　　　　　（２）　行政機構の状況について 

　　　　　　（３）　財政の運営状況について 

　　　　　　（４）　公有財産の管理状況について 

　　　　　　（５）　市税等の徴収体制について 

　　　　　　（６）　地域防災計画について 

　　　　　　（７）　教育問題について 

２　理　由　議案審査の参考とするため 



－ 114 －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１５日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　川　村　三千代 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１　事　件　（１）　農林水産業の振興対策状況について 

　　　　　　（２）　商工業の活性化対策状況について 

　　　　　　（３）　観光産業の振興対策状況について 

　　　　　　（４）　市道の管理状況について 

　　　　　　（５）　環境、保健衛生の整備状況について 

　　　　　　（６）　下水道事業の運営管理状況について 

　　　　　　（７）　保育施設の管理状況について 

　　　　　　（８）　介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 

 



－ 115 －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年１２月１９日　 

　宿毛市議会議長　岡　﨑　利　久　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会運営委員長　野々下　昌　文　 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１　事　件　（１）　議会の運営に関する事項 

　　　　　　（２）　議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

　　　　　　（３）　議長の諮問に関する事項 

　　　　　　（４）　議会報に関する事項 

２　理　由　議会運営を効率的かつ円滑に行うため 

 

 
 



付 － 1

一  般  質  問  通  告  表 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年第４回定例会　　　 
 

質問 

順位
質 問 議 員 質 問 の 要 旨

 

１
　８番 

　山戸　寛君

１　宿毛市営住宅再編計画について（市長） 

（１）計画事業年度の確認について 

（２）事業の進捗状況と今後の見通しについて 

（３）計画作成の経緯と業務委託金額の確認について 

（４）事業の進捗遅れの原因について 

（５）財源確保と事業の推進体制について 

 

２　森林環境税について（市長） 

（１）意義・効果、配分方法について 

（２）林野庁「新たな森林管理システム（案）」への対応につい

て 

　　ア　森林所有者への通知 

　　イ　森林経営者の意欲と能力の向上 

　　ウ　市が主体となった森林管理 

（３）市の対応体制の確立について
 

２
１１番 

　松浦英夫君

１　奥谷博画伯の記念館建設について　　　　　　　（市長） 

（１）文化勲章受章についての市長の所見について 

（２）奥谷博画伯記念館建設について 

 

２　鵜来島の戦争遺跡について　　　　　　（市長、教育長） 

（１）教育委員会の調査について 

（２）教育委員会としての今後の取り組みについて 

　　ア　史跡としての保存について 

　　イ　ＰＲ用看板の設置について 

（３）観光資源としての利活用について
 

３
　６番 

　髙倉真弓君

１　中平市政宿毛創生について（市長） 

（１）高規格道路の現状、今後について 

（２）高規格道路を踏まえた５６号道の駅について 

（３）交流人口について 

（４）子ども子育てについて 

（５）ホストタウンについて 

 

２　英語の教育について（教育長）



付 － 2

 

４
　５番 

　山本　英君

１　林邸改修事業について（市長） 

（１）事業の進捗状況について 

（２）宿毛市の本事業の目的について 

（３）宿毛市への経済効果について 

 

２　空き家対策について（市長） 

（１）調査の進捗状況について 

（２）現行法令から見た今後の課題について 

 

３　宿毛の経済状況について（市長） 

（１）宿毛市の税収からみた経済状況について 

（２）中長期の企業誘致活動について 

 

４　地球温暖化阻止に取り組む宿毛市の姿勢について（市長） 

 

５　自衛隊誘致に関わる周辺の情勢認識について（市長） 

（１）ＮＥＯと難民について 

（２）側聞する周辺自治体の動向について

 

５
　１番 

川田栄子君

１　子ども食堂開催に伴う子育て相談員の設置について(市長) 

 

２　衆議院議員総選挙における無効票について 

　　　　　　　　　　　　　　　　（選挙管理委員会委員長） 

 

３　主権者教育について（教育長） 

（１）主権者教育の推進と継続について 

（２）家庭の役割について 

 

４　介護保険事業について（市長） 

（１）介護予防日常生活支援総合事業実施に伴う自治体の義

務・役割について 

（２）地域の支え合いによる支援体制で地域間格差拡大の懸念

について 

（３）基本チェックリストは専門職が実施することについて 

（４）宿毛市生活支援担い手養成講座の受講者数と活動実績に

ついて



付 － 3

 

６
１２番 

　寺田公一君

１　市長の政治姿勢について（市長） 

（１）２年間の総括と今後の市政運営について 

　　ア　選挙公約の進捗状況と今後の取り組みについて 

　　イ　オランダチームの合宿への対応と今後の事業の推進に

ついて 

　　ウ　「竹内明太郎とダットサン」の評価と、今後の行政へ

の活かし方について 

（２）市道の維持管理について 

　　ア　高齢者・障害者等への配慮について 

 

２　体育施設の改修と管理について（市長、教育長） 

（１）和田体育館について 

（２）野球場雨天練習場について 

（３）平田テニスコートについて 

（４）市民体育館について 

（５）陸上グラウンドについて



付 － 4

平成２９年第４回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

　　　議　　案（平成２９年第３回定例会提出分） 

 

 

 
議案番号 件 名 議決月日 結　　果

 
第　１号

平成２８年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定に

ついて
１２月　５日 認　　定

 
第　２号

平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　３号

平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入

歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　４号

平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出

決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　５号

平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計

歳入歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　６号

平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　７号

平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　８号

平成２８年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳

入歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第　９号

平成２８年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳

入歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第１０号

平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第１１号

平成２８年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳

入歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第１２号

平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について
１２月　５日 認　　定

 
第１３号

平成２８年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び

決算認定について
１２月　５日

原案可決

及び認定



付 － 5

　　　議　　案（平成２９年第４回定例会提出分） 

 
 

議案番号 件 名 議決月日 結　　果

 
第　１号 専決処分した事件の承認について １２月２０日 承　　認

 
第　２号 専決処分した事件の承認について １２月２０日 承　　認

 
第　３号 平成２９年度宿毛市一般会計補正予算について １２月２０日 原案可決

 
第　４号

平成２９年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補

正予算について
１２月２０日 原案可決

 
第　５号

平成２９年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正

予算について
１２月２０日 原案可決

 
第　６号

平成２９年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算

について
１２月２０日 原案可決

 
第　７号

平成２９年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予

算について
１２月２０日 原案可決

 
第　８号

平成２９年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算

について
１２月２０日 原案可決

 
第　９号

平成２９年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予

算について
１２月２０日 原案可決

 
第１０号

平成２９年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正

予算について
１２月２０日 原案可決

 
第１１号

平成２９年度宿毛市水道事業会計補正予算につい

て
１２月２０日 原案可決

 
第１２号

宿毛市林邸の設置及び管理に関する条例の制定に

ついて
１２月２０日 原案可決

 
第１３号 宿毛市課設置条例の一部を改正する条例について １２月２０日 原案可決

 
第１４号

宿毛市個人情報保護条例の一部を改正する条例に

ついて
１２月２０日 原案可決

 
第１５号

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について
１２月２０日 原案可決

 
第１６号

宿毛市工場立地法第４条の２第２項の規定に基づ

く準則を定める条例の一部を改正する条例につい

て

１２月２０日 原案可決

 
第１７号 権利の放棄について １２月２０日 原案可決

 
第１８号 指定管理者の指定について １２月２０日 原案可決
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第１９号 指定管理者の指定について １２月２０日 原案可決

 
第２０号

高知市及び宿毛市におけるれんけいこうち広域都

市圏形成に係る連携協約の締結について
１２月２０日 原案可決

 
第２１号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて
１２月２０日 原案可決

 
第２２号

宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例につ

いて
１２月２０日 原案可決



付 － 7

　　　陳　　情 

 

 

 
受理番号 件 名 議決月日 結　　果

 
第１１号

子どものための予算を大幅に増やし、国の責任で

安心できる保育の実現を求める意見書の提出につ

いて

１２月２０日 不 採 択


